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ま え が き 

本年度は，現行学習指導要領（平成 29 年告示）が全面実施されてから，小学校で４年目，中学校で

３年目を迎えます。しかし，学校現場では，令和元年度末から続くコロナ禍の影響を受け，様々な対応

を迫られる中，正直なところ「学習指導要領どころではない」という現状もあったのではないでしょう

か。コロナ禍以前は当たり前であった，「学校に集い，学ぶこと」そのものにも制限がかかるような状況

下にあって，「学校とは何か」「子供が学校で学ぶことの意味は何か」「学校が果たすべき役割は何か」な

どについて，改めて考え直す場面もあったかと思います。 

現行学習指導要領には，変化が激しく，予測が困難な時代を力強く生き，質的な豊かさを伴った個人

と社会の成長につながる新たな価値を生み出すことにつながる資質・能力が示されています。１人１台

端末の活用も含め，コロナ禍における様々に工夫された取組を基盤として，アフターコロナを見据えた

学校教育活動を展開していくに当たり，改めて学習指導要領に立ち返り，子供たちに育成すべき資質・

能力について確認することが重要であると感じています。 

長野県教育委員会では，本年度，新たに第４次長野県教育振興基本計画を策定しました。その趣旨に

基づき，令和５年度の教育課程・学習指導改善の目標を「一人の子どもも取り残されない「多様性を包

み込む」学びの推進」とし，三つの重点を「探究する授業」「共創する教育課程」「つながる学校」と据

えました。 

本冊子では，教育課程・学習指導改善の目標と重点を踏まえ，単元や題材の展開の中で，どの場面で，

どのように評価し，指導の改善につなげていったらよいのか，学びの充実につながる ICT の活用はどう

あったらよいのか等について，教科ごとに具体例を挙げてまとめています。授業改善に取り組まれる先

生方の一助としていただければ幸いです。 

長野県では，これまでも子供の「問い」や「願い」等に基づき，子供が主体的に追究していく学習を

大切にした実践を積んできました。今，真の意味での「子供を主語にした学び」を考えるとき，これま

で私たちが大切にしてきた「学び」の価値を見つめ直すことが重要であると思えてなりません。 

全ての学校で，子供たちが自ら求め学ぶ姿がさらに広がることを願っています。 

長野県教育委員会事務局 学びの改革支援課長 

  臼井 学 
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信州型ユニバーサルデザイン（信州型ＵＤ）に関連する窓口について 

上記の目次に、関連する信州型ユニバーサル 

デザイン（信州型ＵＤ、詳細は 26 ページ）の 

主な窓口を示しています。 

 

授業がもっとよくなる３観点     

全員が力を発揮し認め合う学級づくり 

安心して参加できる授業の工夫    

教材研究の充実           

主体的・対話的で深い学びの実現   

単元・題材レベルでの授業改善    

合理的配慮             

子どもに応じた多様な学び方     

学級づくり 

３観点 

授業の工夫 

教材研究 

深い学び 

単元レベル 

合理的配慮 

多様な学び 

教材研究 

深い学び 

単元レベル 

多様な学び 

教材研究 

深い学び 単元レベル 

深い学び 多様な学び 

深い学び 多様な学び 

学級づくり 合理的配慮 

授業の工夫 学級づくり 

３観点 

授業の工夫 

深い学び 単元レベル 

単元レベル 教材研究 

合理的配慮 

目   次 

学級づくり 



 
 

Ⅰ 教育課程・学習指導改善の指針 

１ 目標 

 令和５年度，本県では，第４次長野県教育振興基本計画を新たに策定し，目指す姿を「個人と社会

のウェルビーイングの実現～一人ひとりの「好き」や「楽しい」，「なぜ」をとことん追求できる「探

究県」長野の学び～」と据えました。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

また，現行学習指導要領（平成 29 年告示）は以下のような考え方をもとに改訂されています。 

 

 

 

 

 

 

 県教育委員会では，これらを踏まえ，令和５年度の学校教育における教育課程・学習指導改善の目標

を以下のように設定した上で，これまでの取組からの継続性も踏まえ，目標実現のために目指したい学

びの改革の姿と重点３については，従前のものを継承し，重点１と重点２を次のように改訂しました。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

重 点 １ 

資質・能力の育成に向けた「主体的・ 

対話的で深い学び」の視点からの授業改善 

「探究する授業」 

重 点 ２ 

カリキュラム・マネジメントの 

充実による教育活動 
「共創する教育課程」 

重 点 ３ 

家庭や地域社会との 

連携・協働 

「つながる学校」 

個人と社会のウェルビーイングの実現 
～一人ひとりの「好き」や「楽しい」，「なぜ」をとことん追求できる「探究県」長野の学び～

目指す姿 

第４次長野県教育振興基本計画 

〇 教育基本法，学校教育法などを踏まえ，子供たちが未来社会を切り拓くための資質・能力を確

実に育成し，求められる資質・能力とは何かを社会と共有し，連携・協働する「社会に開かれた

教育課程」を重視 
〇 知識の理解の質をさらに高め，確かな学力を育成 
〇 道徳教育，体験活動，体育・健康に関する指導の充実により，豊かな心や健やかな体を育成

現行学習指導要領の改訂の基本的な考え方 

子供たちが主体的に学び，仲間と共に解を導き出す学びへの転換

令和５年度 教育課程・学習指導改善の目標 

一人の子供も取り残されない「多様性を包み込む」学びの推進 

〈目指す学びの改革〉 

一人の子どもも取り残
されない「多様性を包
み込む」学びの環境
をつくる 

生涯にわたり誰もが
学び合える地域の拠
点をつくる 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 
柱 

一人ひとりが主体的
に学び他者と協働す
る学校をつくる 

文化芸術・スポーツの
身近な環境を整え，共
感と交流が生まれる
機会をつくる 
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２ 令和５年度 教育課程・学習指導改善の目標と目指す学びの改革 

 

 

 

子供の多様化が進む今日，「一人の子供も取り残されない『多様性を包み込む』学び」を進めることは

学校教育の根本であり，全ての子供たちの資質・能力を最大限育成することは私たち教員の使命です。

そのためには，育成を目指す資質・能力を明確にした上で，子供の興味・関心，認知や発達の特性等を

踏まえ，一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を提供するとともに，子供たちが学ぶ意

欲を高め，自分なりの学び方を身に付け，やりたいことを深められる教育を実現できるよう取り組むこ

とが大切です。 

また，中央教育審議会「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き

出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）」（令和３年１月）では，「児童生徒が多様化し

学校が様々な課題を抱える中にあっても，義務教育において決して誰一人取り残さない，ということを

徹底する必要がある。」と記されています。 

これらのことから，「一人の子供も取り残されない『多様性を包み込む』学びの推進」を目標としまし

た。 

次に，「目指す学びの改革」についてです。本県では，学校の教育活動を進めるにあたって，知・徳・

体のバランスの取れた「生きる力」を育むことを目指してきました。 

 

 

 

 

 

今次学習指導要領改訂では，複雑で予測困難な時代の中でも，よりよい社会と幸福な人生を切り拓き，

未来の創り手となることができるよう，子

供たちに「生きる力」を育成することが重

視されました。 

そこで，現行の学習指導要領では，「生き

る力」がより具体化され，教育課程全体を

通して育成を目指す資質・能力が三つの柱

で整理されました（右図）。これらの資質・

能力が偏りなく育成されるためには「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業

改善が必要です。 

一人の子供も取り残されることなく，全

ての子供に「生きる力」を育むために，一

斉一律の教育活動から脱却し，子供たちが主体的に学び，仲間と共に解を導き出す学びへの転換を一層

進めていかなければなりません。 

 

一人の子供も取り残されない「多様性を包み込む」学びの推進

目 標 

育成すべき資質・能力の三つの柱 

何を理解しているか 

何ができるか 

知識及び技能 

理解していること・ 

できることをどう使うか 

思 考 力 ， 判 断 力 ， 表 現 力 等

どのように社会・世界と関わり， 

よりよい人生を送るか 

学びに向かう力，人間性等 

「確かな学力」「健やかな体」「豊かな心」を 
総合的にとらえて構造化 

〈生きる力〉  

基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考

え，主体的に判断し，行動し，よりよく問題を解決する資質や能力，自らを律しつつ，他人とともに協

調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性，たくましく生きるための健康や体力 

（平成８年中央教育審議会答申）

〈目指す学びの改革〉 

子供たちが主体的に学び，仲間と共に解を導き出す学びへの転換 
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３ 令和５年度 教育課程・学習指導改善の三つの重点とその具体 

 

 

 

「探究する授業」とは，従前，重点１として取り組んできた「問いのある授業」が充実し，連続する

ことによって実現するものであると考えています。そこで本年度から重点１を「探究する授業」としま

した。 

「探究する授業」としたのは，「子供たちが自ら求め，問いの解決に向けて追究する学びを連続させ，

自分なりの解を導き出す探究する姿」が全ての教室で見られることを願ったことからです。 

では，「探究する授業」とはどういったことから生まれるのでしょうか。詳しく見ていきたいと思います。 

長野県では，これまで「子供と共に創る授業」を大切に考えてきました。 

 

 

  

この「子供と共に創る授業」の考え方は，学習指導要領の趣旨や理念とも重なってきます。むしろ，

教育の「不易」な部分と言えるでしょう。長野県で行われてきた，子供に発し子供に還る優れた授業実

践には，「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の視点が，共通に，そして普遍的な要素として存

在していました。 

 子供が主体的に追究していくには，「問い」や「願い」があ

ることが大切です。子供は本来，「あれ？」「どうして？」「知

りたい」「やってみたい」という知的欲求をもっています。そ

の「問い」や「願い」が連続していくことで学びが深まり，さ

らには，この学びが連続することで，子供たちは探究する力を

育んでいきます。 

 右の図は，総合的な学習の時間の，探究的な学習における児

童の学習の姿を表したものです。日常生活や社会に目を向け，

課題を設定した子供は，課題の設定，情報の収集，整理・分析，

まとめ・表現といった探究の過程を経由し，自らの考えや課題

が新たに更新され，探究の過程が繰り返される様子が

示されています。これは，総合的な学習の時間に限ら

ず，資質・能力の育成に当たっては，どの教科領域にお

いても大切になるものです。 

本来，子供たちは，自分の解決したい課題を探究して

いくと，さらに調べたいことや，新たな問いが現れ，探

究が連続していくようになります。この探究の過程で

は，子供一人一人のその子なりの見方や感じ方，考え方

等と，各教科等における見方・考え方を働かせて学んで

いくことが欠かせません。その過程を充実させ，学びの

質を高めるための授業改善の視点が「主体的・対話的で深い学び」です。子供が，基礎的・基本的な知

識及び技能の習得を図りながら，自ら問題発見し，解決に向けて追究する学びが連続していく「探究す

る授業」を，子供と共に創っていきましょう。 

 

重点１ 

資質・能力の育成に向けた「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善 「探究する授業」 

育成すべき資質・能力と授業改善の関係

・知識及び技能の習

得 

・思考力，判断力，表

現力等の育成 

・学びに向かう力， 

人間性等の涵養 

育成すべき資質・能力

授業改善の視点「主体的・

対話的で深い学び」 

教科の見方・考え方を 

働かせた 

〈子供と共に創る授業〉  

・子供の「問い」や「願い」「気付き」「考え」などに基づき，子供が主体的に追究していく学習 

・子供が学ぶことの楽しさやよさを感じる学習，実感を伴った学習 

小学校学習指導要領解説 総合的な学習の
時間編（（ ）内は中学校編） 

探究的な学習における児童（生徒）の学習の姿
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これまで，「みんなの教育課程」としてきた重点を，本年度より「共創する教育課程」としました。 

「みんなの教育課程」には，教職員，保護者,地域社会「みんな」で教育課程を創っていくこと，子供た

ち「みんな」のための教育課程にすることの二つの意味が込められていました。本年度は，この二つの

意味を大切に継承した上で，教職員や保護者，地域社会はもちろん，子供たちも含め，共に創り，より

魅力のあるものにしていくことを目指していきたいと考えています。 

子供と共に創るという点から考えてみると，教師側からの一方的な押し付けではなく，子供の実態を

踏まえた，子供のための教育課程でなければなりません。「共創する教育課程」を実現していくために

は，カリキュラム・マネジメントの充実が欠かせません。 

 

 
 

カリキュラム・マネジメントを推進していくためには，「つなげる」ことが必要です。大きな枠組み

としては，まず，学校と地域社会をつなげることが考えられますが，これについては重点３「つながる

学校」として取り上げていますので，次ページを参照してください。ここでは，もう少し小さな枠組み

で考えてみましょう。例えば，教職員と保護者をつなげること，教科学習と学校行事をつなげること，

教科と教科をつなげること，校務と財務をつなげること等，様々に考えることができます。 

したがって，カリキュラム・マネジメントの実践では，何と何を，どのようにつなげ，どのような効

果や成果を期待するのかを明確にしていくことが大切になります。これを明確にした取組が PDCA サイ

クルを動かす原動力となり，教育課程を共創する確か

な基盤を築くことになると考えています。 

長野県ではこれまでも，学校教育目標を達成するた

め，校長の方針の下に全教職員で，共に理解できるグ

ランドデザインを作成し，日常の教育活動に生かすこ

となどを工夫し，「魅力ある教育課程」の編成を実施

してきました。このことは，学習指導要領で求められ

ている「カリキュラム・マネジメント」の充実につな

がります。 

そこでは，上に挙げたように，教科等横断的な視点に立った資質・能力の育成を教育課程の中で適切

に位置付けていくことが必要です。その際，例えば，総合的な学習の時間などを中心とし，教科等の枠

を超えた横断的・総合的な学習が行われることも求められています。 

 右の文章は，長野県の教員の大先輩が 30 年以上前に書かれたものです。

子供たちの個性は千差万別。長野県の教員は，子供たち一人一人を受け止め

ながら，きめ細かな支援をしてきました。 

 その際に大切となるのは，まずは実態の把握です。日頃の様子や各種調査

とともに，いわゆる「診断的評価」も必要でしょう。そこから課題を見いだ

し，様々な手立てを準備し，組織的かつ計画的に実施していきます。併せて，

学校内外の人的又は物的な環境を確保することも重要になります。「一人の

子供も取り残されない教育」は，カリキュラム・マネジメントの充実によって

こそ実現するといえるでしょう。 

 

重点２ 

カリキュラム・マネジメントの充実による教育活動 「共創する教育課程」 

特
に
傍
若
無
人
な
二
人
の
子
ど
も
に
は
手
を
焼

い
た
。
授
業
中
、
自
分
の
席
に
着
い
て
い
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
歩
き
回
る
。
奇
声
大
声
を
発
す
る
。 

し
か
し
、
よ
く
よ
く
そ
の
子
ど
も
た
ち
を
見
て

い
る
と
、
興
味
が
も
て
ず
に
、
困
っ
て
い
た
の
だ
。

私
は
、
こ
の
子
た
ち
の
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
教

材
と
活
動
を
準
備
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
要
約
） 

カリキュラム・マネジメントの三つの側面 

教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容

等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと 
1

教育課程の実施状況を評価してその改善を図っ

ていくこと 
2

教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制

を確保するとともにその改善を図っていくこと 
3

〈カリキュラム・マネジメント〉  

子供の実態を適切に把握し，教育課程を教科等横断的な視点で組み立て，評価・改善を図ること
を通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと 
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長野県では，期待感や充実感がもて，仲間と共に生活する喜びやたくさんの感動が生まれる「楽しい

学校」を，子供・保護者・地域の方と一緒に創ってきました。 

また，これまで築き上げてきた，学校と地域が連携して子供を育てる取組を土台にして，新たに地域

住民が，① 学校運営参画 ② 協働活動 ③ 学校評価 を一体的・持続的に実施していく仕組みを

コミュニティスクールとして整え，学校と地域住民の協働による地域とともにある学校づくりを進めて

います。社会と連携して子供を育てていくためには，コミュニティスクールの仕組みを生かしていくこ

とが大切です。 

さらに，今回の学習指導要領の改訂の基本的な考え方に，「子供たちに求められる資質・能力とは何か

を社会と共有し，連携する『社会に開かれた教育課程』を重視する」ということがあります。 

 

 

 

 

 そのために重要になるのが，学校・家庭・地域の連携・協力体制の構築です。体制の構築に当たって

は，「熟議」と「協働」の視点をもって，共有の好循環を作ることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「つながる学校」では，地域と学校が，子供たちの学びのみならず，地域社会全体の活動の充実のた

めに，熟議し，協働し，活動後の評価をして，また次の取組につなげていくというサイクルを生みだし

ていくことが重要です。その際，学校教育目標を家庭や地域と共有し，共通理解の基，教育活動を充実

させていくということが必要です。家庭や地域社会と相互に共に学んでいく土壌をつくりましょう。 

 また，校種間で「つながる」ことも重要です。就学前の様子はどうだったのか，進学後はどうなのか，

幼保・小・中・高の連携も推進していきましょう。子供たちの多様な成長を長いスパンで見ていくこと

が必要です。地域社会にとって，公立の小中学校，義務教育学校は,学齢期の子供の学びの場としての存

在にとどまらず，地域の方々が集う場，また，文化が継承される場など，様々な価値を有しています。

「つながる学校」を具現することによって，地域の未来の創り手を，地域とともに育てていきましょう。 

 

重点３ 

家庭や地域社会との連携・協働 「つながる学校」 

 “よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創る”という目標を学校と社会が共有し，連携・協働しながら，新

しい時代に求められる資質・能力を子供たちに育む 

社会に開かれた教育課程 

 

つながる学校 

つ
な
が
る
学
校 

学校の教育目標や教育方針，それについ

ての現状や課題，ビジョンについて，多く

の当事者による「熟慮」と「議論」を重ねる

①情報・課題・目標・ビジョンの共有 

【熟議】 

同じ目的・目標に向かって，互いの立場

を尊重しつつ協力して共に働く。「計画→

実行→評価→改善」の過程の中で実践

の意味を検討し合い，PDCA サイクルの質

を高める。 

②アクション・実践の意味の共有 

【協働】 

5



 
 

４ 学習指導改善の重点 

 

 

 

学習指導要領では，育成を目指す資質・能力として，「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」

「学びに向かう力，人間性等」が示されています。この三つが偏りなく実現されるための授業改善の 

視点が「主体的・対話的で深い学び」です。 

 これらは授業の「型」では 

ありません。子供たちが，学習

内容を人生や社会の在り方と

結び付けて深く理解し，これか

らの時代に求められる資質・能

力を身に付け，生涯にわたって

能動的に学び続けられるよう

にすることが目的であり，その

ための授業改善の視点が「主体

的・対話的で深い学び」である

ことに留意が必要です。 

 

① 「主体的な学び」 を視点とした授業改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「主体的な学び」の視点からは，「興味や関心を高める」「見通しをもつ」「自分と結び付ける」「粘り

強く取り組む」「振り返って次へつなげる」などの子供の姿がイメージできます。このように学んだ手応

えを積み重ねていくことは，子供の学ぶ意欲や意志の涵養につながります。 

 このような姿を実現するために，子供にとって本気になれる学習問題や学習課題が設定されているか， 

解決のために必要な情報が手に入れられる環境が整っているか，課題解決に向けた多様なアプローチが

保障されているか，振り返りの時間は保障されているか，また，自己の変容を自覚できるような振り返

りになっているか等を見直してみましょう。 

  

資質・能力の育成を目指す主体的・対話的で深い学び 

（１） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けて 

 
学ぶことに興味や関心を持ち，自己の

キャリア形成の方向性と関連付けなが

ら，見通しをもって粘り強く取り組み，自

己の学習活動を振り返って次につなげる

「主体的な学び」が実現できているかと

いう視点。 

（「学習指導要領解説 総則編」より） 

知識及び技能 
思考力，判断
力，表現力等

学びに向かう力， 

人間性等 
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② 「対話的な学び」 を視点とした授業改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「対話的な学び」の視点からは，必要な情報や知識を取り込む（インプット）姿，得た情報等を既有

のものと結び付けるなど，情報処理をする（プロセス）姿，そして，疑問や気付き，新たに創り上げた

考え等を他者へ伝える（アウトプット）姿がイメージできます。 

 このような姿を実現するために，他者と対話する必然性のあるテーマが設定されているか，自分の 

考えを創り上げる時間は確保されているか，多様な考えに触れられるようなメンバー構成や人数になっ

ているか，対話で扱う情報の質と量は適切か，互いの思考が可視化・操作化する工夫はされているか等

を見直してみましょう。 

 

③ 「深い学び」 を視点とした授業改善のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「深い学び」の視点からは，学んだことを子供自身が関連付け，体系化しながら，教科等の本質に迫

っていく子供の姿がイメージできます。このような学習過程を通して，例えば，知識及び技能では，異

なる様々な場面でも活用できる「生きて働く知識・技能」として身に付けることができます。 

このような姿を実現するために，単元（題材）のゴールイメージは明確になっているか，そのゴール

イメージは資質・能力の三つの柱が偏りなく育成されているか，そのゴールに至るまでの学習過程で「見

方・考え方」を働かせている子供の姿がイメージできているか，子供はどの場面でどの資質・能力を身

に付けるか，また，知識や技能をどの場面でどのように活用するか等を見直してみましょう。 

 

子供同士の協働，教職員や地域の人

との対話，先哲の考え方を手掛かりに考

えること等を通じ，自己の考えを広げ深

める「対話的な学び」が実現できている

かという視点。 

（「学習指導要領解説 総則編」より） 

 習得・活用・探究という学びの過程の

中で，各教科等の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせながら，知識を相互に

関連付けてより深く理解したり，情報を

精査して考えを形成したり，問題を見い

だして解決策を考えたり，思いや考えを

基に創造したりすることに向かう「深い

学び」が実現できているかという視点。 

（「学習指導要領解説 総則編」より） 
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① 「主体的・対話的で深い学び」の実現状況について 

「主体的・対話的で深い学び」に関わる，全国学力・学習状況調査（児童生徒質問紙調査）の回答状

況について，肯定的回答（「当てはまる」，「どちらかといえば当てはまる」）の過去６年の経年変化は次

のようになっています。（令和２年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響により全国学力・学習状況

調査は中止） 

・「当てはまる」，「どちらかといえば当てはまる」を合わせた回答の割合        全国 

・各項目の左が小学校，右が中学校の調査結果                    長野県 

（ア） 課題の解決に向けて，自分で考え，自分から取り組んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

（イ） 児童生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり広げたりすることができている。 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ） 総合的な学習の時間では，自分で課題を立てて情報を集め整理して，調べたことを発表するなどの学

習活動に取り組んでいる。（H30 質問項目なし） 

 

 

 

 

 

 

 

 自分で考え，自分から取り組んでいる児童生徒の割合は，全国平均よりも高い状況が続いています。

話し合う活動を通して自分の考えを深めたり広げたりできている児童生徒の割合は，小中共に増加の傾

向ではありますが，小学校では全国と同程度，中学校では全国平均より低い状況が続いています。また，

総合的な学習の時間における探究的な学習の過程を踏まえた学習活動への意識については，小中学校共

に，取組が進んできていますが，全国を下回る状況が続いています。 

（２） 本県の成果と課題，改善の方向 
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② コロナ禍を越えていく学びの改革 

 新型コロナウイルス感染症による臨時休業や感染症拡大防止の観点から，今までどおりのことができ

ない状況が続いています。今次改訂の学習指導要領が完全実施となった今，今までどおりを見直し，学

びの改革を進めていく機会としていきましょう。県教育委員会では県内の児童生徒が目指す学びを共有

するため，下図「コロナ禍を越えていく学びの改革」を示しています。 

 

 コロナ禍においては，知識及び技能の習得に重点を置いた「習得する力」から，家庭等で自ら計画を立

てて学ぶ力としての「自律して学ぶ力」の涵養が求められました。これは，学習指導要領に示されている

「学びに向かう力」の育成につながります。そして，アフター・コロナでは ， 学びに向かう力に支えられ，

習得した知識や技能を基に思考，判断，表現し，更に新たな知識や技能を習得したり，価値を生み出した

りする，新たな知を構築する力（探究する力）を育むことを目指しています。 

 そこで授業では，決められた答えに導く授業から，自ら問いを立て答えを見いだす授業への改革を目

指します。その際，家庭で学べることと学校でしか学べないことを明確にした授業改革，さらに教師が

担う役割も見直す必要があります。学び方では，ICT の活用等により，学校の中の同じ場所，同じペー

スでの学びのみでなく，違う場所，違うペースでの学びが可能となってきていることを踏まえ，個別最

適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指します。学ぶ場としては，学校の教室のみでなく，家庭

や地域も大切な場となることが想定されます。これからは，学校が社会に開かれ，家庭や地域と目標を

共有して様々な場で学ぶ姿に変わっていくと考えます。 

 これらを長野県の児童生徒が目指す学びの姿として共有し，ICT を活用した遠隔学習や，学校，家庭，

地域等での学びを充実させ，学びの改革を進めていきましょう。 
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① 「子供」 「教材（題材）」 「学習の過程」の三つの視点に基づく教材研究 

授業づくりにおいては，学習指導要領に示された，育成を目指す資質・能力を確認し，教科等の特質

に応じた「見方・考え方」を踏まえた上で，「子供」「教材（題材）」「学習の過程」の三つの視点から教

材研究をしましょう。また，１人１台端末等の ICT 機器の利用の面からも教材研究を進めましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教材研究のポイント ICT 機器の利用 

（３） 教材研究の充実 

子 

供 

  
 
・キーボード入力の速度 
・クラウドの活用 
・インターネット上の情報
検索・閲覧 

・情報の送受信や共有 
 
 
・文章の編集や図表の作成
・多様な手段での情報収集
・収集した情報の共有 
・文章や図表の同時共同編
集 

・まとめ，発表 

教
材
（
題
材
）

 

  
 
・情報収集の必要性 
・情報整理·分析のしやすさ
・情報のまとめ・発信のし
やすさ 

・情報共有の必要性 
 
 
・使用場面に適したアプリ
の選択 

・アプリを使って同時共同
編集したり，情報を整
理・分析したりするな
ど，クラウドを利用 

学
習
の
過
程 

  
 
・分かりやすい教材提示 
・クラウドを利用した双方
向型の学習の日常化 

 
 
・多様な考えに触れる工夫
・考えなどを共有し，深め
ていく工夫 

 
 
・目的に応じた調べ学習 
・学習状況に応じた学習 
・各自で学習履歴を記録 

学
習
指
導
要
領
に
示
さ
れ
た
目
標
及
び
内
容
を
確
認 

 
本単元（題材）で扱う素地となる「知識及び技能」

の習得状況はどうか，素地となる「思考力，判断力，
表現力等」の育成状況はどうか。

素地となる資質・能力の把握

 
追究が行き詰ったとき，どのように打開しよう

とするか，友や教師の力を借りようとするのはどの
ようなときか。 

友や教師との関わり方の理解

 
個々の子供の実態を関連的・総合的に見つめ

直し，学級の特色をつくり出している人間関係や
子供の学習に対する姿の傾向性はどうか。

学級集団の理解 

 
単元（題材）目標に照らして，基礎的・基本的な

内容を充足する素材かどうか。単元（題材）で育成
する「知識及び技能」「思考力，判断力，表現力等」
を育む学習に適しているか。また，継続的・発展的
に追究でき，個々の発想を十分に生かせる素材かど
うか。 

素材について，各教科の特性に応じてどのような
視点で捉え，それらをどのように思考して追究する
ことができるか。どのような資料等の扱い方によ
り，子供の気付きや疑問が生まれ，学習問題につな
がるか。また，有効な ICT の活用の仕方はどうか。

教材化の研究 

 
①どのような単元（題材）の流れにするか。 
②資料や事象等との出合いはどうするか。 
③どのような学習問題を，どのように設定するか。
④どのような学習課題が，どのように把握されるか。
⑤どのような学習活動をして，どう追究するか。 
⑥どのようなことを，どうまとめ，一般化するか。

学習の過程の構想 

 
 本単元（題材）を通して育成を目指す資質・能力
が偏りなく実現されるよう，単元や題材など内容や
時間のまとまりを見通しながら，児童生徒の主体的・
対話的で深い学びの実現できる過程となっている
か。 

主体的・対話的で深い学び

基本操作の習得状況

ICT を使った学習経験

使用する場面 

使用するアプリ 

一斉学習の場面 

協働的な学習の場面

個別最適な学習の場面 

素材の研究 
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② 授業がもっとよくなる３観点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 学習環境を整える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 第一に，本時の到達目標でもあるねらいを明確にして授業に臨みます。ねらいが不明瞭である

と，導入段階で子供が課題を把握するのに時間を費やしてしまいます。課題把握がスムーズに

できるよう本時の展開の構想を明らかにしておきましょう。 

○ 子供が，「なぜ？」「どうして？」という問題意識や，「やってみたい！」「何とかしたい！」

など追究意欲をもてるよう工夫し，子供と共に学習課題を設定しましょう。 

ねらいを明確に 学習問題（課題）を黒板等に分かりやすく示しましょう 

○ 第二に，学習内容にめりはりをつけることです。触れて学ぶ場面，関わって学ぶ場面，考えて

学ぶ場面，感じて学ぶ場面を位置付けることで，実感的な理解が可能となります。学習内容に応

じて授業の流れにどのようなめりはりをつけていくか，教材研究を十分に行いましょう。 

○ 関わって学ぶ場面では，子供たち自身が多様な考えを組み合わせ，自己の考えを広げたり深め

たりすることができるように課題を設定しましょう。 

めりはりをつけて 触れて・関わって・考えて・感じて学ぶ場面をつくりましょう 

○ 第三に，授業の終末では，ねらいの達成を確実に見とどける必要があります。本時のねらいは

達成されたのか，ノート等の記述や定着問題等から具体的に評価します。 

○ 皆で追究を見返し，子供の言葉で本時習得すべき内容をまとめる，その内容を活用して定着・

 発展問題を行う時間を確保して個々の子供の実態を把握する，補充的な学習が必要な子供には

個別指導をていねいに行い，その時間内で学習内容を定着させることなどを大切にしましょう。 

ねらいの達成を見とどけて 見返しや，定着・発展問題を行う時間をとりましょう 

① ［教材・教具，黒板等の準備］ 「支度半分」という言葉があります。教師は，授業で必要な

教材や教具等を準備し，教室の整理をしてから授業を始めましょう。 

② ［出欠席の確認］ 児童生徒の出席・欠席状況を確認し，不明な場合は職員室等へすぐに

連絡し，対応しましょう。 

授
業
前
に 

③ ［聞き合う態度の醸成］ 互いの発言を尊重し，聞き合う態度は，話し手の表現力を引き出し，

共に学び合う関係を築きます。まずは，教師が一人一人の子供の発言をていねいに聞き，授

業に位置付けることが大切です。 

④ ［児童生徒への声がけ］ その子供のよさを認める声がけ，困っている子供への温かい

声がけ，学級全体の子供を勇気付ける一言等，児童生徒との関わりを大事にします。

同時に，生命・人権に関わる問題点は見逃すことなく，毅然とした態度で接します。 

⑤ ［始めと終わりの時間厳守］ 黒板を背にしてチャイムを聞くことやチャイムで終わる引き

締まった授業を心がけることで，時間を守る見本を示すことができます。児童生徒が，

「時間を大事にする意識」をもてるよう，まずは教師が時間を守りましょう。 

授
業
で
は 

⑥ ［プリント類の整理］ 次時の学習以降で既習事項を見返すことができるよう，授業で扱った

プリントやノートなどの整理を呼びかけましょう。 

⑦ ［欠席した子供への配慮］ 

  欠席した子供にとって，授業の様子を伝えてもらったり一言が添えられた連絡カードが

届いたりすることは嬉しいものです。一人一人の存在を大事にする上でも，欠席した子供

への対応をていねいにしましょう。 

授
業
の
あ
と
は 
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児童生徒の実態を把握し，それに合わせた指導計画を立てるための評価

 

学習活動の途中に生徒がどの程度理解したのかを確認するための評価 

「指導と評価の一体化」として指導に生かすために評価 

 

通知票，指導要録などの評定につながる評価 

 

「形成的評価」の考え方が大切となる理由 

 ☑ 「評定を付ける」ことを主目的とした授業にしない。 

 ☑ 生徒の学習状況を把握したら，生徒が「できるようになる」ことを目的に適切な支援を講じる。

 ☑ たくさんの生徒が「分かった，できた！」の喜びを味わえるように支援し続ける。 

 

 

① 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価 

「評価」とは，評定を付けて子供たちを成績別に分類するためだけのものではありません。学習評価

は，教師の学習指導における子供たちの学習状況を評価するものです。子供たちの学習状況を的確に捉

え，教師が指導の改善を図るとともに，子供たちが自らの学びを振り返って次の学びに向かうことがで

きるようにするためには，学習評価の在り方が極めて重要です。主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善を行うと同時に，評価の場面や方法を工夫したり，学習の過程や成果を評価することを子供

たちと共有したりするなど，授業の改善と評価の改善を両輪として行っていくことが大切です。 

 

 学習指導と学習評価との関係を簡単に図示する   

と，右図のようになります。教師は，児童生徒が，   

資質・能力を身に付けることができるよう，学習指 

導を行い，その結果，資質・能力が身に付いたかど  

うかを評価します。 

 そして，その評価結果を踏まえて，自身の指導を 

見直し，指導改善を行います。 

 この，「学習指導→学習評価→指導改善→学習指 

導…」というサイクルが大切になります。 

 子供たちの学習状況は，教師の学習指導の鏡とも言えるのです。 

 

 

② 評価の役割 

「学習評価」には，例えば，以下のような分類があります。 

             

 

 

 

 

 

 授業の改善と評価の改善を両輪として行っていく上では，「形成的評価」の考え方が大切です。 

 

 

 

 

 

 

（４） 学習評価の充実 

形成的評価 

総括的評価 

診断的評価 
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① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 

 ② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 

 ③ これまで慣行として行われてきたことでも，必要性・妥当性が認められないものは見直していくこと

 
 

③ 学習評価の改善の基本的な方向性 

一方で，学習評価の現状について，学校や教師の状況によっては，以下のような課題があることが指

摘されています。（H31.1.21中教審 「児童生徒の学習評価の在り方について（報告）」より） 

✓学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く，評価の結果が児童生徒の 

具体的な学習改善につながっていない。 

✓これまでの「関心・意欲・態度」の観点について，挙手の回数や毎時間ノートをとっている 

かなど，性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるような誤解が払 

拭しきれていない。 

✓教師によって評価の方針が異なり，学習改善につなげにくい。 

✓相当な労力をかけて記述した指導要録が，次の学年や学校段階において十分に活用されていない。 

そこで，次の基本的な考え方に立って，学習評価を真に意味のあるものにすることが重要です。 

 

 

 

 

④ 観点別学習状況の評価 

観点別学習状況の評価とは，学校における児童生徒の学習状況を，複数の観点から，それぞれの観点

ごとに分析する評価のことです。児童生徒が各教科等での学習において，どの観点で望ましい学習状況

が認められ，どの観点に課題が認められるかを明らかにすることにより，具体的な学習や指導の改善に

生かすことを可能とするものです。それら各教科の観点別学習状況の評価を総括した数値を示すものが

「評定」です。 

観点別学習状況の評価のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「主体的に学習に取り組む態度」 

 

 

                           
 

〔参考〕国立教育政策研究所ホームページ https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html 

    ・「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校編・中学校編） 

学習指導要領では，このように，全ての教科

等で指導事項が資質・能力別に整理されてい

ます。（※教科によって整理の仕方，事項の

番号や記号の付け方等の違いはあります。）

「知識・技能」 は，知識及び技能の習得状況や，そ

れらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用し

たりする中で，他の学習や生活の場面でも活用で

きる程度に概念等を理解したり，技能を習得した

りしているかについて評価するものです。 

「思考・判断・表現」 を評価するためには，「主体

的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を

通じ，児童生徒が思考，判断，表現する場面を効

果的に位置付けた上で，指導・評価することが大

切です。 

「主体的に学習に取り組む態度」 は，①知識及び技

能を獲得したり，思考力，判断力，表現力等を身

に付けたりすることに向けた粘り強い取組を行お

うとしている側面 ②①の粘り強い取組を行う中

で，自らの学習を調整しようとする側面 という

二つの側面から評価しましょう。 

各学校において目標に準拠した評価を行う

に当たっては，観点ごとに「評価規準」を定

める必要があります。 

まずは，学習指導要領を確かめましょう。
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１人１台端末等の ICT 活用は，クラウドにより ICT の特性・強みを生かすことで一層効果を上げるこ

とができます。そのため，課題の設定，情報の収集，整理・分析，まとめ・表現する探究の学習の過程

などあらゆる学習場面で，子供や学校等の実態に応じ，各教科等の特質を踏まえ，積極的に ICT を活用

し，資質・能力の三つの柱をバランスよく育成することが大切です。ここでは ICT を活用して課題解決

に向かう探究の学習の過程において，「教師の活用」「子供の活用」「子供と教師の活用」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） １人１台端末等の ICT の活用 

  

課題の設定については，子供が解決への意欲を高めるとともに，具体的な見通しをもって追究でき

るよう工夫します。例えば，教師は子供たちがもった追究の予想の傾向を示す，子供が知りたい情報

を自ら選ぶ，多様な疑問や気付きを共有し比較・整理する，などの場面での活用が考えられます。 

問題解決に向け子供の
予想の傾向を確認する 

  

課題解決に必要な情報の収集は，子供自身で行うことが重要です。遠く離れた人たちとの意見交換

や，実際に足を運んで自ら感じた感覚的な情報も大切です。このような情報を整理し，改めて確認す

るためには，録音・録画したデータを振り返り，レポート等で言語化するなどの工夫も必要です。 

教師の活用 子供の活用 

全員の考えをテキストマイニング

で示し追究の予想を確認する 

多様な手段で 
多様に情報収集する 

収集する多様な情報は再現可能

なデジタルデータで記録する 

課題の設定 

子供と教師の活用 

気付きが生まれるよう
考えを一覧する 
 

皆の考えをクラウド上で一覧表

示し大型モニタで提示する 

情報の収集 

対話から課題設定に
つながる問題に気付く 

Web 会議システムを活用し，

対話の中から問題を見付ける 

異なる視点からの 
情報を共有・活用する 

蓄積された情報が多角的になっ

ているか全員で確認する 

多様な意見に触れる
ような場を設定する 

オンライン会議システムを用い

て幅広く意見交換を行う 

教師の活用 子供の活用 子供と教師の活用 

  

① 多様で大量の情報の取扱い，容易な試行錯誤 

② 時間的制約を超えた情報の蓄積，過程の可視化 

③ 空間的制約を超えた相互かつ瞬時の情報共有（双方向性） 

  ICT 活用の特性・強み 
探究的な学習における児童生徒の学習の姿 

図は，小学校学習指導要領（平成 29 年告示）

解説「総合的な学習の時間編」より 
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次に，授業以外の活用例を紹介します。１人１台端末の活用は授業だけでなく，児童会や生徒会活動

など子供たちの自主的な活動などを含め，学校のあらゆる場面での活用が期待されており，そのことが

学校の教育活動の充実につながります。災害や感染症等により臨時休業となる緊急の場面でも，１人１

台端末等を活用した学習で子供たちの学びが保障できるよう，日頃から活用を進めましょう。 

 

 

 

各画像は，県 HP『クラウドによる同時共同編集 学びの充実実践編』より 

  

  

整理・分析については，子供自身がつくったり収集したりした多様な情報を整理・分析して思考す

る活動へと高めていくことが重要です。例えば，多様な情報を「比較」「分類」「序列化」「関連付け」

したり，実験で得られたデータをグラフにしたりして分析するような場面での活用が考えられます。 

整理・分析 

子供たちが整理・分
析した改善策を確認 

実験しながら，結果を
グラフ表示させて分析 

クラウドで，グループがまとめ

た作品の改善策を確認する 

実験中に結果を端末へ入力し表

示されるグラフから分析する 

まとめ・表現については，相手意識や目的意識を明確にするとともに，情報の再構成や新たな課題

の自覚につなげることが必要です。また，校内のみならず国内外への情報発信により自分の考えを 
幅広く伝え，その効果を検証し，課題の更新につなげることにも活用できます。 

まとめ・表現 

単元通して子供たちと
学んだキーワードを紹介 

相手に伝わるように，
まとめ・表現する 

探究的な学習の履歴
を集積する 

異なる視点の分析で
新たな問題に気付く 

自分の製作品の「自慢ポイント」

を互いにまとめて，発表する 

教科書本文で見付けた表現技法の

工夫を比較し，疑問点を出し合う 

学習の過程で大切にしてきた学び

を子供の言葉を一覧して提示する 

探究の過程を振り返り，学習 

履歴として集積する 

教師の活用 

保護者とオンライン 

で日程調整をする 

オンラインを活用した 

学活や学習を行う 
係や委員会の相談

をチャットで行う 

自分のスケジュール

を考える 

教師の活用 子供の活用 子供と教師の活用 

教師の活用 子供の活用 子供と教師の活用 

教師の活用 子供の活用 子供の活用 

【参考】URL https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyogaku/kyoshokuin/shiryo/ict_douji_r4.html 
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探究的な学びを充実させるためには，各学校園種における「生かしたり，働かせたりする見方・考え

方」や「育成を目指す資質・能力」を踏まえ，各学校園種間の円滑な接続を図っていくことが大切です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

(1) 幼児教育から高等学校までの接続 

① 幼児教育で育みたい資質・能力 

  幼児教育においては，幼児なりに好奇心や探究心をもち，問題を見いだしたり，解決したりす

る力を育てることや，豊かな感性を発揮する機会を提供し，それを伸ばしていくことが大切にな

ります。 

② 幼保・小をつなぐ「スタートカリキュラム」 

  「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえ，生活科の授業を有効に活用するなどして

スタートカリキュラムを編成し，幼児期に育みたい資質・能力が小学校の教科等の学習や生活に

円滑につながるように工夫することが必要になります。 

③  小学校低学年から，中学年への接続 

  体験と言葉を使って学ぶなどの特性を踏まえた生活科の学習の充実が，第３学年以降の社会科

や理科などの，より系統的な学習や，各教科等の「見方・考え方」を生かして探究的に学ぶ総合的

な学習の時間に発展的につながっていくことを意識することが大切です。 

生活科で生かす見方・考え方と育成を目指す資質・能力 

小
学
校
（
低
学
年
） 

幼児期に生かす見方・考え方と育みたい資質・能力 

＜幼児期の教育における見方・考え方＞ 

幼児が身近な環境に主体的に関わり，環境との関

わり方や意味に気付き，これらを取り込もうとし

て，試行錯誤したり，考えたりするようになる。 

総合的な探究の時間で働かせる見方・考え方と育成を目指す資質・能力 各 
教 
科 
・ 
領 
域 
等 

高
等
学
校 

探究の見方・考え方を働かせ，横断的・

総合的な学習を行うことを通して，自

己の在り方生き方を考えながら，より

よく課題を発見し解決していくための

資質・能力を育成 

幼
児
教
育 

スタートカリキュラムを通じて，各教科等の特質に応じた学びにつなぐ。 

豊かな体験を通じて，感じたり，気付いたり，分かったり，

できるようになったりする「知識及び技能の基礎」 

気付いたことや，できるようになったことなどを使い，考

えたり，試したり，工夫したり，表現したりする「思考力，

判断力，表現力等の基礎」 

心情，意欲，態度が育つ中で，よりよい生活を営もうとす

る「学びに向かう力，人間性等」 

を一体的に育む 

＜身近な生活に関わる見方・考え方＞ 

身近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉

え，よりよい生活に向けて思いや願いを実現しよ

うとする。 

具体的な活動や体験を通して，身近な生

活に関わる見方・考え方を生かし，自立し

て生活を豊かにしていくための資質・能

力を育成 

小
学
校
（
中
・
高
学
年
）

中
学
校 総合的な学習の時間で働かせる見方・考え方と育成を目指す資質・能力 

＜探究的な見方・考え方＞ 
各教科等における見方・考え方を総合的に活用し
て，広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え，
実社会・実生活の課題を探究し，自己の生き方を
問い続ける。 

＜探究の見方・考え方＞ 

各教科・科目等における見方・考え方を総合的・

統合的に活用して，広範で複雑な事象を多様な角

度から俯瞰して捉え，実社会・実生活の課題を探

究し，自己の在り方生き方を問い続ける。 

関連性や発展性が確保されるよう，小・中・高の連携を図る。 

探究的な見方・考え方を働かせ，横断

的・総合的な学習を行うことを通して，

よりよく課題を発見し，自己の生き方

を考えていくための資質・能力を育成 

思いや願いを発揮しながら体験を通して学ぶことで，中学年以降の学びを支える資質・能力の育成につなぐ。 

（６） 幼保・小・中・高を貫いた探究的な学びの充実 
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④  小学校と中学校の連携 

 「総合的な学習の時間」で育成を目指す資質・能力が小・中で同一であることを踏まえ，同じ中

学校区内の小・中学校が，各学校で定める目標と内容を理解し，小・中一貫した総合的な学習の時

間の指導計画をつくるなど様々な工夫が考えられます。 

⑤  小・中学校から，高等学校への接続 

小・中学校の総合的な学習の時間では，探究的な課題を設定し，解決していくことにより，児童

生徒が自己の生き方を考えることを目指すのに対し，高等学校の総合的な探究の時間では，生徒自

身が自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を自ら発見し，解決していくことが期待されま

す。双方がこの違いを理解し，それぞれの段階で，目標を達成するにふさわしい探究課題を設定し，

育成を目指す具体的な資質・能力を明らかにすることが大切になります。 
 
(2) 長野県の高校での「探究的な学び」 

    長野県では，生涯にわたり学び続け，地域や世界で生き抜いていくことができる「新たな社会を

創造する力」を育成するために，高校での学びを，一斉講義を中心とする従来の学びから「探究的

な学び」を中心とする学びに転換しようとしています。 
これにより，すべての生徒が自らの夢を見付け，夢に挑戦する学びの実現に向けた「新たな学び」

を推進します。 
 ① 「学びの改革 基本構想」（平成 29 年３月）より 

  
 
 
 
 

② 「高校改革 ～夢に挑戦する学び～ 実施方針」（平成 30 年９月より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 高大接続改革 

平成 26 年 12 月に中央教育審議会「新しい時代にふ 

さわしい高大接続の実現に向けた高等学校教育，大学

教育，大学入学者選抜の一体的改革について（答申）」，

平成 27 年１月に「高大接続改革実行プラン」，平成 28

年３月 31 日に「高大接続システム改革会議（最終報

告）」が公表されました。 

また，平成 30 年３月には高等学校学習指導要領が改

訂されました。「総合的な学習の時間」の名称を「総合

的な探究の時間」とし，探究する能力を育むための総

仕上げとして位置付けられました。 

 小学校及び中学校９年間を通じて育成を目指す資質・能力を明確化し，その育成を高等学校教育

等のその後の学びに円滑に接続させていきましょう。 

 
学力の３要素を 

多面的に評価する 

大学入学者選抜 

学力の３要素を 
バランスよく 
育成する 
高校教育 大学教育 

高大接続改革 

・すべての教科学習で「探究的な学び」の手法が活用されるよう研修や研究会を実施し，教員

の指導力向上と指導体制の充実を図る。 
・「信州学」を地域に根差した「探究的な学び」の総称として捉え，各校で取り組んでいく。 
・小学校や中学校等の各教育段階を通し，一貫して「新たな社会を創造する力」の育成が図ら

れるよう，高校入学者選抜制度の改革も進めていく。 

長野県の高校教育が目指すべき方向性は次のとおりである。 
① 自ら立てた問いに対し，チームとして協働しながら解を見つけ，新しい価値を主体的に創造

していくことができる資質・能力の育成。 
② 「一度しかない人生を自分はどう生きたいか」という自分の人生を構想する力（キャリアデ

ザイン力）の育成。 
③ 信州に根ざした確かなアイデンティティと世界に通じる広い視野，資質・能力の育成。 
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Ⅱ 教育課程・学習指導改善の基盤 

１ 学級づくりの基本 

児童生徒が互いの違いを認め合える学級づくり，どの子にとっても居心地のよい学級づくりを進める

ためには，各学校において，学級担任を含めた全教職員が連携を図り，子供たちに関する幅広い情報の

収集と、多面的な理解に努めることが大切です。 

また，開発的・予防的な生徒指導を推進することを通して，子供たちの自己有用感を育むとともに，

指導の中で，自ら選択・判断・決定し，将来における自己実現を図っていくための力（自己指導能力）

を育成していきましょう。 

 

(1) 学級づくりの土台Ⅰ ～児童生徒に対する教師の姿勢～ 

子供にとって，教室が安心できる居場所であることは，学習を保障するための基本条件です。 

教職員と子供の信頼関係を築いていくと共に，人権侵害に対しては，それを見抜き，許さない 

という毅然とした対応が求められます。教師自身も人権感覚を研ぎ澄ましていきましょう。 
 

❏教師自ら「他者を尊重する姿勢」や「規律ある行動」を示している。 

❏全ての教職員と子供が，互いに笑顔で「あいさつ」を交わしている。 

❏全ての子供に役割があり，温かい言葉で感謝の気持ちを伝えている。 

❏いつもと様子が違う子供や普段目立たない子供にも声をかけている。 

❏教職員の何気ない一言で子供が傷つくことに留意しながら子供に接している。 

 

(2) 学級づくりの土台Ⅱ ～確かな児童生徒理解～ 

児童生徒はそれぞれ違った能力・適性，興味・関心等をもち，生育環境や将来の進路希望なども 

異なっています。学級担任だけでなく，同僚や関係者からの情報，保護者との対話を深めることが 

大切です。 
 

❏子供の立場から客観的かつ総合的に情報を整理している。 

❏本人の願いや訴えを丁寧に聴いている。 

❏集団生活が苦手な子供が安心して生活し相談できる環境がある。 
 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

(3) 学級づくりの土台Ⅲ ～教室環境を整える～ 

「環境が人をつくる」と言われているように，清潔で潤いのある教室環境を整えることで，児 

童生徒の情緒の安定も増していきます。 
 

❏下校後，教室内を点検し，翌日のスタートが気持ちよく切れる環境を整えている。 

❏掲示物の配色や配置等を工夫し，落ち着いた雰囲気，明るい雰囲気を演出している。 

❏子供たちが安心して学習に取り組むことができる環境になっている。 

❏「障害者差別解消法」の合理的配慮に基づいて，教室環境の見直しをしている。 

悩みや不安などは、いつ起こるか分かりません。悩みが生じたときにすぐに話を聴いてもらえる

ような、気軽に相談できる体制をつくることは、児童生徒の安心感につながります。ところが、悩

みがあることは「恥ずかしいこと」と思い込み、人に相談することを否定的に捉える児童生徒も見

られます。悩みを持つことは決して悪いことではなく、誰でも悩むことはあるということへの理解

を促し、悩んだときに、人に話す・聴いてもらう（言語化する）ことの重要性を伝えるための取組

を行うことも有効です。（例えば、「SOS の出し方に関する教育を包む自殺予防教育」） 

（令和４年 12 月 生徒指導提要） 

チェック 

チェック 

チェック 
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(4) 学級づくりの土台Ⅳ ～授業を通じた学級づくり～ 

授業のあり方は，学級づくりと深く関わり，友の意見や考えによって自己の視野を広げたり，

互いを認め合ったりする過程で，学級の絆が深まったり，相手を思いやる気持ちが醸成されたり

します。 
 

❏授業にルールがあり，ルールを守ることの必要性を子供たちが理解している。 

❏授業の中に，友と関わりながら学び合うことの楽しさが味わえる場をつくっている。 

 

(5) 学級づくりの土台Ⅴ ～「居場所づくり」と「絆づくり」～ 

教師や級友との心の結び付きや信頼感を深め，どの児童生徒にとっても教室が安心・安全・快適な 

居場所となることが大切です。 
 

❏一人一人の児童生徒がよさや個性を生かして活躍できる場や機会をつくっている。 

❏自ら進んで他者や集団に貢献する姿勢を養うための活動を仕組んでいる。 

❏児童生徒のアイデアや工夫により企画・運営する話合い等の活動を位置付けている。 

❏年間の見通しをもって学級の経営計画を立て，実践している。 

 

(6) 学級づくりの土台Ⅵ ～集団指導と個別指導～ 

学級づくりを進める上で，学級としての成長を目指す「集団指導」，個の育成を図る「個別指 

導」をバランスよく推進しましょう。 
 

❏指導場面に合わせて，集団指導と個別指導の使い分けをしている。 

❏相談の機会を，年間計画の中に見通しをもって位置付けている。 

❏担任だけでなくいつでも誰でも相談するよう伝えている。 

❏教育相談コーディネーターを中核として，スクールカウンセラー，スクールソーシャル 

ワーカー等と連携した組織的な相談支援体制が整っている。 

 

(7) 生徒指導や教育相談に関わる資料 

生徒指導や教育相談に関わる資料等を参考に，これまでの指導や支援について振り返り，学級指

導の力量を高めましょう。 
 

長 野 県 総 合 教 育 セ ン タ ー ホ ー ム ペ ー ジ                   

長野県総合教育センターHP ＞ 教育情報 ＞ 生徒指導・特別支援教育 ＞ 校内研修・研修用資料（生徒指導） 

http://www.edu-ctr.pref.nagano.lg.jp/kjouhou/seitoku/ss_ken/index.html 

◆ 子どものＳＯＳを「見逃さない」ために 
◆ 事例検討研修～児童生徒理解とチーム支援のために～ 
◆ 子どもの「心の健康問題」 ～子どもの「心の健康問題」発見シート～ 
◆ 子どもとの関係づくり ～教師と子どもの「関係づくり」振り返りシート～ 

 

長 野 県 教 育 委 員 会 ホ ー ム ペ ー ジ 

長野県教育委員会 HP ＞ 学校教育 ＞ 生徒指導 

https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyoiku/shido/index.html 

◆ 「はばたき」～不登校児童生徒の学びのサポートガイド～「はばたき」（Vol.1） 

◆ 不登校への対応の手引き（改訂版） 

◆ 長野県いじめ対応マニュアル「いじめの重篤化を防ぐために」 

◆ 教職員研修資料「いじめの問題に関するＱ＆Ａ」 

◆ ＞ 指導資料 ＞ 指導資料一覧 いじめ防止啓発リーフレット(小学校低学年，小学校高学年，中・高校生用） 

◆ ＞ 指導資料 ＞ 指導資料一覧 「子ども自殺予防」啓発リーフレット（中・高校生，保護者用） 

チェック 

チェック 

チェック 
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２ 通常の学級における特別支援教育の充実 

【授業のユニバーサルデザイン化】 

特別な教育的ニーズのある子供たちも含め，どの子も目を輝かせて力を発揮できる授業を構想するこ

とが，全ての学級の教師に求められます。その一つの考え方である「授業のユニバーサルデザイン化」

に沿って，授業を構想する際のポイントを下図のように整理しました。①から③までが「授業のユニバ

ーサルデザイン化」等によって築かれる，集団の中で安心して学ぶための土台の部分です。①から③の

土台の上に④として，個人がもっている力を発揮するために，一人一人の教育的ニーズに応じて必要と

される個別の配慮（合理的配慮）が位置付きます。その内容については，子供たち一人一人の教育的ニ

ーズが異なるため，「個別の指導計画」等を基に関係者と相談して決め出していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 全員が力を発揮し，認め合う学級づくり 

  温かく受容的な人間関係を基盤にした学級集団でこそ，子供たちは安心して学習し，自分の力を発

揮できます。互いの違いやよさを認め合える集団として育つために，教師自身が受容的な関わり方の

モデルを示したり，互いのよさを認め合う活動を学級経営に取り入れたりしましょう。また，子供た

ちが困っていることを，困っていると言える学級の雰囲気づくりも大切にしましょう。 

《学級づくりのポイント》 

□達成感や成就感が得られる場 □ほめられる場・認められる場 □安心できる場・存在感のある場 

 

② 基本的な授業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集
団
の
中
で
安
心
し
て 

学
ぶ
た
め
の
土
台 

 

 
② 基本的な授業計画 

① 全員が力を発揮し，認め合う学級づくり 

本人・保護者と関係者で，合意形成を図った

上で，「合理的配慮」の内容を決定します。 

・力が発揮できるときの条件 
・伸びてきているところ 
・願い ・興味・関心 
・認知特性 

・一人一人
の教育的
ニーズ※ 

・学校が提供する「合理的配慮」の確認 

・「個別の指導計画」の作成・活用・見直し 

「授業がもっとよくなる３観点」（Ｐ.11 参照）に「個に応じた支援」の視点を加えて 

□ ねらいを明確に 

・各教科等の目標や指導内容に照らして，ねらいを設定しましょう。分かりやすい提示による学習

問題の焦点化，映像や写真等による視覚化など，導入場面の工夫をしましょう。 

□ めりはりをつけて 

・生活経験に関連の深い題材を取り入れたり，具体的な体験をしたりする活動を設定しましょう。

また，ICT 機器等を使って視覚的に分かりやすくする工夫も有効です。 

・「個別の指導計画」（可能性の芽，支援の方向，各教科の指導内容）等を活用し，子供たち一人一

人の特性を踏まえた上で，十分に力が発揮できる状況づくりをしましょう。 

□ ねらいの達成を見とどけて 

・子供たち自身が，単元を通した学びや１時間の学びを実感できるように，ねらいに沿った振り返

りの場面を位置付けるとともに，振り返りやすい教材の活用等の工夫をしましょう。 

・子供たちの理解の様子を見ながら，必要に応じて補充的な指導を行いましょう。 

 
③ 安心して参加できる授業の工夫 

④ Ａさんの 
合理的配慮 

④ Ｂ
さんの
合理的
配慮 

④ Ｃさんの 
合理的配慮 

※ 特別な教育的手立てを必要とする程度に困難さを有する 
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長野県 ICT インクルーシブ教育推進部会 

GIGA スクール構想におけるインクルーシブ教育の実現に向

けて,特別な支援を必要とする児童生徒（特別支援学校,特

別支援学級,通級による指導,通常学級）への指導内容や指

導方法の工夫として,ICT の効果的な活用について実践を積

み上げています。 

自閉症・情緒障害特別支援学級の実践は 

③ 安心して参加できる授業の工夫 

<障がいのある児童生徒などへの授業での支援>  

学習指導要領解説の総則編の中で，通常の学級を含めた全ての障がいのある児童生徒などに対する

指導について，下記のように記されています。 

小〔中〕学校学習指導要領 第１章 総則 第４の２の(1)     ※〔 〕は中学校学習指導要領 

 

 

 

 
 

 第３章第４節の２の(1)の① 

 ※〔 〕は中学校学習指導要領解説 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<次の書籍を参考にしてみましょう>   <県内の先生方の取組を参考にしてみましょう> 

 

 

 

 

 

 

   

 

特別支援教育 

学習指導要領サポートブック 

障がいの状態に応じた指導上の工夫

について,142 ページ 

以降に,全ての教科の 

内容を掲載 

① 児童〔生徒〕の障害の状態等に応じた指導の工夫（第１章第４の２の(1)のア） 

障害のある児童〔生徒〕などには，視覚障害，聴覚障害，知的障害，肢体不自由，病弱・身体

虚弱，言語障害，情緒障害，自閉症，LD（学習障害），ADHD（注意欠陥多動性障害）などのほか，

学習面又は行動面において困難のある児童〔生徒〕で発達障害の可能性のある者も含まれている。

このような障害の種類や程度を的確に把握した上で，障害のある児童〔生徒〕などの「困難さ」

に対する「指導上の工夫の意図」を理解し，個に応じた様々な「手立て」を検討し，指導に当た

っていく必要がある。 

(1) 障害のある児童〔生徒〕などへの指導 

ア 障害のある児童〔生徒〕などについては，特別支援学校等の助言又は援助を活用しつつ，個々

の児童〔生徒〕の障害の状態等に応じた指導内容や指導方法の工夫を組織的かつ計画的に行う

ものとする。 

・「形や色などの作品の特徴を抽象的にとらえること」 

・「感じたことを教師や友だちに文字にして伝えること」 

に困難さがある。 

・作品の表現の特徴や意図を捉えるきっかけになるように 

・視覚情報を活用して自分の考えや思いを表せるように 

② 「指導上の工夫の意図」を理解する 

・形や色,大きさ等の具体的な特徴に着目できるように問いかけたり,友だちの見方を紹介し

たりする等,考えるきっかけや考えを整理する場を個別に設ける。 

・自分や友だちの感じたことを表現したり共有したりできるツール（デジタルホワイトボード）を活用する。 

具体的には 

小学校(図画工作科（鑑賞）)の事例 

① 児童生徒の「困難さ」を把握する 

③ 個に応じた「手立て」を検討する 

こちらから 

小〔中〕学校学習指導要領解説 総則編 

小学校学習指導要領解説 図画工作編 p110参照 

【デジタルホワイトボードで友だちの意見を確認】 
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【合理的配慮の提供】 

平成 28 年４月「障害者差別解消法」が施行されました。公立学校の全ての教師は，この法律に基づ

き，日々の学級経営や授業実践の中で，「合理的配慮」を提供する法的義務があります。 
 

「障害者差別解消法（障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律）」とは？ 

 

 

 

 

 

すでに社会の様々な場面において日常的に実践されている合理的配慮について，その取組を広く社

会に示し，国民の障がいに対する理解を深め，取組の裾野が広がることを期待し制定された法律です。 

この法律の施行は，全ての子供たちがそれぞれの個性を伸ばし，日々の授業の中で自らの力を精一

杯発揮して輝くための指導・支援を充実させるチャンスです。全ての教師が，この法律の意味を理解

し，全ての教室で取組がなされることにより，これまで推進してきた通常の学級における特別支援教

育のさらなる充実が期待されます。 

 

①  学校教育における「合理的配慮」とは  

「合理的配慮」は，社会的障壁により，力を発揮するため

個別に配慮が必要な子供（右図 Ｂさん）が，個別に配慮を

必要としていない子供（右図 Ａさん）と同じスタートライ

ンに立つためのものです。本人及び保護者と学校や学校の

設置者が相談して，内容を検討し，合意形成を図ります。 

 

② 「合理的配慮」の提供の流れ 

「困った子」と見るのではなく，「困っている子」として

見る担任の視点が重要です。担任が気付いたその子の困難

さについて，その背景要因を探ることによって，必要な配

慮が見えてきます。 

また，校内の全教職員が，「障害者差別解消法」と「合理

的配慮」の内容について理解する必要があります。その上

で，目の前の子供にとって必要な「合理的配慮」は何か，本

人及び保護者の意見を踏まえて話し合い，決定していきましょう。決定した内容は，個別の教育支援

計画や個別の指導計画等に記入しましょう。配慮の有効性については，子供の姿から見返し，ＰＤＣ

Ａサイクルで「合理的配慮」を充実させていきましょう。 

 

③ 校内支援体制の充実 

その子の「合理的配慮」を一緒に考え，担任を支えるため

の校内支援体制の充実が必要です。自校の特別支援教育推

進計画や校内（教育支援）委員会等の組織が，十分に活用さ

れ機能しているか，学校長のリーダーシップの下，教頭，特

別支援教育コーディネーター等を核として，現在の校内支

援体制を見直し，必要な改善を行いましょう。 

 

 
 

障害者基本法の差別の禁止の基本原則を具体化するものであり，全ての国民が，障がいの有無に

よって分け隔てられることなく，相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に向け，

障がい者差別の解消を推進することを目的として，平成 25 年に制定され平成 28 年４月に施行され

ました（令和３年５月改正）。 

合理的配慮の提供 

「適切な学びの場」ガイドライン  

「適切な学びの場」で適切な支援が

受けられる校内体制

の整備について解説 
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参考：「体験的な学習」に関する学習サイクル 

（指導等の在り方編Ｐ28） 

 
①１段階：「体験すること」 

⑤第５段階： 
「適用すること」 

②第２段階： 
「話し合うこと」 

④第４段階： 
「一般化すること」 

③第３段階： 
「反省すること」 

３ 人権尊重の視点に立った学校づくり 

人権教育は，全ての教育の基本という理念に立ち，各教科，特別の教科 道徳，外国語活動，総

合的な学習の時間，特別活動などの特質に応じて，教育活動全体を通じて計画的に推進されるもの

です。 

(1) 教育活動全体を通じて人権教育を推進するための留意点 
 
 

「人権尊重の視点に立った学校づくり」  

（人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］より ） 

 

○人権が尊重される環境づくり 

（安心して過ごせる学校・教室） 

○人権が尊重される人間関係づくり 

（互いのよさや可能性を認め合える仲間） 

○人権が尊重される学習活動づくり 

（一人一人が大切にされ，互いのよさや 

可能性を発揮できる授業） 

 

 

 

 

 

 

 

  

[第三次とりまとめ]では，「隠れたカリキュラム」とは，「教育する側が意図する・しないに関わら

ず，学校生活を営む中で，児童生徒自らが学び取っていく全ての事柄」を指し，「児童生徒の人権感

覚の育成には，体系的に整備された正規の教育課程と並び，いわゆる『隠れたカリキュラム』が重要

であるとの指摘がある」としています。 

 

 人権感覚育成の観点から，体験的な学習の本質に関する理解を深めておくことが求められています。 

○体験的な学習は，「体験すること」自体が目的なの 

ではなく，いくつかの段階からなる学習サイクル 

の中に位置付くものです。 

○個々の学習者の体験をはじめとして，他の学習者

との協同作業としての「話し合い」，「反省」，「現

実生活と関連させた思考」の段階を経て，「自己の

行動や態度への適用」へと進んでいくと考えられ

ます。（これらの段階は，いつでも明確であるわけ

ではなく，同じ順で進むとは限りません） 

 

 

 

◎「人権尊重の視点に立った学校づくり」の図からは，次のような考えが読み取れます。 

・教職員は，日々，人権尊重の視点に立って授業をし，学級経営をし，生徒指導をしている。 

・学校の日常的な雰囲気や人間関係も含めて，学校教育全体を人権尊重の視点で見直し，改善し 

ていくことができる。 

生徒指導 

教

科 

等 

指

導 

人権尊重の 

視点に立った 

学校づくり 

人権が尊重される 

人間関係づくり 

学級経営等 

人権が尊重される 

学習活動づくり 

人権が尊重される 

環境づくり 

◎体験的な学習には，参加体験型学習，擬似体験活動，様々な人々との交流活動等が考えられます。こ

れらの学習活動では，児童生徒が人権問題と自分とのつながりに気付いたり，コミュニケーション能

力，共に考えようとする態度，社会参加への意欲を高めたりする場面を工夫して設けていきます。 

「隠れたカリキュラム」の視点をもつ 

人権が尊重される学習活動づくりに生かす・・・「体験的な学習」サイクル 
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(2) 学校教育における人権教育の目標 

人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］では，学校教育における人権教育の 

目標を，次のように示しています。 

 

 

 

 

 

 

 人権教育の目標を達成するためには，人権に関する知的理解と人権感覚の育成を基盤として，人

権が守られるように実践しようとする意識（人権意識）や意欲・態度を向上させ，実践的行動に結

び付けることが求められます。その際に必要とされる資質・能力は,①知識的側面，②価値的・態度

的側面，③技能的側面の三つの側面から捉え，総合的にバランスよく培うことが求められます。 

 これらの力や技能を培い，児童生徒の人権感覚を健全に育んでいくために,「学習活動づくり」

や「人間関係づくり」と「環境づくり」とが一体となった，学校全体としての取組が望まれます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 詳しい内容につきましては，県教育委員会発行「人権教育推進プラン」及び「人権教育指導資

料集」をご覧ください。 
    

児童生徒がその発達段階に応じ，人権の意義・内容や重要性について理解し，『自分の大切さ

とともに他の人の大切さを認めること』ができるようになり，それが様々な場面や状況下での

具体的な態度や行動に現れるとともに，人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながる

ようにする。 

人権教育の目標 

「人権教育を通じて育てたい資質・能力」 （人権教育の指導方法等の在り方について［第三次とりまとめ］より） 

自分の人権を守り，他の人の人権を守るための実践行動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分の人権を守り，他者の人権を守ろうとする意識・意欲・態度 
（以下の「人権に関する知的理解」と「人権感覚」とが結合するときに生じる） 

人権に関する知的理解 

（以下の知識的側面の能動的学習 

で深化される） 

人 権 感 覚 

（以下の価値・態度的側面と技能 

的側面の学習で高められる） 

関連 

① 知識的側面 

・自由，責任，正義，平等，
尊厳，権利，義務，相互依
存性，連帯性等の概念への
理解 

・人権の発展・人権侵害等に
関する歴史や現状に関する
知識 

・憲法や関係する国内法及び
「世界人権宣言」その他の
人権関連の主要な条約や法
令等に関する知識 

(例)「部落差別の解消の推進
に関する法律」等 

・自尊感情・自己開示・偏見
など，人権課題の解決に必
要な概念に関する知識 

・人権を支援し，擁護するた
めに活動している国内外の
機関等についての知識 等 

②価値的・態度的側面 

・人間の尊厳，自己価値及び 
他者の価値を感知する感覚 

・自己についての肯定的態度 
・自他の価値を尊重しようと 
する意欲や態度 

・多様性に対する開かれた心 
と肯定的評価 

・正義，自由，平等などの実 
現という理想に向かって活 
動しようとする意欲や態度 

・人権侵害を受けている人々 
を支援しようとする意欲や 
態度 

・人権の観点から自己自身の 
行為に責任を負う意志や態 
度 

・社会の発達に主体的に関与 
しようとする意欲や態度等 

③ 技能的側面 

・人間の尊厳の平等性を踏まえ，
互いの相違を認め，受容できる
ための諸技能 

・他者の痛みや感情を共感的に受
容できるための想像力や感受性 

・能動的な傾聴，適切な自己表現
等を可能とするコミュニケーシ
ョン技能 

・他の人と対等で豊かな関係を築
くことのできる社会的技能 

・人間関係のゆがみ，ステレオタ
イプ，偏見，差別を見きわめる
技能 

・対立的問題を非暴力的で，双方
にとってプラスとなるように解
決する技能 

・複数の情報源から情報を収集・
吟味・分析し，公平で均衡のと
れた結論に到達する技能 等 

関連 

全ての関係者の人権が尊重されている教育の場としての学校・学級 

（人権教育の成立基盤としての教育・学習環境） 

関連 
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４ 長野県教員育成指標について 

平成 29 年４月に教育公務員特例法の一部が改正されたことを受け，本県では，平成 30 年４月「長野

県教員育成指標」を策定しました（令和５年３月一部改訂）。この指標は，教員自身が教職キャリア全体

を俯瞰し，学び続け，力量向上を図るための目安となるものです。 

 

(1) 本県の教員に求められる資質能力 

五つの資質能力を，常に意識化を図る「Ａ 高い倫理観と使命感及び確かな子ども理解」と「Ｂ 確か

な人権意識と共感力」を中核にし，その周囲に，経験と研修を積むことで高めていく「Ｃ 地域社会と連

携・協働する力」，「Ｄ 目標実現に向け，柔軟に対応する力」，「Ｅ 『教育のプロ』としての高度な知識

や技能」としました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 教員のキャリアステージ 

教員のキャリアステージを「基礎形成期」「伸長期」「充実期」「深化・貢献期／管理職期」に区分し，

それぞれのキャリアステージの高まりを示しています。スキルの向上は，必ずしも年代や経験年数によ

るものではないので，「相当」という言葉を用いて幅をもたせています。 
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(3) 信州型ユニバーサルデザインの構築～指標を活用した校内研修ツール～ 

 長野県教員育成指標に基づく資質能力を高

める研修方法の一つとして，「信州型ユニバー

サルデザイン」（以下，「信州型ＵＤ」）を構築

しました。信州型ＵＤとは，すべての子供が自

分らしく学ぶことのできる授業づくり，学級

づくりの基盤となる内容を，長野県の先生方

とともに創り上げていくものです。 

このような授業づくり，

学級づくりについて，先生

方が振り返る際の多様な視

点を「全体像（右図）」とし

て整理しています。多様な

視点を整理するに当たって

は，これまで長野県の先生

方が「重視してきたこと」

と，今後「さらに重視してい

くこと」に分類するととも

に，８の窓口と 20 の着眼点

にまとめています。 

また，20 の着眼点に沿っ

て，自らの授業づくり，学級づくりを「子供の視点」に立って振り返りつつ，先生方との交流を通し

て，新たに試みたい実践等を見いだせるよう，信州型ＵＤ研修シリーズ（校内研修資料）を作成しま

したので，ぜひご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 学習する子供の視点に立っているか。 

２ 子供の多様性に着眼しているか。 

３ 一人一人の子供に応じた学びを実現しているか。 

４ 資質・能力の育成へ向かっているか。 

信州型ＵＤで大切に考えていきたいこと 

１ 振り返る よく行われていそうな実践を糸口に，日常の子供の姿を振り返る。 

２ 掘り下げる このような姿が見られる理由について、子供の視点から掘り下げて考える。 

３ 見直す 子供の視点に立って，自分の実践を見直す。 

４ 交流する 子供の視点に立って見直した内容を交流する。 

５ 試みたいことを見いだす 新たな選択肢として試みたい実践などをまとめる。 

信州型ＵＤ研修シリーズの研修の構造 

信州型ＵＤ研修シリーズ（校内研修資料） 

全体像 ＵＤカード 動画教材 信州型ＵＤを活用した 

研究主任アシストブック 

※２次元コードから信州型ＵＤ研修シリーズをご覧いただけます。 
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Ⅲ 各教科等の指導・改善の重点 
・28～67 ページは，教科等ごとの「指導・改善の重点」を見開きでまとめています。 

・以下のような構成になっていますが，一部の教科等では構成が異なります。 

左ページ 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
右ページ 

 

 

 

 

 
 

 
 

 
本県が目指す 

 〇〇科の授業 

 （左側） 

教材研究のポイント 

 （右側） 

教材研究の例 

・各教科等における教

材研究のポイントを

「子供」「教材」「学習

の過程」に分けて例示

しています。 
・10 ページ「（３）教材

研究の充実」もご参照

ください。 
・授業を構想する際に

は，学習指導要領に示

された目標及び内容

を確認しましょう。 

主な学習活動と評価計画 

・「主な学習活動・生徒の意識」では，子供（ ・

）の意識の流れに関連付けて示しています。 

 ６～７ページも参照ください。 

・「 ICT の活用例」では，ICT を活用した学習活動

等を例示しています。14～15 ページも併せてご参

照ください。 

・「ねらい」「評価方法」では，内容や時間のまとま

りを見通して，その中で育む資質・能力の育成に

向けた指導のねらいとその評価の方法を例示し

ています。12～13 ページもご参照ください。 

・「授業改善の視点」では，この単元（題材）のポイ

ントとなる支援や工夫などを示しています。 

授業改善の視点  

 
・学習指導要領に示された指導事項を示していま

す。なお，教科等の特性によって示していない場合もあります。 

・右ページの「Ⅲ 主体

的・対話的で深い学び

の視点からの授業改

善例」で取り上げた単

元（題材）について， 
各教科等で特に大切

にしたいポイントを

取り上げて具体例を

示していますので，教

材研究をする際には

ご参照ください。 
・二次元コードから，長

野県 ICT 教育推進セ

ンターHP 上の「クラ

ウドによる同時共同

編集 授業づくり実

践編」をご覧いただけ

ます。 
なお，28～67 ページの「教材研究のポイント」等は例として示したものです。実際の教材研究 

においては，児童生徒の実態や扱う単元（題材）の内容によって重視すべきポイントが異なること

があります。また，本冊子で示したポイント等が全てではありません。 
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１ 国 語 
Ⅰ 本県が目指す国語科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して資質・能力を育成する国語科の学習 

例 学習内容の系統性 
・１学年：日常生活の中から話題を決め，意見
と根拠を明確にして話題や展開を捉えながら
話し合い，互いの発言を結び付けて考えをま
とめることができた。 

・３学年：社会生活の中から話題を決め，複数
の情報や発言を結び付けて考え，立場や考え
方の違いを認め，互いの考えを生かしながら
合意形成に向けて話し合う力を付ける。 

例 素材の研究 
・育成を目指す資質・能力に関する指導事項と
の関連を確認し，扱う内容や討論形式の特徴
を踏まえ，テーマを賛否や是非が分かれるも
のにできるか等について吟味する。 

例 素材の教材化 
・「どうすればより説得力が増すか」の観点か
ら，統計資料や報道記事の他に自身の体験等
も踏まえ，根拠としての適切さを吟味する場
面を位置付け，生徒が言葉による見方・考え
方を働かせることができるようにする。 

例 主体的・対話的で深い学び 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子供の実態把握 
これまでの子供の学習経験を確認し

たり，身に付けている資質・能力や課
題を確認したりして実態を把握する。 
学習内容の系統性 
各学年の同じ指導事項を比較し，表

現が異なる部分を意識する等して，本
単元の学習内容の系統性を把握する。 

子供の視点から 

 

素材の研究 
素材の特徴を捉えどのような単元展

開をするか，単元で育成を目指す資
質・能力を踏まえ検討する。 
素材の教材化 
国語科においては，言葉を通じた理

解や表現及びそこで用いられる言葉そ
のものを学習対象としているため，教
材を用いて言葉による見方・考え方を
どのように働かせて資質・能力を育成
できるか明らかにする。 

教材の視点から 

 
本単元で取り上げる言語活動について 
▶ 言語活動例等を参考にして，資質・
能力の育成に適した言語活動を設定
する。 

▶ 子供の相手意識・目的意識を明確に
した言語活動を設定する。 

▶ 単元名に，育成する資質・能力を入 
れる等，子供が学習の見通しをもて
るような工夫をする。 

主体的・対話的で深い学び 
▶ 学んだことを，今後の学習や言語生
活にどう生かすかを意識する場面を
単元の導入時や終末時等に設ける。 

▶ 互いの考えを伝え合うことで，自分
の考えを深めたり，集団としての考
えをまとめたりする場面を設ける。 

▶ 言葉による見方・考え方を働かせ，
言葉で理解したり表現したりしなが
ら自分の思いや考えを広げ深める学
習過程を設定する。 

学習の過程の視点から 

中２「どうする結論 ～互いの立場を尊重して 

多角的に検討し，自分の考えを深めよう～」の例
国語科における教材研究のポイント 

  

学

習

指

導

要

領

に

示

さ

れ

た

目

標

及

び

内

容

を

確

認

す

る 

期待する姿：物事を多角的に検討すること
で，自分の考えの幅を広げることができる 
という見通しをもって取り組む姿 

手立て：第１次で，生徒が異なる立場や考
えを想定しながら情報を収集したり検討し
たりできるように，体験と重ねながら単元
の学習問題につなげる場面を設定する。 

期待する姿：自分や反対の立場を支える根
拠とその適切さについて話し合い，気付き
や考えを広げ深める姿 

手立て：第２次で，Web 会議システムを活
用し，学級の友だけではなく他校の生徒と
の対話ができるように，多様な他者と考え
が共有できる場面を設定する。 

手立て：互いの意見の共通点や相違点を明
らかにしながら話したり聞いたりする等，
言葉による見方・考え方を働かせる学習場
面を設定する。 

 

期待する姿：同じ立場であっても根拠やその
理由が異なっていたり，異なる立場であって
も根拠が同じであったりすることに気付きな
がら，自分の考えを深めていく姿 
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学習した内容がこれからの学習に生かせ
るよう，振り返りの場を設定します。 

Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第２学年 

【単元名】 どうする結論 ～互いの立場を尊重して多角的に検討し，自分の考えを深めよう～（全７時間） 

【単元の評価規準】内容 〔知識及び技能〕(2)ア 〔思考力，判断力，表現力等〕Ａ (1)ア，オ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①意見と根拠，具
体と抽象など情
報と情報との関
係について理解
している。 

①「話すこと・聞くこと」において，目的や場面に応じて，社会
生活の中から話題を決め，異なる立場や考えを想定しながら
集めた材料を整理し，伝え合う内容を検討している。 

②「話すこと・聞くこと」において，互いの立場や考えを尊重し
ながら話し合い，結論を導くために考えをまとめている。 

粘り強く，互いの立場や
考えを想定しながら自
分の考えをまとめ，見通
しをもって討論しよう
としている。 

【言語活動】 テーマについて，それぞれの立場から考えを伝えるなどして，討論をする活動。 

【主な学習活動と評価計画】    （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 〇学習活動 ������ �����生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ 

〇仮のテーマで試しの討論を行い，現

時点の話し合いの課題を把握する。 
👧👧 
 
 
 

♡ 
 
 
 
 

♡ 
 
 
 

♡ 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

２
・
３
・
４
・
５
・
６ 

 
 
〇討論のテーマを決める。  
👦👦 
 
 
 
👧👧 
 
 
〇テーマに対する自分の考えを書く。 
 
 
〇自分の立場や反対の立場を支える
根拠となる情報を，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，書籍，
ｱﾝｹｰﾄ等，多様な方法で集める。 

💻💻集めた情報を，同じ立場の友とｸﾗｳ
ﾄﾞで共有する。 

〇情報を様々な立場から捉え，根拠と
して信頼性の高い情報を決め出す。 

👦👦  
 
 
👧👧 
 
 
 
 
〇討論を行い，テーマの結論を導くた
めの自分の考えをまとめる。 

💻💻Web 会議ｼｽﾃﾑを活用し，他者（他学
級，他学年，他校等）と討論する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 

 
 
♡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 
 

 
 
 

 
 
♡発言やｸﾗｳﾄﾞｱﾝｹｰﾄの記述から，「賛否が分
かれるか」「多様な情報が集められるか」
等を視点に討論のテーマを決め出せて
いるか見取り，指導する。 

 
 
 
 
 
 
☆ｸﾗｳﾄﾞの情報やﾜｰｸｼｰﾄの記述から，結論
を支える根拠として適切な情報を集め
られているか評価する。 

 
 
 
 
 
 
☆対話やﾜｰｸｼｰﾄの記述から，異なる立場を
想定し，情報の出典等を基に，結論を支
える理由としての客観性や信頼性につ
いて検討しているか評価する。 

 
 
☆討論の様子やﾜｰｸｼｰﾄの記述から，互いの

立場や考えについて，共通点や相違点に
着目しながら話し合い，自分の考えをま
とめているか評価する。 

７ 

〇単元を振り返り，まとめる。 
 
 
👧👧 
 

 
 
 
 
 
 

 ☆ ☆発言やﾜｰｸｼｰﾄの記述から，学びや変容を 
自覚し，これからに生かしていこうとし
ているかを評価する。 

 

 

💻💻集めてきた情報を整理・分 

析しながら，理由としての客観 

性や信頼性について検討します。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

【学習問題】単元の学習問題の解決のために，ふさわしい討論のテーマとは何だろうか。 

【学習問題】説得力のある立論にするために，どんな根拠を示せばよいだろうか。（テーマ例：救急車は有料化すべきか） 

【学習問題】テーマの結論に向かい、反対の立場の考えも踏まえ、自分の考えをどうまとめたらよいだろうか。 

単元の学習問題：異なる立場や考えを取り入れながら，自分の考えを深めるにはどうすればよいのだろうか。 

育成を目指す資質・
能力に即して子供
の学習状況を見届
け，学習改善につな
げる評価は単元を
通して行う。 

様々な側面から見返したり，別の 
立場から捉え直したりすることで，
テーマについての自分の考えが 
広がったり深まったりした。多様 
な立場や考えを大切にしながら， 
自分の考えを深めたい。 

自分の主張を繰り返すだけになっ

てしまったな。 

 

賛否の両方からの意見で考えが深
まるように，参加者の考えが半々
くらいに分かれるテーマがいい。 

救急車を呼ぶ人の約 50％が軽症だ
そうだよ。有料化すべきだね。 

でも，だからこそ重症化が防げて
いる面もあるかもしれないよ。 

体験や統計資料，報道記事等から
情報を集めやすいテーマがいい。 

 

単元を通して育成を目指す資質・能力を

意識できるよう，試しの討論の振り返り

をもとに単元の学習問題を設定します。 

 

単元末の自分の考えと比較できるよう，

単元導入時の自分の考えを残します。 
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２ 社 会 

Ⅰ 本県が目指す社会科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

社会的な見方・考え方を働かせ，社会的事象の意味や意義を考える社会科の学習 

例 子供の学習状況の把握 

・国の政治の仕組みと選挙について，国会や

内閣，裁判所の働きについて考え，立法，

行政，司法の三権がそれぞれの役割を果た

していることを関係図に表して理解した。 

・多くの子供が利用したことがある「子育て支

援センター」ではあるが，市民の願いのもと

につくられたこと，どのような人や働きによ

ってつくられたのかには目が向いていない。 

例 教材化の研究 

・子供に身近で，市民の願いが反映されてつく

られた「子育て支援センター」を素材とし，施

設への見学や聞き取りを基に，気付いたこと

や疑問を整理し，単元の学習問題を設定する。 

・「子育て支援センター」がつくられるまでの

計画や過程，法令や予算との関わりについ

て付箋ツールに整理し，それらを基に市民

と市役所と市議会の役割を関係図にまと

め，単元の学習問題について考察できるよ

うにする。 

例 主体的・対話的で深い学びを促す例 

・単元の学習問題について予想したことを基

に，国の政治の仕組みと比較して考えるな

ど，問題解決のためにどのように調べれば

よいかを決め出し，単元の学習計画を立て

ることができるようにする。 

・調べたことを付箋ツールに入力し，友と話し合

いながら分類・整理したり，自分と友の作成し

た関係図を比較して意見交換したりする。 

・社会的事象の見方・考え方を働かせて, 国
や地方公共団体の政治の取組と国民生活を

関連付けて考察し，根拠を明確にしながら，

様々な立場の意見を踏まえて，国民生活に

おける政治の働きについてまとめる。 

素地となる資質・能力の把握 

本単元で育む「知識及び技能」，「思考

力，判断力，表現力等」，追究の方法等に

関わる子供の素地を把握する。 

子供の学習状況の把握 

これまでに何をどのように学んできて

いるのかについて，子供の生活経験や他教

科等の学びも含めて把握する。 

子供の視点から 

 

素材の研究 

扱いたい資料や素材が，単元で育成す

る「知識及び技能」「思考力，判断力，表

現力等」を育む学習に適しているか，子供

にとって身近な素材であるか吟味する。 

教材化の研究 

どのように資料を扱えば，子供の気付

きや疑問が生まれ，単元の学習問題につ

ながるか吟味する。また，有効な ICT の

活用の仕方を考える。 

教材の視点から 

 

主体的・対話的で深い学びを促す例 

▶ 単元の学習問題を設定し，生活経験

や既習内容を基に予想したり，学習

計画を立てたりして，問題解決の見

通しをもつ場面を設定する。 

▶ 複数の資料から調べ，根拠を明確に

して意見交換するなど協働的な学習

を位置付け，自分の考えを広げたり

深めたりする場面を設ける。 

▶ 問題解決的な学習において，社会的

事象の見方・考え方を働かせ，社会

的事象の特色や相互の関連，意味を

多角的に考えたり，社会に見られる

課題を把握して，その解決に向けて

社会への関わり方を選択・判断した

りする活動を位置付ける。 

学習の過程の視点から 

小６「私たちの願いを実現する政治」の例 社会科における教材研究のポイント 
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←学びの充実につながるICTの 
活用場面事例 

（「課題の設定」の学習場面） 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第６学年 

【単元名】 わたしたちの生活と政治 【小単元名】私たちの願いを実現する政治（全７時間） 

【単元の評価規準】※日本国憲法や政治の仕組みに関する内容については，前単元で学習   内容(1)ア(イ)(ウ) イ(イ) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①国や地方公共団体の政治は，国民
主権の考え方の下，国民生活の安
定と向上を図る大切な働きをし
ていることを理解している。 

②見学・調査したり各種の資料で調
べたりして，まとめている。 

・政策の内容や計画から実施ま
での過程，法令や予算との関
わりに着目して，国や地方公
共団体の政治の取組を捉え，
国民生活における政治の働き
を考え，表現している。 

・我が国の政治の働きにつ
いて，主体的に問題解決
しようとしたり，よりよ
い社会を考え学習したこ
とを社会生活に生かそう
としたりしている。 

【主な学習活動と評価計画】      （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 

〇学習活動 ������ �����児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点  

知 思 態  

１
・
２
（
つ
か
む
） 

 

○「子育て支援センター」の役割を理解
し，学習問題を設定する。 

����� 
  
������   
                   
〇予想を基に，調べる内容を決める。 

����� 
 

 
  
♡ 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
          
 
♡ 
 
 
  

 

 

３
・
４
・
５
（
し
ら
べ
る
） 

 
 
 
💻💻付箋ツールを用いて情報を整理する。 
〇市役所の働きについて調べる。 
������ 
 
 
〇市議会の働きについて調べる。 

����� 
 
 
〇税金の働きについて調べる。 
������ 
 

 
 
 
 
♡ 
      
♡ 
 
    
♡ 
 

 

 
 
 
 
 
 
  

 
        
♡ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

♡ワークシートへの記述内容，発言等から
「政策の内容や計画から実施までの過程，
法令や予算との関わりに着目して，国や地
方公共団体の政治の取組を捉えているか」
を評価し，学習改善につなげる。(思) 

６
・
７
（
ま
と
め
る
・
い
か
す
） 

 
 

〇小単元の学習問題についてまとめる。 
💻💻付箋ツールに整理した情報を共有し， 

友と話し合いながら関係図に表す。 
������ 
 
 
 
〇今後の施設のあり方について考える。 
・多様な願いを反映させていくために
大切なことについて，子供，親，行政
など様々な立場から考え，議論する。 

 
 

 

    
☆ 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 

☆ 
 

 
 

 

 

 
 
 
 

☆ワークシートへの記述内容から，「根
拠を明確にしながら，様々な立場の意
見をふまえて，国民生活における政治
の働きについて考え，表現している
か」を評価する。(思) 

 

取組の具体例 

授業改善の視点 
評価方法 

【小単元のねらいを達成した子供の姿】「子育て支援センター」は，市役所や市議会が市民の願いを受けて，国
や県と協力しながらつくった施設であることが分かった。これからも大切に使っていきたいし，子供たちが安心
して過ごせたり，親も子育てについて相談できたりするセンターになるよう，みんなで考えていきたいな。 

 

小単元の学習問題を設定する際には， 
自身が遊んだ経験や，見学で撮影してき
た写真や動画，利用者や運営者への聞き
取り，施設に関する資料を基に，気付い
たことや疑問を出し合う場を設けます。 

市民の願いは，誰に届いて，この
施設はできたのかな。 

小単元の学習問題：「子育て支援センター」は，どんな人たちの，どんな働きでつくられたのかな。 

国のように，市民に選ばれた議員や税金
が関わっていそうだな。市の施設だから
まずは，市役所の人に聞いてみたいな。 

 
自分の考えを広げたり深めたりできるよ
う，市役所での聞き取りや市の広報誌，ホ
ームページ，市民の声などの資料から調べ
たことを付箋ツールに入力し，友と話し合
いながら分類・整理する場を設けます。 

複数の資料を基に調べ，まとめる 

国の法律や市民の声，市の目標を基に
計画したんだね。誰が決めたんだろう。 

国会と同じように，市議会が建設や運営
の計画，費用について決めたんだね。 

建設費や運営費は，市の税金や，国・
県の補助金で賄われているんだね。 

 
小単元の学習問題について考察する際に
は，蓄積してきた情報を基に，友と話し合
いながら関係図に表したり，他のグルー
プと検討し合ったりする場を設けます。 

小単元の学習を生かして考察する 

【ねらい】多くの子供が利用したことがある「子育て支援センター」を見学し，気付いたことや疑問を出し 
合う中で，単元の学習問題を設定し，予想を基に学習計画を立て，問題解決への見通しをもつ。 

【ねらい】「子育て支援センター」がつくられるまでの市役所や市議会，税金の働きについて 
調べることを通して，国や地方公共団体の政治の働きを理解する。 

【ねらい】学習したことを基に，国や地方公共団体の政治の取組と国民生活を関連付けて考え，表現する。 

 
問題解決の見通しをもてるよう，予想
を基に調べる内容や方法を検討する場
を設けます。 

予想を基に学習計画を立てる 

「子育て支援センター」が安心できる
施設なのは，私たち市民の声を生かし
ていける仕組みがあったからだね。 

子供たちが安心して，楽しく使える 
施設がほしいという願いがあったね。 
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３ 算数・数学 

Ⅰ 本県が目指す算数・数学科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事象を数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え，論理的，統合的・発展的に考える
算数・数学科の学習 

例 学習内容の系統性 
・  ２年生までに，身の回りにある数量を分類整

理し，簡単な表やグラフを用いて事象につい
て考察してきている。本単元は４年生で学習
する二次元の表や折れ線グラフを用いて分
析することの素地となる。 

例 つまずきの捉え 
・  棒グラフを読み取る際に，棒グラフの形だけ

で考察している子供には，軸の目盛りや資料
の合計の値から，棒の長さが表す数量に着目
するように促す。 

例 ねらいの明確化 
・目的を決めて収集したデータの特徴や傾向
を，表や棒グラフに表して考察し，説明する
姿を目指す。 

例 素材の教材化 
・町の図書館が小学生向けのシリーズ本を学
級文庫に貸し出す場面で，「自分のクラスで
は，どのシリーズ本を借りたい人が多いの
か」など数学的に表現した問題を位置付け
る。借りたいシリーズ本についてのアンケー
ト調査を行い，収集したデータを表や棒グラ
フに表し，考察して説明する活動を構想す
る。 

例 数学的活動の充実 
・ 子供の「町の図書館から借りるシリーズ本を

決めたい」という願いについて，統計的な問
題解決活動をしていく。    

☞目的を明らかにしてアンケート調査を行い， 
データを表に整理する活動（計画・データ） 

☞集めたデータを，棒グラフにし,特徴や傾向
を見いだす活動（分析） 

☞解決したい問題に応じて「シリーズ本ごとの
違い」や「クラスごとの違い」など観点を変
え，棒グラフをつくり直して分析する活動 

 （分析） 
☞組み合わせた棒グラフを用いて，データの特

徴や傾向を伝え合う活動（結論） 

 

学習内容の系統性 
本単元に関わる既習事項と，単元の学

習内容が今後どのように使われるのか
を，学習指導要領解説などを基に把握す
る。 
つまずきの捉え 
教師が，事前に子供の立場で問題に取

り組み，子供がどこでどのようにつまず
くのかを予想し，つまずきに対する具体
的な支援を考える。 

子供の視点から 

 

ねらいの明確化 
扱う素材によって，どのような「数学

的に考える資質・能力」を育成しようと
しているのかを明らかにし，その資質・
能力が身に付いた子供の具体の姿を考
える。 
素材の教材化 
単元のねらいを達成するために，どの

ような場面を設定できるか，どのような
数学的活動を位置付けるかを考える。 

教材の視点から 

 
数学的活動の充実 
▶子供が自ら問題を見いだし，数学的に 
表現・処理し，その過程や結果を振り 
返って評価・改善する場面を設ける。 

▶問題解決の過程において，数学的な用 
語を用いて，表，式，グラフ，図などと 
共に説明したり，伝え合ったりする場 
面を設ける。 
主体的・対話的で深い学び 
▶子供にとって解決する必要性がある学
習問題を，子供と共に設定する。 

▶自分の考えと友の考えの共通点や相違
点に着目し，自分の考えを広げたり，深
めたりする場面を設ける。 

▶子供の気付きや疑問を広げ，単元を通
して追究を深めていくことができるよ
うに，本時の学びや思考の過程を振り
返る場面を設ける。 

学習の過程の視点から 

小３「表と棒グラフ」の例 算数・数学科における教材研究のポイント 
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学びの充実につながる 
ICT の活用場面事例 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第３学年 

【単元名】 町の図書館から学級文庫として借りるシリーズ本を決めよう〔表と棒グラフ〕 （全９時間）  

【単元の評価規準】                                内容 Ⅾ(１) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①「シリーズ本ごとの違い」や「ク
ラスごとの違い」などの観点から
データを分類整理し，表に表した
り表を読んだりしている。 

②棒グラフの特徴やその用い方を
理解している。 

① 町の図書館から「どのシリーズ
本を借りたい人が多いのか」に
ついて，データを整理する観点
を定め，表や棒グラフを用いて
考察し，見いだしたことを表現
している。 

① 表や棒グラフを用い
て統計的な問題解決
することのよさに気
付き，進んで生活や
学習に活用しようと
している。 

【主な学習活動と評価計画】      （☆…「記録に残す評価場面の例」、♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 〇学習活動 ������ �����児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ 

 

〇目的を確認し，自分のクラスのデータ

を集めて表に整理し読み取り，さらに

調べたいことについて考える。 

����� 
 
 
������ 

 

 

 

♡ 

① 

 

 

 

♡ 

① 
 

２
・
３
・
４
・
５
・
６ 

〇他のクラスのデータについて表を基

に棒グラフに表す方法を理解し，クラ

スごとの特徴について捉える。 

������ 

 

 

����� 
 

 

������ 

 
 

♡ 

② 
☆ 

① 

② 

 

♡ 

① 
 

 

 

 

 

♡ 

①

 

７

・

８

・

９ 

 

〇３クラスの棒グラフを比較し，借り

る本について考察する。 

💻💻グラフ作成ツールを使って，棒グラフ
をシリーズ本ごとに組み合わせる。 

������ 

 

 

 

����� 
 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

① 

 

☆ 

① 

 

 

 

でも，他のクラスも同じシリーズ
本を借りたいかもしれないね。 

 

子供たちがデータを集め，表に分類整理

して特徴や傾向を捉えることを通して，

新たな問題を見いだしていく場面を設定

します。 

願いを基に学習問題を設定する 

 

棒グラフで表すことを通して，数量の大

きさの違いを一目で捉えられるという

棒グラフのよさに気付くと共に，データ

の特徴を捉え考察できるようにします。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

♡   ノートなどの記述から，「データを分
類整理し，表に表したり表を読んだり
しているか」を評価し，指導する。（知）

単元の学習問題：町の図書館からかりるシリーズ本を決めよう。 

表にすると，シリーズ本ごとに借
りたい人の人数が分かりやすい
ね。１組はＣを借りよう。 

【学習問題】他のクラスではどのシリーズ本をかりたい人が多いのだろうか。 

１種類のシリーズ本に人数が集
まっているクラスは，棒グラフ
の全体を見るために，縦軸の目
盛りを工夫するといいね。 

棒グラフの横軸を借りたい人数の
多いシリーズ本の順に並べたよ。
３組はＣが一番人気だよ。 

集団のもつ特徴などを読み取れるようにする 

♡    棒の長さが数量の大きさを表すなどの発
言やノートなどの記述から，「棒グラフの
特徴や用い方を理解しているか」を評価
し，指導する。（知） 

☆目盛りのとり方や棒グラフの並べ方の様
子について，ノートなどの記述から，「棒
グラフの特徴や用い方を理解している
か」を評価する。（知） 

 

組み合わせた棒グラフから見いだした

ことを互いに伝え合うことを通して，棒

グラフの表し方や読み取り方について

の見方を広げ，深めるようにします。 

【学習問題】３クラスのようすから，かりるシリーズ本はどれにすればよいだろうか。 

☆発言やノートなどの記述から，「棒グラ
フを用いて考察し，見いだしたことを表
現しているか」を評価する。（思） 

☆ノートなどの記述から，「棒グラフを用
いて問題解決することのよさ」の気付き
や，「生活の中で棒グラフを使っていき
たい」などの思いを評価する。（主） 

数学的な表現を用いて伝え合う 

棒グラフを見るとＣは学年で人
気があるね。特に３組の人数はわ
たしたちのクラスの人数の２倍
もあるね。 

１組で２番目に人数が多かった
Ｂは，棒グラフを見ると他のク
ラスでは人数が少ないよ。Ｂを
借りようよ。 

データが多いときは，表よりもグ
ラフにした方が見やすいね。 
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４ 理 科 

Ⅰ 本県が目指す理科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自然の事物・現象について科学的に探究するための資質・能力を育成する理科の学習 

例 子供の素地能力の理解  
問題を見いだす場面として，「レンズのはたら

き」の小単元では，凸レンズを用いて外の景色を
紙に映す体験を通して，凸レンズと紙の距離を変
えると景色が映ったりぼやけたりすることに気付
き，「凸レンズと紙の距離とできる像の関係」に
ついての問題を見いだした。 
令和２年度の小学校３年生からは，太鼓をたたく

と鼓面が震えて音を出すことや，音の大きさが変わ
ると震え方が変わることを学ぶようになっている。 
例 子供の学び方に関わる理解  
付箋ツールを用いて気付きを分類・整理する場面

を設定することで，意見交換し合う姿があった。 

例 探究の過程の充実 
▶ 問題を見いだす場面 
ギターの音を出す体験を通した，「弦を強く弾

くと大きな音が出る」「弦の太さで音の高さが変
わる」「弾く弦を指で押さえて短くしたり，強く張
ったりしても,高い音が出る」などの一人一人の
気付きは記録に残すよう促し，分類・整理して意
見交換を行う場面で活用できるようにする。学級
全体で共有する場面では，相互の意見交換の中
で，弦の振動の様子や条件制御の考え方に着目で
きるようにし，「同じ弦で弾く長さだけを変えて，
音の高さと振動の様子を見てみよう」など，グル
ープごとに学習課題を設定する。 

        
子供の素地能力の理解 
本単元の探究に関わる「知識及び技能」

や「思考力，判断力，表現力等」の状況
を把握する。 
子供の学び方に関わる理解 
本単元に関わり，生活経験や素朴概念

を基に，どのように他者と関わり問題解決
しようとしているかを把握する。 

子供の視点から 

                  
素材の研究 

素材についての基礎的な理解を深め，子 
供の目線で素材に触れ，その魅力を味わう。
素材の教材化 

子供の科学的な探究を喚起するため
に，素材を単元のどの場面に位置付ける
かを明らかにする。 

教材の視点から 

              
探究の過程の充実 
▶ 問題を見いだす場面 
子供が何と何（事象同士，事象と既習の

内容等）を比較することで，どのような差
異点や共通点に気付き，どのような問題を
見いだすかを予想し，導入を工夫する。 
▶ 解決する方法を立案する場面 
子供がどのように条件を制御しなが

ら，解決する方法を立案しようとするか
を想定する。解決する方法を全て子供が
立案することが難しい場合は，「道具」，
「手順」，「結果の見通し」のどこを考え
るようにするかを決め出す。 
▶ 観察，実験の結果を分析して解釈する場面 
結果を多面的に捉え，規則性や関係性

を見いだせるように，複数グループの結
果を基にして，自分の予想や友の考えと
比較しながら考察する場面を設定する。 
▶ 探究の過程を振り返る場面 
考察が設定した問題に対応しているかな

ど，どのように探究の過程を振り返るかを
決め出す。 
主体的・対話的で深い学び 

主体的・対話的で深い学びの視点から
探究の過程を見直し，子供の意識に沿っ
た探究となるようにする。 

学習の過程の視点から 

中１「音の性質」の例 理科における教材研究のポイント 
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「問題を見いだす力」の育成を重点として 

例 素材の研究  
ギターなどの弦楽器は，子供の操作により弦を弾く

強さ，弾く弦の長さや太さ，張りの強さを変えて，大
きさや高さの違う音を自由に出すことができる。弦の
振動の様子を見たり触ったりする体験を通して，振幅
の大きさや振動数を捉えることができる。 
例 素材の教材化  
演示でギターなどの弦楽器を弾き，学級全体で

大小や高低など複数の音を聞き比べる場面を設定
する。その後，音の大小や高低は何によって決ま
るのかを知りたいと考えた子供たちに，ギターな
どの弦楽器に十分に触れる場面を設定する。子供
は，音の大小と弦の振幅の関係に気付いていくが，
音の高低による弦の振動数の違いは分かりづらい
ため，関係性を明確にしようとするだろう。そこ
で，簡易オシロスコープ，振動数を波や数値で測
定するアプリなども活用してデータや思考の整理 
を行う。また，小単元の終末では音叉
など異なる音源を用い，調べたことの
一般化を図る場面を設定することも考
えられる。 

本時は気付きを共有し，学習課題を

考える場面として設定 

ICT活用事例（中１「物質の姿と状態変化」）→ 
（データや思考の整理、データや思考の共有） 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第１学年 

【単元名】 音の世界（全５時間） 【小単元】 第２節 音の性質（全３時間） 

【小単元の評価規準】                        第１分野（１）ア（ア）㋒ イ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・音に関する事物・現象を日常
生活や社会と関連付けなが
ら，音の性質についての基本
的な概念や原理・法則などを
理解している。 

①音の性質についての問題を見いだし，表現
している。 

②見通しをもって観察，実験などを行い，音
の性質の規則性や関係性を見いだして表
現しているなど，科学的に探究している。 

・音に関する事物・現象に進ん
で関わり，見通しをもったり
振り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしている。 

【主な学習活動と評価計画】     （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 
〇学習活動 �����������生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 
評価方法 

知 思 態 

 
  
  
  
  
   

  
  
  
 

１ 

〇ギターの弦の長さや太さ，弾く強さを変えたときの複
数の音を聞き，気付きを出し合う。   

�����                   
   

○ギターの弦を弾き，グループで気付きを共有する。 
💻💻付箋ツールを用いて，気付きを分類・整理し，意見 

交換する。 

������                                           
 

����� 

 
������ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

�����                                                     
○各グループの考えを学級全体で共有し，「音の大小や
高低」，「弦を弾く強さ，弾く弦の長さや太さ，張りの
強さ」，「弦の振動の様子」の関係について，グループ
ごとに学習課題を設定する。 

💻💻グループごとに，予想，予想を確かめる方法をプレゼ
ンテーションソフトに入力して共有する。 

������ 
 

����� 

������ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                
 

 

       
 

 

 

 

 

 

 

 

        
☆① 

 

                  
 

 

 

 

                      
 

 

 
 
 

 
 
 
        
♡ 

 

 

 

 

 

 

 

                         
 

 

２
・
３ 

 
○グループで考えた実験計画に沿って調べ，考察する。 
 
������                      
 

�����                     
������                  
○音叉などを用い，弦以外の音源の音でも学んだこと
が当てはまるかどうかを調べ，結果をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

            
☆ 

☆② 

 

 

 

 

 

 

 

取組の具体例 

授業改善の視点 

大きい音や小さい音，高い音や低い音が出たけど，
先生は何を変えていたのかな。 

【学習問題】音の大きさや高さは何によって決まるのだろうか。 

弦を強く弾くと大きな
音が出るね。 

弾く弦を指で押さえて短
くしたり，強く張ったり 
しても,高い音が出るよ。

音の大きさは振動の幅によって決まりそうだね。同 
じ弦で弾く強さを変えて振動の幅を比較してみよう。

音の高さは弾く弦の長さで変わりそう。同じ弦で
弾く長さだけを変えて，音の高さと振動の様子を
見てみよう。 

      
気付きを共有し，「音の大小や高
低」，「弦を弾く強さ，弾く弦の
長さや太さ，張りの強さ」，「弦の
振動の様子」などの観点で分類・
整理する場面を設けます。観点
に気付かないグループには，共
通点や相違点について問い返し
ながら共に考えます。 

多様な気付きを焦点化する 

         
音の高低について，弾く弦の長さ
や太さ，張りの強さのうち一つだ
けを変えているグループの方法を
紹介してその良さを共有します。 

条件制御の考え方を働かせて 
解決する方法を立案する 

大きな音のときは，弦の
震えが大きい。 

弦の太さで音の高さが 
変わるよ。 

音の高さも振動が関係しているのかな。

☆ノートの記述内容や発言等か
ら，「音の大小や高低と振動の
様子の関係についての問題を
見いだし課題を設定している
か」を評価する。（思①） 

           
グループの考えを学級全体で共
有する場面を設け，音の大小と
弦の振動の様子の関係を基に，
音の高低と弦の振動の様子に着
目している子供の考えを取り上
げたり，考えの根拠を問いかけ
たりします。 

関係的な見方を働かせ，音の大小
や高低と振動の様子を捉えていく 

気付きを分類・整理した例 

他の楽器でも，音の大きさや高さと，振幅や振動
数には同じような関係があるのかな。 

☆ノートの記述内容や発言等か
ら，「音の大小や高低と振動の
様子についての規則性や関係
性を見いだしているか」を評
価する。（思②） 

弦の震えの幅を定規
で測ったら，弦を強
く弾くと幅が大きく
なり音が大きくなる
ことが分かった。 

簡易オシロスコープで波
形を比べると，音が高い
ほど波の数が多くなるこ
とが分かった。音の高さ
は振動数によって決まる
んだ。 
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５ 生 活 

Ⅰ 本県が目指す生活科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

思いや願いの実現に向けて，自ら考え行動し，自分との関わりで捉える生活科の学習 

例 子供の思いや願いをもとにする 
・登校中に見付けたおもしろい葉や木の実等
を教室に持ち込んでくる子供が多い。 

・身近な自然を生かして，楽しく遊んでいる
上級生の姿に憧れを抱いている。 

例 幼児期の育ちと接続させる 
・園で行ってきた自然を生かした自由遊びの
経験をもとに，活動の広がりを考える。 

・園の先生に散歩コースを尋ね，充実した活
動につながる場所を検討する。 

例 素材の特性と学びの可能性 
・身近な自然を生かして，遊びやおもちゃを
繰り返しつくったり試したりすることで，
自然の不思議さや自然にある物を工夫して
遊ぶ面白さに気付いていくことを目指す。 

・友達と遊びやおもちゃを比べたり，材料や
つくり方を変えて試したりするなど，子供
が分析的，創造的に考える姿が期待でき
る。また，道具の準備や片付け，適切な使
い方など，生活上必要な習慣や技能を身に
付けることが期待できる。 

例 思いや願いの実現に向けた連続的な活動 
・自然にある物を生かした遊びやおもちゃづ
くりに取り組む。 

・友達と気付いたことを語り合い，おもちゃ
のつくり方や遊び方を工夫したところがど
うだったのか確かめる。 

・つくった遊びやおもちゃを動画で記録し，
前時との違いを比較する。さらなる改善点
について見通しをもち，次時のめあてを動
画で記録しておく。 

 

素材の特性と学びの可能性 
教師が素材の特性を体験的に吟味

し，子供の思いや願いが膨らむような
可能性のある対象を選定する。 
地域の文化的・社会的な題材 
生活の場であり学習の場である地域

から，魅力ある素材や活動の場を見い
だす。地域の環境を繰り返し調査し，
最大限に生かすようにする。 

 
思いや願いの実現に向けた連続的な活動 
子供の思いや願いをもとに，子供が

没頭し，夢中になる活動や体験ができ
るようにする。その上で，子供が気付
いたり考えたりしている姿を適切に捉
え，互いに伝え合い表現したくなるよ
うな環境を構成する。そのために，①
～④の学習過程を基本にして，単元に
ふさわしい展開を子供と共につくる。 
①思いや願いをもつ 
②活動や体験をする 
③感じる・考える 
④表現する・行為する 
（伝え合う・振り返る） 
また，気付きの質が高まるように，

体験活動と表現活動とが豊かに行き来
する展開を重視する。 

学習の過程の視点から 

小１「わくわくおもちゃランド」の例 生活科における教材研究のポイント 
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教材の視点から 

 

子供の思いや願いをもとにする 
子供が日常生活でどのようなことに

興味を抱いたり関心を寄せたりしてい
るのか，どのような学習を志向してい
るのかを具体的に捉え，子供の立場に
立って単元を構想する。 
幼児期の育ちと接続させる 
「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」を手掛かりに，幼児期の教育を通
して育まれた資質・能力を受け継ぎ，本
単元で育成を目指す資質・能力を明確
にする。子供が自己を十分に発揮でき
るような活動を構想する。 

子供の視点から 

【教師の支援】 
高さ・距離・時間等が視覚的
に捉えられるように床や壁
にテープを貼り，子供が作
っているおもちゃの試しの
場を作るなど，気付きを促
すような環境を構成する。 

生活科の学びの充実につながる 

ＩＣＴの活用場面事例  
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第１学年 

【単元名】 わくわくおもちゃランド（全 15 時間） 

【単元の評価規準】                        内容 （５）（６）（８） 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

秋の自然を見付けたり遊んだ
りする活動を通して，秋の自然
の様子や，それを利用した遊び
の面白さに気付いている。 

秋の自然を見付けたり遊んだりす
る活動を通して，秋の特徴を見付
けたり，遊びや遊びに使う物を工
夫してつくったりしている。 

秋の自然を見付けたり遊んだりす
る活動を通して，自分の生活を楽し
くしたり，みんなと楽しみながら遊
びを創り出そうとしている。 

【主な学習活動と評価計画】       （☆…「評定に用いる評価」，♡…「学習改善につなげる評価」） 

時 
〇学習活動 ������ �����児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ 

 

 

〇秋の自然を生かした遊びを想起し，活

動への思いや願いをもつ。 

����� 

 

 
������ 

 

 

💻💻秋探しで端末に記録した画像や振り返
りを見返し，今後の活動のめあてについ
て動画で記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♡端末の記録や語り合いの様子から，「秋の自然

を生かした遊びやおもちゃづくりに対する思

いや願いをもっているか」を評価する。  

２ 

～ 

12 

 

 

〇秋の自然を生かした遊びやおもちゃ 

づくりなどの活動や体験をする。 

����� 

 

������ 

 

〇お互いの遊びやおもちゃを試し合い，

面白さを感じ，改良点を考える。 

💻💻遊びを友達に試してもらった様子を
撮影して見返す。  

〇遊びやおもちゃを改良し，より楽しい

わくわくおもちゃランドにする。 

����� 
 

 

������ 

 

 

☆ 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

☆ 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

☆ 

 

 

☆つぶやきや活動をしている時の眼差し，体の使

い方などから，「自分の生活を楽しくしたり，み

んなと楽しみながら遊びを創り出そうとして

いるか」を評価する。 

☆つぶやきや発言，学習カードの記述から，「秋の

特徴を見付けたり，遊びや遊びに使う物を工夫

してつくったりしているか」を評価する。 

13 

～ 

15 

 

 

〇わくわくおもちゃランドに年長さ

んを招待し，面白さを伝える。 

 
������ 

 

 

☆ 

 

 

☆ 

 

 

 

☆ 

 

 

 

単元の学習問題：秋の自然を生かして，わくわくおもちゃランドをつくろう。 

保育園の頃どんぐりや枝で遊んだよ。

たくさん拾って、友達と遊びたいな。 

 
園での遊びやこれまでの生活を振り返り，秋
の自然を生かした遊びの魅力を語り合う場を
設けます。子供の言葉を補う具体的な資料（画
像等）を提示し，期待感を高めます。 

素材の特性に触れ，活動への思いや願いをもつ 

取組の具体例 
授業改善の視点 

年長さんがとても楽しいと言っ
てくれたから嬉しいな。 

 
💻💻学習カードや端末に記録した動画を見返す

よう促し、秋の自然を生かした遊びやおも
ちゃづくりで気付いたこと，自分が工夫し
たことを絵や言葉で表せるようにします。 

自分との関わりで対象を捉える 

【ねらい】秋の自然を生かした遊びについて語り合い，みんなと遊びやおもちゃづくりに取り組む
ことへの思いや願いをもつ。 

 
活動の様子をつぶさに見取り，「前回と変えた
所はどこ？」「うまく飛ばすコツは何？」など
と適切に問いかけ，子供が気付きを表現する
ことで気付きの質の高まりを促します。 

表現することで気付きの質が高まっていく 

迷路を作ってみたよ。どんぐりの 
転がり方がおもしろいな。 

 
💻💻遊びやおもちゃの様子を撮影した動画をもと

に語り合ったり学習カードに書いたりするよ
う促し、次に工夫することを明確にします。 

活動の成果や課題を撮影し次に生かす 

年長さんに来てもらって，一緒
に楽しみたいな。 

きれいな葉っぱをまとめて投げ
ると，きらきらシャワーだよ。 

友だちのアドバイスを生かした
ら，もっと楽しく遊べたよ。 

黄色や赤色の葉っぱをたくさん集

めて、何か作りたいな。 

【ねらい】秋の自然を生かした遊びやおもちゃづくりを通して，自分が知らなかった秋の特徴を見
付けたり，秋の自然を生かした遊びの面白さを味わったりする。 

【ねらい】わくわくおもちゃランドをひらき，年長さんと一緒に秋の自然を生かした遊びを楽しむ。 
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６ 音 楽 

Ⅰ 本県が目指す音楽科の授業  

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例 主体的･対話的で深い学び 
・本題材では，教師が「地域の民謡」のリズム
を使って創作した「民謡」を，モデル作品と
して例示する。鑑賞の学習で得た知識を音楽
づくりの条件に設定することで，児童が「面
白そう」「できるかもしれない」という，学
びの見通しをもつことができるようにする。 

・児童がつくった作品を互いに聴き合い，それ
ぞれの表現のよさを認め合ったり，自分の考
えを広げたり深めたりして，思いや意図を更
新しながらつくる過程を大切にする。 

・児童の生活と結び付きの深い地域素材を教
材化することで，自己のイメージや感情と関
連付けながら，思考，判断し，表現すること
ができるようにする。 

・「旋律」「反復」の働きによって，音楽の雰囲
気がどのように変わるのかを確かめる等，比
較する場面を設定し，児童の気付きや思考を
促す。 

音楽に対する感性を働かせ，音や音楽を，音楽を形づくっている要素とその働きの視点
で捉え，自己のイメージや感情，生活や社会，伝統や文化などと関連付ける音楽科の学習 

例 子供の興味・関心・学び方等の把握 

・常時活動で行っているリズム遊びでは，自分
なりに工夫して動きやリズムをつくり，表す
ことを楽しむことができる。前題材「言葉で
リズムアンサンブル」では，「反復」「呼びか
けとこたえ」「変化」を用いて，音楽全体の構
成を考えながら，どのような音楽をつくりた
いか思いや意図をもち，リズムアンサンブル
を意欲的につくることができた。 

例 素材の研究 
・本題材では，思考･判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素として｢旋律｣
｢反復」を選択している。児童が，「旋律」「反
復」の働きを感じ取りながら，以下の条件を
基に思考や試行できるようにする。 

 
 
 
・題材前半は「地域の民謡」を鑑賞し，後半
は鑑賞で得た知識を活用して旋律づくりを
行う。旋律づくりでは，児童にとって個人
又はペアのどちらが学習を展開する上で有
効であるかを考え，指導・支援を考える。 

 

素地となる資質・能力の把握 
これから学ぼうとすることに対して，

関連する前題材や，直前の題材で学んで
きたことと，その定着状況を把握する。 

子供の興味・関心・学び方等の把握 

子供一人一人や学級全体の，音楽の学
習に対する興味・関心・学び方等の傾向
や，配慮すべきこと等を捉える。 

子供の視点から 

 

素材の研究 
育成したい資質・能力に基づいて設定

した題材の目標に照らして，子供の思
考・判断のよりどころとなる主な音楽を
形づくっている要素を決め出す。 
教師が実際に音を奏でたり聴いたり

して，子供の思考の流れを想像しなが
ら，どのような学習活動をどのように 
展開するのが有効かを考え，題材を構想
する。  

教材の視点から 

 

主体的･対話的で深い学び 
▶ 音や音楽で心が動く場面を設定し，学
習の見通しがもてるようにする。ま
た，子供が自分の学びや変容を自覚で
きるよう，めあてに即して振り返る場
面を設定する。 

▶ 子供にとって必要感のあるグループ
活動・ペア活動等を設定し，対話や対
話的な活動を通して子供の考えが広
がったり深まったりするようにする。 

▶ 音楽的な見方・考え方を働かせて，思
考，判断し，表現する一連の過程を大
切にする。子供がどの場面でどんな知
識や技能を身に付けるか， 

身に付けた知識や技能を 

どの場面で，どのように 

活用するかを考える。
▶ 「気付き」「思考や試行」「対話」を促

すしかけ（発問，声がけ，場面設定，
教具等）を考える。 

学習の過程の視点から 

小４「地域の民謡でつながろう」の例 音楽科における教材研究のポイント 
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音楽をつくるときの条件 
・五音音階「ミソラドレ」のうち２音以上使う 
・地域の民謡のリズムを使う ・反復を必ず使う 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第４学年  

【題材名】 地域の民謡でつながろう（全４時間）  

【題材の評価規準】      内容 Ａ表現 (3)音楽づくり ア(ｲ)，イ(ｲ)，ウ(ｲ) Ｂ鑑賞ア，イ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

知①日本の民謡の旋律と曲想と
の関わりについて気付いている。 

知②旋律のつなげ方の特徴につ
いて，それらが生み出すよさ
や面白さと関わらせて気付い
ている。 

技思いや意図に合った表現をす
るために必要な，五音音階や
反復を用いて旋律をつくる技
能を身に付けている。 

旋律，反復の特徴を聴き取り，それらの
働きが生み出すよさや面白さ，美しさを
感じ取りながら，聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりについて考え， 

思①曲や演奏のよさを見いだし，地域の
民謡を味わって聴いている。 

思②どのようにまとまりを意識した旋律
をつくるかについて思いや意図をもっ
ている。 

態地域の民謡に興味・関
心をもち，音楽活動を楽
しみながら主体的・協働
的に鑑賞や音楽づくり
の学習に取り組もうと
している。 

【主な学習活動と評価計画】    （☆…「記録に残す評価場面の例」， …「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 〇学習活動 �����������児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 
☆評価方法 

知 思 態 

１ 

 

○地域の民謡を鑑賞し，歌ったり手踊りを
したりした後，気付いたこと（五音音階，
反復）を共有する。 

������ 

����� 

������ 

 

 

 

☆ 

知 

① 

 

 

 

☆ 

思 

① 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
☆知① 思①児童の発言やつぶやき・観察・

ワークシートの記述等から評価する。 

２

・

３

・

４ 

○地域の民謡のリズム，五音音階，反復を用
いてつくった教師のモデル作品を聴く。 

������ 
 

 
○「音楽をつくるときの条件」を確認し， 

個人で２小節ずつ旋律のもとをつくる。 
💻💻キーボードやアプリの演奏機能でつ

くり演奏録音や画面収録で記録する。 
 
 
 
 
○ペアで旋律のもとをつなげて，８小節の
旋律をつくる。 

○他のペアを参考につなげ方を工夫する。 

  
������ 

 

                 ����� 
〇他のペアと聴き合い，感想を伝え合った
後，つくった旋律を修正する。 

�����  

 

○つくった旋律を互いに聴いたり演奏した
りした後，題材全体を振り返る。 

������ 
 
 
 
 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 
知 
② 
 
 
 
 
 
☆ 
技 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
☆ 
思 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

態 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

☆思②・知②・技 自分の表したい感じと，
表すための工夫について考えながらつく
っているか，観察・ワークシート・作品等
から評価する。 

 

 

 

 
☆態 観察・ワークシートの記述・作品等
から総合的に評価する。 

地域の民謡のリズム 

【ねらい】音の高さや反復の場所を何度も試して，表したい感じやまとまりを意識して「自分なりの
地域の民謡」をつくる。 

繰り返しがあって楽しい感じだね。 

 
教師の例や他のペアの作品を示し，「やって
みたい」「できるかも」等，音楽づくりへの
期待感や見通しをもてるようにします。 

ファとシがないから日本っぽいな。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

【ねらい】地域の民謡を鑑賞して音楽の特徴と曲想との関わりに気付き，音楽をつくる見通しをもつ。

日本っぽく感じるのはどうしてかな。 

 
鑑賞した音楽を歌ったり，身体を動かしたり
するなどして要素の働きや音楽の特徴を捉
え，友と共有・共感する場を設定します。 

題材の学習問題：地域の民謡のリズムを使って，「自分なりの地域の民謡」を作ろう。 

なるほど！わたしもつくれそうかな。 

 
地域の民謡の特徴を想起させ，「音楽をつく

るときの条件」を全体で確認します。 

私の旋律は音が低くて〇〇さんは音が
高いからつなげたら楽しい感じかも。

反復の場所を変えると曲の感じが変
わるのかな？試してみたいな。 

つくった旋律を聴き合ったり演奏し
たりしていたら，くり返しがお祭りの
かけ声のように感じた。この民謡を歌っ
たり踊ったりして楽しみたいな。 

〇〇さんたちの工夫はくり返し方が
面白い。参考にして修正してみよう。

参考として示す他のペアの作品 

 
友と作品を聴き合う場面を設定し，感想を伝
え合う等して，工夫点やよさを実感できるよ
うにします。終末では，題材を通して学んだ
ことを自分の言葉でまとめます。 
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７ 図画工作・美術 

Ⅰ 本県が目指す図画工作・美術科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象や事象を，造形的な視点で捉え，意味や価値をつくりだす図画工作・美術科の学習 

例 資質・能力の把握 
・表したいことを表現できるように，立体を
把握しながら，全体と部分との関係などを
考えたり，構成を工夫したりして制作する
ことができる。  

・形や色彩，材料などの性質や，それらが感
情にもたらす効果について学習しており，
立体としての量感や動勢などを考えて制作
することができる。 

・進学を控え，自分の将来や進路についての
不安や焦りを感じている生徒が，願いや夢
の実現に向け，自分を勇気付けたり，寄り
添ってくれたりするものが欲しいと思って
いる。  

例 教材化の研究 
・表したいことに合わせて形を変えたり，組
み合わせたりしながらつくることができる
ようにする。そのために，心棒の位置によ
って粘土が付けられず，追求が進まないこ
とがないよう，新聞紙と布ガムテープを材
料にして制作していくようにすると共に，
針金や油粘土なども用いて，繰り返し発想
したり，構想したりできるようにする。 

 
 
 
 
 

例 問題解決の過程の充実 
・参考作品を鑑賞し，作者の心情や表現の意図
や工夫について考え合い，生徒がつくりたい
という願いをもてるようにする。 

・表したいことが表現できているか不安を感
じている生徒の思いから学習問題を据え，造
形的な視点を基に学習問題を解決していく
授業展開をつくる。 

・単純化や省略，強調の効果を基に，表現した
いことがより明確になるような構成につい
て，個で考えたり，友と考え合ったりする場
を設定する。 

・本時のねらいに対して振り返りを行い，成果
と次時に追求したいことを確認する。 

 

資質・能力の把握 
本題材で育成を目指す「知識及び技

能」，「思考力，判断力，表現力等」の定着
状況を，前題材までの記録から確認する。 
児童生徒の実態 
本題材に取り組む意味や価値がもて

るかを捉える。また，既習の経験を生か
せるかどうかを捉える。 

子供の視点から 

 

教材化の研究 
▶ 決め出した資質・能力の育成を目指す
には，どのような学習活動にしたらよ
いのかを考え，試行錯誤できる材料を
選定し，題材を構想する。 

▶ 教師が制作（製作）をして，指導事項
が示す内容を具体的に捉えると共に，
子供のつまずきへの支援を考える。 

教材の視点から 

 
問題解決の過程の充実 
▶ 表したいことを見付けたり，複数のアイ
デアを考えながら構想を練ったりしてい
けるよう，ICTを活用して多様な作品や写
真を参考にしたり，友と情報を共有した
りする場や，材料や用具に触れて表現で
きそうなことを考える場を設定する。 

▶ 子供の意識から，学習問題を据える場
を設定する。 

▶ 本題材で理解する造形的な視点を明確
にし，それらを子供が鑑賞したり，表現
したりする姿から取り上げ，表現を追求
する視点として位置付ける。  

▶ 材料や用具等の特徴を理解する場を設
定し，子供が理解したことを生かして発
想や構想をしたり，技能を発揮したりす
ることができるようにする。 

主体的・対話的で深い学び 
▶ 個で追求したことを，友と互いに練り合
いたくなるような展開をつくる。 

▶ 自らの変容を自覚し，次時への願いをも
てるよう振り返りの場を設定する。 

学習の過程の視点から 

中３「私の夢と共に歩む動物」の例 図画工作・美術科における教材研究のポイント 
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前脚を強調した完成作品 制作途中 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第３学年 

【題材名】 私の夢と共に歩む動物（全７時間） 

【題材の評価規準】         内容 (Ａ表現(1)ア(ｱ)，(2)，Ｂ鑑賞(1)ア(ｱ)，〔共通事項〕) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  
知作品（動物）の形の特徴が感情にも
たらす効果や，それらを基に，全体
のイメージや作風などで捉えるこ
とを理解している。 

技材料や用具の特性を生かし，意図に
応じて表現方法を追求して創造的
に表したり，制作の順序などを総合
的に考えながら，見通しをもって表
したりしている。 

 
発自分の夢や願いなどを基に表したいこ
とを具体的にし，単純化や省略，強調を
考え，創造的な構想を工夫し，心豊かに
表現する構想を練っている。 

鑑造形的なよさや美しさを感じ取り，
作者の心情や表現の意図と創造的
な工夫などについて考えるなどし
て，美意識を高め，見方や感じ方を
深めている。 

 
態美術の創造活動の喜びを味
わい主体的に感じ取ったこ
とや考えたことを基に表現
したり，鑑賞したりする学習
活動に取り組もうとしてい
る。 

【主な学習活動と評価計画】       （☆…「評定に用いる評価」、♡…「学習改善につなげる評価」） 

時 
〇学習活動 ������ �����生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 
評価方法 

知 思 態 

１
・
２ 

 
 
〇参考作品を鑑賞し，作者の願いと表現の
工夫を考え合ったり，互いの夢を語り合
ったりして，つくりたい願いをもつ。 

〇表したいことを見付けたり，アイデアスケ
ッチをしたりして，表したいことを考える。 

 
����� 

 
  
����� 
 

 
 
♡ 
知 
 

 
 
♡ 
発 
 

 
 
 
 
 
 
 

☆ 
発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
☆発表したいことを考えることができたかを，対話や

ワークシート，アイデアスケッチなどから評価する。 

３
・
４
・
５
・
６ 

 
〇ポーズを線で描いたり，新聞紙や油粘土
で立体にしたりして，表現の構想を練る。 

 
����� 
 
 
 

 
〇個々の構想に対する解決策を提案
し合い，それを生かして制作する。 

 
������ 

 
 

 
����� 
  
 
〇表したいことをより具体的にしなが
ら，立体作品を完成させる。 

☆ 
知 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
♡ 
技 
 
 
 
 
 
  
 
 
☆ 
技 

♡ 
構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆ 
構 

 
 
♡ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
☆ 
態表 

 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 
 

 
☆知・構形，量感や動勢などを基に，表したいこ

とが表れるように構想を練っているかを，活動
の姿やワークシートなどから評価する。 

☆技意図に応じた凹凸の付け方や付ける
順序などについて，ワークシートや作
品，活動の姿などから評価する。 

７ 

 
     
〇同じテーマで制作した生徒同士で
グループをつくり，表現に込めた思
い等をクイズ形式で予想し合う。 

 

�����  
 

 
 
 

 
 
☆ 
鑑 
 

 
 
 
 
 
     
 
 
☆ 
態鑑 

 

 

 
      
 
☆鑑見方や感じ方が変化した姿を，鑑賞カ
ードや活動中の発言などから評価する。 

☆態表・態鑑活動全体を通して把握し，最
後に記録などから総合的に評価する。 

 

 

題材の学習問題：夢の実現に向けて共に歩む動物は，どのような形や色彩にしたらよいだろうか。 

【ねらい】感じ取ったことや考えたことなどを基に表したいことを考え，題材の学習問題を捉える。 

 
💻💻クラウド上で，友の表したいことと 
アイデアを共有できるようにし，表した 
いことを見付けたり，複数のアイデアを 
思い付いたりできる場を設定します。 

【ねらい】表したいことがより明確に表れるよう，造形的な視点(形から感じる感情，量感や動勢
の効果)を基に，単純化や省略，強調を考え，立体を制作する。 

互いの表したいこととアイデアスケッチ
を参考に，自分の表したいことを考える 

【ねらい】友の表現の意図や工夫から表現のよさを感じ取り，見方や感じ方を深める。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

飛躍したい思いがもっと表れるよう
に，筋肉を多めに付け，前脚を強調
したらどうだろう。 

     

造形的な視点を観点に，自他の表現の意図と工夫から，
友達らしい表現のよさを捉えるよう声をかけます。 

見方や感じ方を深める 

 

参考作品から造形的な視点を整理します。 

造形的な視点を捉える 

困難を乗り越えたい思いを表す
動物は何がよいか，友のアイデ
アも参考にして考えてみよう。 

 
表したいことがより明確になるような構成に
ついて話し合い，単純化や省略，強調を考えれ
ばよいことに気付く場を設定します。 

表したいことに近づく表現になるよう，試
行錯誤しながら構成を工夫していく 

困難を乗り越え，飛躍したい思い
を「馬」に託したいけれど，どの
ように表したらよいだろう。 

もらったアドバイスを基に前脚の太
さを強調したら，全体的に力強さも
感じられるようになってきたぞ。 

Ｂさんは自分に厳しい人だと思って
いたが，本当は丸い猫に触れて心を
落ち着けながら困難を乗り越えてい
きたいのだな。表現の工夫には，作
者のその人らしさが表れるのだな。 

困難を乗り越え，飛躍したい思いを表
すために，胴体を反り，前脚を上げた
がどうだろう。友に聞いてみたい。 

 
  
造形的な視点(形から感じる感情，量感や動
勢の効果)を確認し，生徒が自分の表現に生
かせるようにします。 

造形的な視点に着目しながら，表したい
ことを基に，表現の構想を練る 
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８ 体育・保健体育 

Ⅰ 本県が目指す体育・保健体育科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

運動や健康の課題を，仲間と共に試行錯誤しながら追究し解決する 
体育・保健体育科の学習 

例 子供の実態の把握 
・用具を使ってボールを打つことは楽しいが，
思い通りにボールを操作することが難しいと
感じている。 

・ネット型の運動に共通する動きや知識の定
着，楽しさの感じ方に差があり，目指す姿の
イメージが生徒間で異なる。 

例 教材化の研究 
・ネット型において，「ボールや用具の操作と定

位置に戻るなどの動きによって空いた場所を
めぐる攻防を展開できるようにする」ための
課題を発見し，解決していくために，ボールや
用具の操作が簡易化されたダブルバウンド・
テニスは１年次に適している。 

・既習内容のボール操作「投げる」「打つ」を活
用し攻防を展開できるように，後衛は投げて
返球し，前衛は手の平に装着したラケットで
打ち（ボレー）返球する。また，空いた場所へ
の返球について課題を発見し仲間と解決する
ことができるように，バドミントンコートを
使い，ネットの高さは 50cm を基準としてゲー
ムの状況や生徒の実態に応じて調整する。 

・２年次は「空いた場所をめぐる攻防が展開でき
るように，基礎的なラケット操作技能を学ぶ
姿」，３年次は「基礎的なラケット操作技能を
活用し，空いた場所をめぐる攻防ができるよ
うに，自己やチームの課題を発見し取り組み
を工夫する姿」を目指して３年間のカリキュ
ラムを組む。 

例 単元目標の設定 
・単元のはじめに，示範映像を見てゲームイメ
ージをつかみ，試しのゲームをすることで単
元目標を共有し，達成した具体の姿に向かっ
て見通しをもって活動できるようにする。 

・試しのゲームを更に行うことで，「単元目標を
達成した姿」をより具体的にする。そして，
その姿と「現在の達成状況」を基に課題を整
理し，課題解決の見通しを生徒と共有する。 

 

資質・能力の把握 
本単元で扱う「知識及び技能」「思考

力，判断力，表現力等」の定着状況を事
前アンケート等で把握する。 
「学びに向かう力，人間性等」では，

内容のまとまりを考え，本単元で重点
的に評価する項目を明確にする。 
子供の実態の把握 
扱う運動に対する特性の捉え，興味・

関心・経験の程度等を，学習カードやア
ンケートから把握する。 

子供の視点から 

 

単元終末で目指す子供の姿の具体化 
扱う運動の楽しさと喜びを味わうた

め，各内容の既習事項を確認したり，基
礎的・基本的な知識及び技能等を決め
出したりして，単元目標を達成した具
体的な子供の姿を明確にする。 
教材化の研究 
各内容での既習事項や系統性，子供

の実態，単元終末で目指す子供の姿の
具体等を踏まえ，ルールや用具，グルー
プ編成の視点から運動を工夫する。ま
た，学びの充実につながる ICT の活用
場面を位置付ける。 

教材の視点から 

 
単元目標の設定 
▸単元目標を達成した具体的な姿につ
いて，子供と共有する場面を設定す
る。単元目標を達成した姿と現在の達
成状況を基に課題を整理し，課題解決
の見通しを共有する場面を設定する。 
主体的・対話的で深い学び 
▸課題解決の見通しをもつ，学習したこ
とを振り返る等，自身の学びや変容を
自覚できる場面を適宜位置付ける。 

▸既習の知識を明確にしながら他者や
資料と関わり，自己の考えを広げたり
深めたりする場面を設定する。 

▸自己の課題を見付け，試行錯誤を重ね
ながら，思考を深め，よりよく解決す
る学習過程を設定する。 

学習の過程の視点から 

球技：ネット型 中学校第１学年及び第２学年における 
中１「ダブルバウンド・テニス」（体育分野）の例 

体育・保健体育科における教材研究のポイント 
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←学びの充実につながるICTの 
活用場面事例 
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映像や試しのゲームを基に生徒と単元 
目標を設定します。そして，試しのゲーム
を更に 重ね，単元目標を達成した姿と現
在の 達成状況を基に課題を整理します。 

☆相手側のコートの空いた場所に，ボール
を投げたりラケット面を向けてボールを
打ったりすることができているか，練習
やゲームの様子から評価する。 

☆これまでの学習を総括的に評価する。 

 

ボールや用具の操作の習得，ボールを持た

ないときの動きの習得に向け，ポイントと

それに応じた練習方法を共有します。 

☆提示された動きのポイントやつまずき
の事例を参考に，仲間の課題や出来映え
を伝えているか，発言や学習カードへの
記述から評価する。 

Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第１学年 

【単元名】 「ダブルバウンド・テニス」（全 10 時間） （E 球技・ネット型） 

【単元の評価規準】(第１学年及び第２学年「球技」における 第１学年「ネット型」の評価規準) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
①球技には，集団対集団，個人対個人で攻防を展開し，

勝敗を競う楽しさや喜びを味わえる特性があること
について，言ったり書き出したりしている。 

②相手側のコートの空いた場所に，ボールを投げたりラ
ケット面を向けてボールを打ったり（ボレー）するこ
とができる。 

③プレイを開始するときは，各ポジションの定位置に戻
ることができる。 

①提示された動きのポイン
トやつまずきの事例を参
考に，仲間の課題や出来
映えを伝えている。 

②提供された練習方法か
ら，自己やチームの課題
に応じた練習方法を選ん
でいる。 

①マナーを守ったり相手の
健闘を認めたりして，フェ
アプレイを守ろうとして
いる。 

②練習の補助をしたり仲間
に助言したりして，仲間の
学習を援助しようとして
いる。 

【主な学習活動と評価計画】 （☆…「評定に用いる評価」，↓…「個別に評価し，改善が見られた生徒については再度評価を行う」） 

時 
〇学習活動 ������ �����生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 
評価方法 

知 思 態 

１
・
２ 

 

 

💻💻映像を見て試しのゲームを行い，
目指す姿を確認する。 

 
������ 

 

 
 
 

 

 

 

 

☆① 

 

 

 

 

  

 

３
・
４
・
５
・
６ 

 

 

〇課題解決のポイントや方法を共有

し，全体で課題を追究する。 

 
����� 

 

 

 
������ 
 

 
����� 

 

 

������ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

☆② 

 

 

 

 

☆③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆① 

 

 

 

 

 

☆① 

 

７

・

８

・

９ 

・

10 

 

 

💻💻チームの課題を追究する。 

����� 
 

〇単元のまとめをする。 

 
������ 

 

 

 

 

 

 

☆② 

 

 

 

 

☆② 

 

 

 

後衛が相手を動かして空いた場
所をつくり，そこに前衛がボレ
ーをし，協力して得点している。 

【ねらい】示範映像を見たり試しのゲームを行ったりすることを通して，単元終末で目指す姿を 
明確にして単元目標を設定するとともに，課題解決の見通しをもつ。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

空いた場所にボレーできないか
ら，撮影して面を確認しよう。 

様々なショットを使い分けて,
前後左右に相手を動かし，空い
た場所を作り出せばよさそう
だ。 

 

できるようになった動き，見付けた動き

のポイントや分かったこと，チームの 

仲間との関わり合いのよさを自覚・実感

できるように学習カードにまとめます。 

自己の学びや変容を自覚する 

空いた場所にボレーをするため
に，動画のようにラケットの 
面を意識すればよさそうだ。 

ボレーをするために，味方の
後衛が投げた場所に応じて，
位置や動き出しのタイミングを
変えればよさそうだ。 

自分のコートに空いた場所を 
作らないために，前衛と後衛の
位置を確認すればよさそうだ。 

手前に投げて相手を前に動か
すと，後ろに空いた場所が 
でき，そこにボレーができた。 

 

付箋ツールや作戦ボードを活用し，役割

や定位置について全体で共有し追究す

る。そこからペアやチームの課題を明確

にし，その課題を解決するための練習 

方法を選択し追究できるようにします。 

課題解決に向けて協働的に学ぶ 

総括的な 
評価 

単元目標：前衛と後衛が協力をし，相手を動かして空いた場所をつくり，返球しよう。 

【ねらい】単元目標を達成した姿と現在の達成状況を基に整理した課題について，課題解決の 
ポイントや方法を共有し，空いた場所をつくるための基礎的・基本的な技能を習得する。 

【ねらい】チーム対抗戦をし，チームの課題解決
に向けた練習の成果を確認する。 
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９－(1) 家庭，技術・家庭（家庭分野） 

Ⅰ 本県が目指す家庭，技術・家庭（家庭分野）の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

生活をよりよくしようと工夫し創造する資質・能力を育む家庭科，家庭分野の学習 

例 子供や家庭，地域の実態把握 
・子供たちは，既習の知識や生活経験などか
ら，食事は健康に生活するために必要なもの
だと漠然と捉えている。 

・保護者に「献立を立てるときに大切にしてい
ること」などについてアンケートをとり，家
庭の食事の実態を把握する。尚，アンケート
はクラウドを用いて任意かつ匿名で行うな
どし，回答の内容の扱いにも十分配慮する。 

例 生活の課題発見  
・前題材の実習で作った 
「ご飯とみそ汁」の写真 
と給食の写真を比較した 
り，保護者アンケートの 
結果を見たりする場面を 
位置付ける。栄養教諭や保護者が，健康を考
えて栄養のバランスのよい献立を工夫してく
れていることに気付けるようにしたい。さら
には，栄養の視点からみそ汁の実やおかずを
検討することによって，よりよい献立にした
いという願いをもてるようにする。 

例 実践活動の評価・改善 
・献立について考えたことや工夫したことを振
り返り，友と見合う活動を位置付ける。献立
作成の目的や工夫を振り返る中で，各自の家
庭での実践意欲につなげられるようにした
い。 

子供や家庭，地域の実態把握 
子供の家庭生活の状況，生活経験の有

無などにより，子供の興味・関心，知識
や技能は様々なことから，内容に関する
子供や家庭，地域の実態を的確に捉え
る。 

子供の視点から 

教材化の研究 
この題材を通して，生活の営みに係る

見方・考え方を働かせ，生活をよりよく
しようと工夫する資質・能力を育成する
ことができるか考える。 
他の内容との関連 
Ａ～Ｃまでの各内容項目や指導事項

の相互の関連を図って題材を構成し，効
果的な学習が展開できるよう配慮する。 

題材の視点から 

 
家庭分野の学習過程 
次のような学習過程を通して，課題

を解決する力を養う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
家族や家庭，衣食住，消費や環境など

に係る生活事象を，「協力・協働」「健康・
快適・安全」「生活文化の継承・創造」
「持続可能な社会の構築」等の視点で捉
え，よりよい生活を営むために工夫す
る。 

学習の過程の視点から 

小５または小６「私も献立マイスター」の例 家庭科における教材研究のポイント 

  

学

習

指

導

要

領

に

示

さ

れ

た

目

標

及

び

内

容

を

確

認

す
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例 教材化の研究 
・家族の誰のための献立なのかを明確にした上
で,健康の視点から，栄養のバランスを考慮し
たご飯とみそ汁を使った１食分の献立を考え
る場面を設定する。この時，色どりや味のバ
ランスにも配慮できるようにしたい。  

・本題材でみそ汁を献立の一つに加えた理由
は，献立を見直す場面で，みそ汁に入れる実
を増やすことで献立の改善を考えやすいから
である。 

 
・。 
 
 
 

▶生活の課題発見 

▶解決方法の検討と計画 

・知識及び技能の習得，計画の作成 

▶課題解決に向けた実践活動 

・知識及び技能を活用した実践活動 

▶実践活動の評価・改善 

 

あ▶家庭・地域での実践 

 

【アンケートの 
テキストマイニング】 

「部活を頑張る姉
の献立」を考えよ
う。主菜は何がい

いかな。 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第５学年または第６学年 

【題材名】 「私も献立マイスター」（全６時間） 

【題材の評価規準】                            内容 Ｂ(3)ア，イ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
① 体に必要な栄養素の種類と働き

について理解している。 
② 食品の栄養的な特徴が分かり，料

理や食品を組み合わせてとる必
要があることを理解している。 

③ 献立を構成する要素が分か
り，１食分の献立作成の方法
について理解している。 

１食分の献立の栄養バランスにつ
いて 
①問題を見いだして課題を設定している。 
②考え，工夫している。 
③実践を評価したり，改善したりし

ている。 
④課題解決に向けた一連の活動に

ついて，考えたことを分かりやす
く表現している。 

家族の一員として，生活をより
よくしようと，栄養を考えた食
事について 
①課題の解決に主体的に取り
組もうとしている。 

②課題解決に向けた一連の活
動を振り返って改善しよう
としている。 

③生活を工夫し，実践しようとし
ている。 

【主な学習活動と評価計画】    （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 〇学習活動 ������ �����児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ 

 

 

〇問題を見いだし，課題を設定する。 
 
������ 
                   
 
 
������ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

① 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
☆発言やカードの記述などから「栄養 
のバランスのよい献立の作成につい
て問題を見いだして課題を設定して
いるか」を評価する。（思①） 

２

・

３

・

４ 

 

○栄養素の種類と主な働きを調べたり，食
品をグループ分けしたりしながら，必要
な知識を身に付ける。 

💻💻栄養教諭とともに，学校給食に使われて
いる食品を三つのグループに分ける。 

〇家族の健康を考えた献立を工夫する。 

������ 

 

 

♡ 
① 
② 
③ 

 

 
 
 
 
 
 
☆ 
② 

 

☆ 
① 
 
 
 
 
☆ 
② 

 
 
 
 
 
 
 
☆カードの記述から「家族の健康を考
えた１食分の献立を考え，工夫してい
るか」を評価する。（思②） 

５

・

６ 

 
 
〇献立を見合い，栄養のバランスを考えた
家族のための献立になっているか見直
し，改善することができる。 

������  
  
                

����� 
 
〇題材全体を振り返る。 
������  
 

����� 
 
 

 

 

 

 

 

☆ 

①

② 

③ 

 

 

☆ 

③ 

 

 

 

 

 

☆ 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

③ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
☆カードの記述から「よりよい生活を
目指して学習を生かして頑張ろうと
しているか」を評価する。（態③） 

 

題材の学習問題：家族の健康を考えた献立にするには，どうしらよいのだろうか。 

【ねらい】食生活について問題を見いだし，課題を設定する。 

【ねらい】献立を発表し合い，評価・改善し，新たな課題を見付ける。 

取組の具体例 

授業改善の視点 

野菜炒めに厚揚げを加えたら，栄
養のバランスがよくなったよ。 

【ねらい】栄養を考えた食事についての知識を身に付け，1 食分の献立を工夫することができる。 

親は,家族の健康を考えて献立を立て
てくれているのね。私も家族のための献
立を考えてみたい。 

 

💻💻

 
💻💻付箋ツールを使って献立の工夫点
などを観点（栄養のバラン 
スや色どり，味のバランス 
等）ごとに分類し，見合っ 
て改善につなげます。

 
「健康」の視点から，献立作成で考え
たことや工夫したことを発表し合い，
一連の学習を振り返ります。 

部活を頑張る姉のために，栄養のバラ
ンスのとれた献立を考えよう。 

野菜炒めに合う赤のグループの食品
を調べて，付け足したらどうかな？ 

 

💻💻端末内に保存されている主食·主菜
·副菜カードを組み合わせ，食品を三
つのグループに分けて確認します。

赤のグループがまだ少ないよ。献立の
主菜を変えた方がいいのかな？ 

「ご飯とみそ汁」に主菜を加えたり，材
料を入れ替えたりして，家族のための
栄養のバランスのよい献立ができた。
今度の休みの日に調理してみたいな。 

栄養のバランスのよい献立を立てるため
に，給食の先生はどんな工夫をしているの
か調べるといいかもしれないな。 
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９－(2) 技術・家庭（技術分野） 

Ⅰ 本県が目指す技術分野の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実               ※１〜３は次ページに対応しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自ら学びを調整しながら持続可能な社会に向けて技術を最適化する技術分野の学習 

例 資質・能力の育成 
１年生の最初の授業で３年間の技術の学習

について見通しを立てる中で，生活や社会を
支えている材料と加工の技術についての関心
や，ICT 機器の活用を含めたここまでの学習
経験等を的確に捉える。※１ 

例 技術分野の学習過程 
・題材を通して働かせる見方・考え方 

身の回りの製品の仕組みや開発の経緯等か
ら気付かせた技術の見方・考え方を働かせて，
問題を見いだして課題を設定し，自分なりの解
決策を構想し最適化していく。 
・題材を通して追究できる課題の設定 

生徒が課題の解決策となる製作品の大き
さ，形状，構造などを使用条件や加工方法の制
約条件に基づいて構想し，設計や計画を具体化
させていく。 
・設計と計画を常にアップデートする 

学習過程の中で，有効に ICT を活用するこ
とで，生徒が自ら情報を収集し，整理・分析し
ながら友だちの意見も参考にして，設計や計画
を常にアップデートしていく。 
 
＜紹介する事例の場面＞ 
情報の収集 
整理・分析 
まとめ・表現 

 

資質・能力の育成 
３年間の指導計画を見通した上で，

生徒がどのような資質・能力を身に付
けているか把握する。 
ICT の活用経験 
本題材で使用する ICT 機器やクラウ

ドの活用経験について把握する。 

子供の視点から 

 

題材の研究 

・生活や社会の中の様々な問題解決に

向けて，知識や技能を活用して解決

方法を考えるなど，学んだことを実

際の生活の中で生かすことができる

力を育てるために，生活や社会の中

から問題を見いだし解決していく題

材展開を計画する。 

・よりよい生活や持続可能な社会を構

築する資質・能力を育成するため

に，技術を評価し，選択，管理・運

用，改良，応用について考える題材

を構想する。 

題材の視点から 

 
技術分野の学習過程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・学習過程は，一方向に進むものではな
く，生徒の学習状況に応じて，過程の
評価と修正を繰り返し行う。 

・ICT 端末と学習形態を工夫し，個別最
適な学びと協働的な学びの一体的な
充実により，「主体的・対話的で深い
学び」の視点から授業改善に取り組
む。 

学習の過程の視点から 

中学校１年「あったらいいなを形に！ 
誰かが幸せになるものづくり」の例 

技術分野における教材研究のポイント 

  

学

習

指

導

要

領

に

示

さ

れ

た

目

標

及

び

内

容

を

確

認

す

る 

▶ 既存の技術の理解 
▶ 課題の設定 

↓過程の評価と修正↑ 
▶ 技術に関する科学的な理解に基づい
た設計・計画 

↓過程の評価と修正↑ 
▶ 課題解決に向けた製作・制作・育成 

↓過程の評価と修正↑ 
▶ 成果の評価 
▶ 次の問題の解決の視点 

例 題材の研究 
・生徒が主体的に問題を見いだし課題を設定
できるように，生徒が身近に感じられる家
庭や学校での不便さなどに注目できる題材
を設定する。※２ 

・１年生の発達の段階に配慮して「生活」に
着目した課題の解決を通して「生活や社
会」へ視点を広げられるように題材展開を
計画する。 

・３年生で技術を評価し，新たな発想に基づ
いて改良，応用して課題を解決できるよう
に，１年生では技術を評価し，適切に選
択，管理・運用することを中心に題材を構
想する。※３ 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第１学年 
【題材名】 「あったらいいなを形に！誰かが幸せになるものづくり」（全 20 時間） 
【題材の評価規準】 内容 Ａ 材料と加工の技術(1)～(3) 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
材料と加工の技術についての科学的
な原理・法則や基礎的な技術の仕組み
等について理解するとともに，製作に
必要な図をかき，安全・適切な製作や
検査・点検等ができる技能を身に付け
ている。 

生活の中から材料と加工の技術に関
わる問題を見いだして課題を解決す
る力を身に付けているとともに，より
よい生活の実現を目指して材料と加
工の技術を評価し，適切に選択，管理・
運用する力を身に付けている。 

よりよい生活や社会の実
現に向けて，課題の解決に
主体的に取り組んだり，振
り返って改善したりして，
材料と加工の技術を工夫
し創造しようとしている。 

【主な学習活動と評価計画】    （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 〇学習活動 👧👧 👦👦生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１
・
２ 

〇３年間の学習の見通しをもつ。※１ 

 

 

 

〇身の回りで使われている材料の特

性や加工方法について調べ，製品に

込められた工夫を探す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

♡ 

 

 

 

 

♡ 技術についての関心を把握する。 

 

 

 

☆調べ学習レポートなどから，工夫の読み

取りや，材料と加工の「技術の見方・考

え方」に気付いているかを評価する。 

 

 

 

 

３
～
19 

 

 

〇誰かの「困った」から生活における

問題を見いだし，課題をもつ。※２ 

 

 

 

 

〇使用できる材料等の条件から解決

策を考え，設計図をかく。 

〇設計図を基に製作品を作る。 

💻💻クラウドを使って， 

① 動画等で必要な情報を探す 

② やってみたことを共有する 

〇完成した製作品について，製作品や

解決過程の修正・改善を考え，完成

レポートにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

☆課題設定シートから問題を見いだし課

題を設定できているかを評価する。 

♡ 設計レポートから設定した課題から解

決策を具体化できているか評価する。 

☆作業記録シートから安全・適切に製作

できているか評価する。 

 

 

 

 

 

☆作業記録シートや完成レポートから自

分の解決過程を振り返り，改善・修正

しようとしているか評価する。 

20 

 
 
 
〇社会からの要求，安全性，機能性等に

着目して折り合いをつけて，材料と
加工の技術の最適化について考え，
発表する。※３ 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
☆ 

 
 
 
 

 
 
 
☆発表内容から，生活や社会の中で，材料
と加工の技術がどのように最適化され
ているか考えられたか評価する。 

           

技術者たちは社会からの要求，
安全性，機能性等を考えて， 
より良い製品を作っているね。

【ねらい】私たちの生活を便利にするために開発された製品の仕組みを理解し，工夫を読み取る。 

【ねらい】生活における問題を見付け課題を解決する力や，解決策を実現するために必要な理解の
深化や技能の習熟を図る。 

 

生徒がお互いの考えを共有したり，技術の開発者が設計

に込めた意図を読み取ったりする活動を設定します。 

 

💻💻事前にアップロードした動画を，生徒が必要に応

じて繰り返し見られるようにします。加えて，技能に

関する評価の観点も示し追究を支援します。 

【ねらい】生活や社会の中にある「困った」を解決している材料と加工の技術の最適化を進める
とともに，技術を評価し，適切な選択と運用の仕方について考える。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

材料の性質や特徴だけではなく，
コストが高くないか，長く使える
か，環境にやさしいか等をトレー
ドオフすることが大切だね。 

机の上を整理できるちょうどい
いサイズのラックを作りたい。 

題材の学習問題：日常生活の「困った」を材料と加工の技術で解決しよう。 

💻💻クラウド上で，レーダーチャートを用いて折り合
いをつけていく過程を視覚化し，最適化の根拠を示し
て発表できるように支援します。 

👧👧 

👦👦 

👧👧 

♡ 

♡ ♡ 

👧👧 

丈夫さも大事だけどスッキリし
たデザインにしたいな。 

♡ 

💻💻 
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10 外国語活動 
Ⅰ 本県が目指す外国語活動の授業  

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体験を通して，互いの考えや気持ち等を伝え合うことの楽しさに気付く外国語活動 

例 児童の興味・関心を把握する 
・ALT が児童に学校内のお気に入りの場所を 

尋ねる際，児童の学校生活をよく知っている
学級担任が，校庭や体育館，音楽室等の場所
を絵や写真で示して英語で聞かせたり，児童
の興味を引き出したりすることで，児童が 
意欲をもって英語で答えられるようにする。 

例 伝え合う目的や必然性のある場面 

・「学校のことをより知りたいから,みんなの 

お気に入りの場所を教えてほしい」と ALT か

ら児童に伝えてもらうことで，目的をもって 

やり取りすることができる場面を設定する。 

例 自分のこと，身近で簡単なこと 

・「This is my favorite place. I like music!」と

伝えた児童に学級担任や ALT が「Do you 
play the piano?」と尋ねると，元気よく「Yes!」
と答える等，自分に身近な話題についてやり

取りすることで，慣れ親しんだ表現を用いて

自分のお気に入りの場所を伝えられるように

する。 

 

児童の興味・関心を把握する 
児童の学校生活・生活経験・他教科での

学びの姿から，児童の興味・関心を単元の
題材と結び付けるようにする。 
英語で伝え合える達成感 
教師や ALT のサポートを受けながら，

英語で質問できた，質問に答えられた等の
達成感を味わうことができるようにする。 

子供の視点から 

 

伝え合う目的や必然性のある場面 
児童にとって身近で具体的な場面を 

設定し，「相手意識（誰に）」「目的意識 （何
のために）」をもって，質問したり，答え 
たりする必然性のある活動を設ける。 
自分のこと，身近で簡単なこと 
自分のことや身の回りの物等，身近で

簡単な事柄について，児童が慣れ親しん
だ簡単な語句や基本的な表現を用いて
伝え合うことができる題材を選ぶ。 

教材の視点から 

 
聞く活動の設定と視覚的支援 
中学年で英語に初めて触れることを 

踏まえ，まず聞く活動を十分に設け，やり
取りの内容等を聞いて理解する。また 
「聞いて分かった」という喜びを味わえる
よう，慣れ親しんだ別の語句や表現に言い
換えたり，動作やイラスト，写真を添えた
りするなどして，理解を促す支援をする。 
表現の工夫や相手への配慮 
 相手の様子に応じた表現・声量等の 
工夫や反応を返しながら聞く等，目的や
場面，状況等に応じて表現する姿を認め
たり，クラス全体で共有したりする。 
体験を通して達成感を味わう場の設定 
慣れ親しんだ英語を使ってやり取りす

る体験を通して，互いの考えや気持ち等を
伝え合う楽しさを味わう。中学年で，英語
を用いて伝え合うことを十分に経験し，そ
の楽しさを知ることが，高学年以降の外国
語学習への意欲を高める。 

学習の過程の視点から 

小４ Let's Try !２ Unit８ 
「This is my favorite place.」の例 

外国語活動における教材研究のポイント 

  

学
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例 聞く活動の設定と視覚的支援 

・単元の初めに，児童は，ALT が 

学級担任に自分の母校について 

紹介するやり取りを聞く。その 

後，ALT に自分の学校について 

尋ねられた学級担任が，「This is my favorite 
place. Music room!」等，お気に入りの場所を

伝えているやり取りを聞く場面を設定する。 

・その際，学級担任と ALT は，表情や身振り，

イラストや写真等を示しながら英語でやり取

りすることで，児童がそれらを手がかりにし

て，聞こえてきた英語と内容を結び付けなが

ら場面を理解することができるようにする。 

例 体験を通して達成感を味わう場の設定 

・ALT の「Oh, you like music room. Me too! 
Let’s go to the music room.」等の反応を聞い

たり，実際にその場所へ行って，友達とお気に

入りの場所等を伝え合ったりする体験的な活

動を通して，相手に英語で「伝えられた」とい

う達成感を味わうことができるようにする。 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第４学年 

【単元名】 Let's Try !２ Unit８ This is my favorite place.（全５時間） 

【単元の評価規準】 話すこと［やり取り］ウ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

教室の名前や道案内の仕方，好き
な場所やその理由等について，Turn 
right.や This is my favorite~.等を
用いて自分が気に入っている学校
内の場所に案内したり，その場所に
ついて尋ねたり答えたりすること
に慣れ親しんでいる。 

ALT や友達に学校内の自分
のお気に入りの場所を知って
もらうために，その場所への 
道順や自分が好きなこと，その
理由等を尋ねたり答えたり 
して伝え合っている。 

ALT や友達に学校内の自分
のお気に入りの場所を知って
もらうために，その場所への 
道順や自分が好きなこと，その
理由等を尋ねたり答えたり 
して伝え合おうとしている。 

【主な学習活動と評価計画】       （☆…「評定に用いる評価」、♡…「学習改善につなげる評価」） 

時 〇学習活動 👧👧 👦👦児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１ 

 
 

〇ALT の母校紹介や，学級担任と ALT

の学校内のお気に入りの場所に 

ついてのやり取りを聞き，学校内の

場所や教室名の言い方を知る。 

 

 
 
👦👦 
  
 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 
 

♡ 学級担任はイラストや写真等を示し 
ながら，やり取りの内容を英語で再度 
聞く場面を設け，ALT の願いを理解 
できているか，児童の様子を捉える。 

２
・
３ 

 

 

〇ALT や友達と共に実際に学校内を 

歩き，教室名を発音したり，学校内

の地図を基に道順を伝えたりする。 

 👧👧 
 
〇チャンツ等で教室名や道順を伝える

表現や音の特徴に慣れ親しむ。 

 👧👧  

 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 
 

♡ 必要な表現等を何度も聞く場面を設けた

り，児童のやり取りで使われていたよい 

表現や内容を全体で紹介したりして，児童

の発話が増えているかどうかを把握する。 

４
・
５ 

 
 

〇ALT や友達に自分のお気に入りの 

場所や道順，その理由等について写真

や地図等を見せながら伝え合う。💻💻 

👦👦 
 
 
 
 

👦👦 
 

 

☆ ☆ ☆ 

 

 

 

 

 

 

☆お気に入りの場所や道順，理由等を，慣れ

親しんだ表現を使って，相手に伝わる 

ようゆっくり話したり，質問したりする

やり取りの様子を観察し，評価する。 

Unit Goal：学校内で，自分のお気に入りの場所を ALT の先生や友達に伝えよう。 

【ねらい】ALT から母校（海外の学校）についての紹介を聞く中で，「学校であなたのお気に入り 
の場所を教えてほしい」という ALT の願いを知り，単元の言語活動の見通しをもつ。 

【ねらい】友達や ALT と互いの考え等を何度も伝え合うことを通して，教室の名前や道案内の 
仕方，理由等を尋ねたり答えたりする表現に慣れ親しむ。 

 

ALTと教師のやり取りを聞いてALTの願い

を理解し，単元を通して学校内のお気に

入りの場所を ALT に伝えたいという願い

をもつことができるようにします。 

取組の具体例 

授業改善の視点 

左を指差しながら“Turn left.”と 
言うと相手にも伝わりやすいな。 

 

ALT や学級担任の話，教科書の登場人物の

好きな場所の紹介等を聞く活動を位置 

付け，音声で聞いた表現を使って，教師や

友達とやり取りをする機会を設けます。 

OK! Straight! 

 

💻💻お気に入りの場所を写真や動画で 

撮影し，それらを見せながら具体的に

話し方の工夫等を示します。 
Go straight. Straight, OK?  

 Oh, you like cooking! 

This is my favorite place. 
Cooking room! 

👤👤
ALT 

👤👤
ALT 

👤👤
ALT 

“Turn” “Straight”が少しずつ
言えるようになってきた。 

【ねらい】単元を通して慣れ親しんできた表現を用いて，自分のお気に入りの場所やその道順を  
英語で相手に伝えられた喜びを味わう。 

学びの充実につながる 

ICTの活用場面事例 → 

(話すこと［やり取り］ 

における活用場面) 

僕は「調理室」だな。だって， 
僕は料理が大好きだから。 

This is my school. I like lunch 
time. This is my favorite place. 
Cafeteria. How about you?  
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11 外国語 

Ⅰ 本県が目指す外国語科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目的や場面，状況等に応じて自分の考えや気持ちを表現し合う外国語科の学習 

例 単元目標の共有 
・ALT の知人が書いた手紙の内容から絶滅の 

危機に瀕している動物の存在を知り，絶滅 
危惧種を守るための日本での取組や自分自
身の意見を求められていることを理解する。
そして，ALT の知人に向けて英語で返事を書
いて自分の考えなどを適切に伝えることを
単元の目標とする。 

・本単元が CAN-DO リストの「書くこと」に
おける学習到達目標（次頁【単元の評価規準】）
の達成状況を把握する単元であることを確認
した上で，単元終末に「書くこと」の言語 
活動を行うことを事前に生徒と共有する。 

例 思考力，判断力，表現力等の育成 

①近年コアラが絶滅危惧種に選定されたオー
ストラリア在住の ALT の知人から，絶滅 
危惧種を保護するための日本での取組や中学生
の意見を尋ねられていることを理解する。 

②日本での取組や自分の考えについて，英語で
手紙の返事を書くという見通しをもつ。 

③教科書本文等から，自分が伝えたい内容を決め
出し，その内容について友と口頭でやり取り 
する。そのやり取りを基に書く活動を，単元を
通して繰り返し，内容を深めていく。 

④自分の書いた文章について，要点が明らかで
読み手にとって読みやすく分かりやすいか，
問いの答えとなっているかといった視点で
友とアドバイスし合い，推敲していく。 

 
単元目標の共有 

CAN-DO リストを基に設定した単元
目標を児童生徒と共有することで，児童
生徒が英語を用いて何ができるように
なるのか，見通しをもって学習に取り 
組めるようにする。 
新たな語句や表現への気付き 
小学校で「聞くこと」「話すこと」を軸

に学んできたことに配慮しながら，一方的
に教師が説明するのではなく，語句や 
表現が使われる場面を示し，言語活動を
通して生徒の気付きを促す指導をする。 

子供の視点から 

 

題材と言語活動の関連付け 
コミュニケーションを行う目的や場面，

状況等に応じて，「必要な情報」「概要」 
「要点」を捉える活動を行う際は，児童 
生徒が聞いたり読んだりする教科書等の 
題材にそれらが含まれているかを十分に
吟味した上で，言語活動を構想する。 
他教科等のつながり 
題材への興味・関心を高めるために， 

他教科等で学習したことを活用したり 
学校行事で扱う内容と関連付けたりする。 

教材の視点から 

 

思考力，判断力，表現力等の育成 

以下のような流れで，既得の知識や 

経験と，新たに得られた知識を言語活動で

活用することにより，児童生徒の思考力，

判断力，表現力等を高める。 

①設定されたコミュニケーションの 

目的や場面，状況等を理解する。 

②目的に応じて情報や意見などを発信

するまでの方向性を決定し，コミュニ

ケーションの見通しを立てる。 

③目的達成のため，具体的なコミュニ 

ケーションを行う。（言語活動の設定） 

④言語面・内容面で自ら学習のまとめと

振り返りを行う。（中間指導後の言語

活動の設定） 

学習の過程の視点から 

中３「New Horizon３ Unit３  
Animals on the Red List」の例 

外国語科における教材研究のポイント 
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例 題材と言語活動の関連付け 

・ALT の知人の手紙には，書き手が何を求めて
いるかが明確に分かるようにし，それを読み
取ることで生徒が要点を捉えることができる
ようにする。 

・ALT の知人の問いに答えるために，生徒が 
絶滅危惧種の保護について教科書の題材 
から現状や原因，取組などの必要な情報を 
読み取ったり，その内容について自分の考え
や気持ちを伝え合ったりするなど，題材を 
関連させながら言語活動に取り組むことが
できるようにする。 

←学びの充実につながるICTの 
活用場面事例 

（単元の目標を設定する場面） 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第３学年 

【単元名】 New Horizon３ Unit３ Animals on the Red List（全９時間） 

【単元の評価規準】 書くこと ウ 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
＜知識＞ 
It is … (for＋(人など))＋to＋動
詞の原形等を用いた文の構造を
理解している。 
＜技能＞ 
絶滅危惧種の保護について，It is 
… (for＋(人など))＋to＋動詞の
原形等の簡単な語句や文を用いて
書く技能を身に付けている。 

絶滅危惧種の保護について，
ALT の知人の問いかけに適切に
答えるために，事実や自分の 
考えを整理し，簡単な語句や 
文を用いてまとまりのある文章
を書いている。 

絶滅危惧種の保護について，
ALT の知人の問いかけに適切に
答えるために，事実や自分の 
考えを整理し，簡単な語句や 
文を用いてまとまりのある文章
を書こうとしている。 

【主な学習活動と評価計画】       （☆…「評定に用いる評価」、♡…「学習改善につなげる評価」） 

時 
〇学習活動 👧👧 👦👦児童生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 
評価方法 

知 思 態 

１ 

 

 

〇ALTの知人からの手紙を読み，問われて

いる内容を理解する。 

👦👦 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２
・
３
・
４
・
５
・
６
・
７ 

 

 

〇教科書本文から必要な情報を読み 

取り，内容について友とやり取りする。 

👦👦 
 

👧👧 

 
💻💻 音 声 メ モ に や り 取 り の 内 容 を 
 保存し，それを基に手紙の返事を
 書いていく。書いた文章はクラウド
 上に保存する。 

〇手紙の返事の内容を整理する。 

💻💻 クラウド上で文章を更新していく。 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

・ 

９ 

 

 

○ALT の知人に手紙の返事を書く。 

💻💻 同時共同編集のコメント機能を
 使い，友とアドバイスし合う。 

👧👧 
 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

【ねらい】 ALT の知人に手紙の返事を書くために，英文から必要な情報を読み取ったり，その 
内容について友とやり取りしたりすることを通して，事実や自分の考えを整理する。 

☆生徒が書いた手紙の英文について，言語

面の正確さと表現内容の適切さの両面 

から評価し，必要に応じて中間指導を 

行う。評価は記録に残す。 

 
単元終末に向けて，口頭で十分にやり取りし
た上で書く活動を繰り返し位置付けます。 

言語活動に繰り返し取り組む 

【ねらい】 絶滅危惧種の保護について，自身の伝えたいことを適切に表現し，ALT の知人に 
手紙の返事を書く。 

I didn’t know that people hunted
ibises for their beautiful feathers. 

 

互いの文章を読んで，言語面と内容面 

からアドバイスし合い，推敲する時間を

設定します。 

友と，表現と内容について考える 

Unit Goal：絶滅危惧種を守ることについて ALT の知人に手紙の返事を書こう。 

コアラが絶滅危惧種に選定 
されたことは知らなかった。 
手紙の返事には，日本での 
取組の様子や自分の考えを 
英語で書いて伝えたい。  

【ねらい】 絶滅危惧種の保護について，事実や自分の考えを整理し，ALT の知人に手紙の 
 返事を書くことを理解する。 

 

・書き手が何を求めているかについて全体 
で共有します。  

・日本の絶滅危惧種や保護するための取組 
について調べ，身近でも起こっている問題
であることに気付く場面を設定します。 

興味・関心をもって学習の見通しをたてる 

 
ALT の知人の問いかけに対して適切に 
答えることができるように，知人からの
手紙を読み返すように促します。 

目的や場面，状況などを意識する 

 ♡ 手紙の返事を書くために必要な表現を
身に付けたり，自分の考えや気持ちを
表現できたりしているかを言語活動の
取組の様子から評価し，支援する。 

And we people destroyed their 
environment. I’m sad. 

取組の具体例 

授業改善の視点 

Many kinds of animals are on 
the Red List in Japan. Toki is 
one of them. Now people in 
Ishikawa made rules to live 
with Toki and protect them. I 
want to make rules for animals 
in my town. I try to do my best. 
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12 特別の教科 道徳 

Ⅰ 本県が目指す道徳科の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自己を見つめ，物事を多面的・多角的に考え， 
自己の（人間としての）生き方についての考えを深める道徳科の学習 

例  終末の子供の姿を明らかにする  
 元さんの思いやりと動物園の規則を尊重
することの両面の大切さを考えながらも，
規則には全ての人々が安心して生活できる
ようにするための意味が込められているこ
とに気付くだろう。 
さらに自分を重ねて考える中で，実際に

規則を遵守することの難しさを感じて葛藤
しつつも，社会の一員として共に生きてい
くためには，注意や罰を受けないために規
則を守るという他律的な捉え方を越えて，
みんなの権利を尊重したいから規則を守る
というように，自律的な捉え方につなげて
いくだろう。 

例  道徳的価値の研究  
 学習指導要領解説を基に，手がかりとす
る内容項目「遵法精神・公徳心」について
理解する。その上で，本時では，自他の権
利を尊重し合い，義務を果たして，規律あ
る安定した社会の実現に努めることを道徳
的価値として迫りたい。 

例  教材の活用  
 二通の手紙を見比べている元さんが考え
ていることを，多面的・多角的に考えるこ
とを通して，規則がもつ「全ての人々が安
心して生活できるようにするため」という
意義に気付けるようにする。 

例  生き方についての考えを深める終末  
終末に至るまでの展開を踏まえて，ねら

いとする道徳的価値にさらに迫るための
きっかけとなる発問をする。「規則は何の
ためにあるのだろう」といった問題意識に
立ち返るなど，学習を通して考えたことや
新たに分かったことを確かめ，人間として
の生き方についての考えを深める。 

 

 子供の実態を把握する  

ねらいとする道徳的価値に関わる子

供の実態について，肯定的な面やそれを

さらに伸ばしていこうとする観点から

の積極的な捉え方から把握する。 

 終末の子供の姿を明らかにする  

終末の子供の具体の姿を想像して，本

時ねらう道徳性を構成する諸様相（道徳

的判断力，道徳的心情，道徳的実践意欲

と態度）から明らかにする。 

子供の視点から 

 

 道徳的価値の研究  

手がかりとする内容項目について学

習指導要領解説に基づいて理解し，ね

らいとする道徳的価値について明確な

考えをもつ。 

 教材の活用  
授業者の意図，生徒の実態を基に，

自己を見つめ，物事を多面的・多角的
に考えることができるよう，教材の中
心的に考えていきたい場面など，活用
の仕方を明らかにする。 

教材の視点から 

 
 問題意識をもつ導入  

ねらいとする道徳的価値について，

子供がこれまでの生き方を振り返り，

問題意識をもつことができるようにす

る。 

 多面的・多角的に考える展開  

自他の思いや考えを交流する中で 

・道徳的価値の大切さ(価値理解) 

・実現できない人間の弱さ(人間理解) 

・感じ方は多様であること(他者理解) 

を考え，自己理解を深められるように

する。 

 生き方について考えを深める終末  

道徳的価値の意義を理解し，よりよ
い生き方の実現への思いや願いを深め
られるようにする。 

学習の過程の視点から 

中３ 主題名 規則は何のために 
 教材名 「二通の手紙」の例 

道徳科における教材研究のポイント 

  

学

習

指

導

要

領

に

示

さ

れ

た

目

標

及

び

内

容

を

確

認

す

る 

   ←学びの充実につながる ICT の 

    活用場面事例 
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評価の視点：下記の２点について，認め励ます個人内評価として把握する。（１時間を通して） 
・ 規則の意義について，一つの見方でなく，様々な見方で捉え考えている。 
・ 規則を守ることについて，自分の体験を想起しながら考え，自らの行動や考えを見直している。 

Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【主題名】 規則は何のために（C10 遵法精神・公徳心） 中学校第３学年 

【教材名】 二通の手紙 （出典 文部科学省） 

【主題設定の理由】 

道徳的価値 
 法やきまりは，誰もが安全で快適な生活を維持するために必要なものであり，人々の生活を規
制したり，縛り付けたりするようなものではない。法やきまりを遵守することで，秩序と規律の
あるよりよい社会を実現することにもつながり，その意義やよさを実感できる。 

生徒の実態 
 生徒は，校則や学級のきまりなどを守って生活している。ただ，内面では，それぞ
れの規則やきまりが何のためにあるのか意識せず，他律的に守っていたり，自分たち
を制限するものとして捉えたりしている様子が見られる。 

教材の活用 
元さんが二通の手紙を見比べて考える場面を追求の中心場面とし，その中で思いや

りと動物園の規則を尊重することについて全体で追求することで，規則の意義やよさ
を考える。 

【ねらい】 

 規則の意義を理解し，秩序と規律ある社会を実現しようとする判断力を育てる。 

【主な学習活動】        

時 学習活動 〇発問 ������ �����生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

  

 
 
 

導 

入 
 
 

／ 
 
 
 
 
 
 
 
 

展 

開 
 
 
 
 
 
 
 
 

／ 

終 

末 
 

新幹線を乗り違えた受験生のために，本来停

まらない駅で停車させた記事を紹介し，運転

手の行為について考える。 

〇運転手の行為をどう思いますか。 

💻💻自己の考えをもち，端末に入力して， 
 他者との共通点 
 や相違点を知る。 
 
 

 

〇元さんは，どのような気持ちで姉と弟を動

物園に入れてあげたのでしょうか。 

������ 

�����  

〇元さんは，二通の手紙を見比べて，どのよ

うなことを考えているでしょうか。 

【母親からの手紙】を見て 

������ 

【懲戒処分】の通告を見て 

����� 

 

������ 

〇規則は何のためにあるのだろう。 

 

������ 

💻💻学習を通して考えたことを入力する（蓄積する）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組の具体例 
授業改善の視点 

問題意識：規則は何のためにあるのだろう。 

 

主題や教材に対して興味をもたせると共

に，問題意識を高め，ねらいの根底にある道徳

的価値の理解を基に自己を見つめる動機付け

を図ります。 

規則は自分達を規制しているものだと
思っていたが，皆が安心して暮らせる
社会をつくるためにあるもの 

例外を認めてあげてよかった 

自分が注意していれば大丈夫だろう 

安全のことを考えたら，やはり規
則は守るべきだった 

１人のことだけでなく，皆のこと
を考えて規則はある 

姉弟の希望を叶えてあげたい 

 

自己と向き合い考える時間を十分に保障

し，本時ねらいとする道徳的価値を基にして，

これまでの生き方を振り返ったり，これから

の生き方について考えたりします。（教師の価

値観の押し付けにならないように留意する） 

 

登場人物の立たされた状況に共感し

て，これまでの自分の体験から感じたり

考えたりしたことを基にして，気持ちを

考えられるようにします。 

 

 

道徳的価値の理解（価値理解・人間理

解・他者理解）につながる発問を行い，

自他の捉えの共通点や相違点を把握し，

他者の考えに対する関心を高め，子供が

自ら対話をすすめられるようにします。 

その中で教師は本時のねらいに迫る

子供の思いを見極め，それを全体追求の

場に位置付け，自己理解を促します。 
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13 総合的な学習の時間 

Ⅰ 本県が目指す総合的な学習の時間の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実生活・実社会の課題を探究し，自己の生き方を問い続ける総合的な学習の時間 

例 これまでの学習とのつながり 
１年次ではＡ地域の自然や産業，２年次で

はＡ地域で働くことを探究課題としてきた。
その中で，Ａ地域のために活動する方々と出
会った。３年次ではＡ地域のためにできるこ
とを考え，Ａ地域の方と協働したり，地域の
よさを発信したりするなど，社会と自分との
関わりを感じられるようにする。 

例 対象の教材化 
Ａ地域には，活性化を進めているＢ温泉街が

ある。地域の方と協働して活性化を進めること
は，子供にとって魅力的である。活動から得ら
れる温泉利用者の反応に手応えやさらなる課
題を感じ，挑戦する気持ちも高まるだろう。 
 地域のよさを発信する活動は，地域の魅力
を再発見することでもあり，これまで気が付
かなかった文化的・社会的価値を知ることが
期待できる。また，友と協力してイベントやも
のづくりに取り組むことは，互いのよさに気
付いたり，共に作り上げる喜びを得たりする
など，中学生独特のアオハル感を得ながら，活
動する姿につながるだろう。 

例 情報の収集 
 Ｂ温泉街の利用者に地域の魅力を知ってほ
しいと願った子供は，どのような魅力をどの
ような方法で伝えると地域の活性化につなが
るのか，Ｂ温泉街の方と意見を交わしながら
決めていくだろう。その中で，Ｂ温泉街と同
じように活性化に取り組んでいる他地域の方
とつながっていくことも期待できる。 
そこで，地元住民の暮らしそのものを観光

価値（異日常）に設定し，地域の活性化につ
なげているＣ県Ｄ町の取組と出会う場を設け
る。どのようにして地域の活性化につなげて
いるのか，その秘密を探りたいと考えた子供
は，遠隔会議システムを利用し，どのような
取組なのか直接インタビューしたり，資料を
送っていただいたりするだろう。 
さらに，Ｄ町に訪れる観光客に直接感想を

聞いたり，現地でのイベントの様子を見学し
たりすることを目的に，修学旅行の行程に現
地調査を盛り込むことも考えられる。 

 

これまでの学習とのつながり 
前年度までの学習を把握し，地域や

発達段階に応じた探究課題を決めたり
問題意識の醸成に生かしたりする。 
子供の興味・関心の理解 

 

子供の視点から 

 

資質・能力の育成 
学校で作成した全体計画と日々の子

供の姿から，本単元を通して育成を目
指す資質・能力を明確にし，単元終末
の子供の姿を具体的に思い描く。 
対象の教材化 
子供も教師も夢中になれるか，活動

が十分に保証されるか，協働する場面
が生まれるか，子供の発達段階に合っ
ているか，他教科等への発展性がある
かなど，視点をもって教材化する。 

教材の視点から 

 
課題の設定 
子供が自身の捉えとのずれを感じる

事実に出会い，問いや課題に基づく必
要感をもてるようにする。 
情報の収集 
身に付けた資質・能力を発揮しなが 

ら，文献やインターネット，インタビ
ュー，実際の体験等を通して情報を集
める。 
整理・分析 
「比較」「分類」「序列化」等，考え

るための技法を用いて情報を整理す
る。子供が繰り返し対象に働きかける
ことができる機会を設け，納得するま
で取り組む姿を重視する。 
まとめ・表現 
自分の考えを表現することで，新た

な課題を見付け，更なる問題の解決に
取り組む学習活動を発展的に繰り返せ
るようにする。 

学習の過程の視点から 

中３「住んでイイトコ！Ａ地域」の例 
総合的な学習の時間における教材研究のポイント 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 中学校 第３学年 

【単元名】 住んでイイトコ！Ａ地域（全 50 時間）〔小単元〕提案！Ａ地域の異日常（全 17 時間） 

【小単元の評価規準】 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・地域のよさや活動している方の
努力や工夫を理解している。 

・情報収集の技能を身に付けている。 
・実社会に提案することのよさ
を理解している。 

・地域の実態から課題を設定してい
る。 

・多様な方法で情報を収集している。 
・視点をもって分析している。 
・目的を明確にして表現している。 

・異なる意見を受け入れて尊
重しようとしている。 

・協力して問題の解決に取り
組もうとしている。 

・進んで地域に関わろうとしている。 

【主な学習活動と評価計画】      （☆…「記録に残す評価場面の例」，♡…「学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 
〇学習活動 ������ �����生徒の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

１
・
２ 

○地域の実態から課題を設定する。 

����� 

 

������ 

 

 

  

 

 

☆ 

 

 

 

♡  

３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
８ 

○Ａ地域に対する情報を収集する。 

����� 

 
������ 

 
����� 
💻💻クラウドアンケートや遠隔会議シ

ステムを用い，情報を集める。 
����情報をクラウドに保存し，誰でもアク

セスできるようにする。 
������ 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

♡ 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

９

・

10 

・ 

11 

・

12 

〇整理・分析して納得解を見いだす。 

����� 
 

������ 

 

����� 

 

������ 

  

 

 

 

♡ 

 

 

☆ 

 

 

♡ 

 

 

 

 

☆ 

 

13 

・ 

14 

・ 

15 

・ 

16

・ 

17 

〇目的をもってまとめ，表現する。 

����� 

 

  ������ 

 

����� 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

 

♡ 

 

 

 

☆ 

 

 

 

 

 

 

☆ 

 

Ａ地域のＢ温泉街では，地域のよさ
を伝える活動をしているらしいよ。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

Ａ地域の人口が減っている。こ
こに住む人が増えるといいな。 

☆地域の実態から課題をもてているか，学
習カードの記述から評価する。 

☆多様な方法を用い，協力して情報を収集
しているか，追究の姿や学習カードの記
述から評価する。 

 

具体的な数値やゲストによる語りなど，心

を揺さぶる事実と出会う場を設けます。 

生徒が問題意識をもつ 

Ｂ温泉街の方にどんな内容をど
のように伝えているか聞こう。 

秋のイベントに参加してＡ地域
の魅力を発信しよう。 

【生徒の問い】Ａ地域に人が集まるような活性化を進めるために，何ができるだろうか。 

Ａ地域の魅力って何だろう。
地域の方から聞き取ろう。 

 

どのような問いの解決や願いの実現を

目指しているか，生徒の問題意識を個別

の学習問題として明文化します。 

生徒の問いや願いが明確になる 

Ｃ県Ｄ町で活動しているＥさんか
ら，「異日常」について聞いたよ。

Ａ地域の魅力を自然，美食，温
泉，文化歴史で整理しよう。 

僕たちには当たり前のことが他地域
の方には魅力に感じるのか。 

地元の人と他地域の方とで意識
している事柄が違うね。 

Ａ地域ならではの暮らしそのも
のを魅力として発信しよう。 

「Ａ地域で過ごす異日常」をＢ
温泉街の方に提案しよう。 

アンケートの結果やＤ町の成功
例も交えて伝えよう。 

提案が採用されたよ。Ａ地域な
らではの『異日常』な暮らしを
もっと詳しく調べよう。 

【生徒の新たな問い】「Ａ地域ならではの異日常な暮らし」とはどのようなものだろうか。 

 

生徒の求める情報をもつ専門家とのつな

がりをもち，必要に応じて紹介します。 

生徒が外部の方とつながるようにする 

 

地元の人の意見と他地域の方の意見の

傾向の違いについてなど，具体的な分析

の視点を生徒と共に吟味し，必要に応じ

て助言します。 

生徒が分析の視点をもつ 

 

地域や行政への提案，専門家への説明な

ど，相手意識をもって表現する場を構想

し，必要に応じて提案します。 

必要感をもって，表現を工夫する 

☆問いに対する自分なりの納得解を導き出
しているか，学習カードの記述から評価
する。 

☆探究的な学習のよさを理解し，相手意識
をもって表現を工夫しているか，追究の
姿や学習カードの記述から評価する。 

学びの充実につながる 
ICTの活用場面事例 
（ツールを選択する姿） 

55



14 特別活動  

Ⅰ 本県が目指す特別活動の授業 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よりよい学級・学校生活に向け,自分たちの生活上の課題に気付き, 
創意工夫して自ら解決する力を育む特別活動の学習 

例 発達の段階に即して重点を絞る 
・議題箱に｢もっと学級がよくなるための係を
決めたい｣という提案があり,教師と共に議題
を決定した。高学年の話合いでは出された意
見を基にして,よいところを取り入れて新た
な考えを生み出すなどの創意工夫を生かし
て合意形成を図ることができるようにする。
また,係活動の指導では,当番活動との違いを
明確にしておく。 

例 議題・題材の教材化 
・望ましい議題の条件として,次のことが考え
られる。 

○多くの児童が早急な解決を望んでいる議題 
○学級内の問題で,学級全員が協力しなければ
ならない議題 

○創意工夫の余地がある議題 
○学級や学校生活をよりよいものにする議題 
以上を整理して,計画委員会で選定,学級全
員の了承を得て議題を決定できるようにす

例 学習過程の明確化 
・自発的，自治的能力を育む，学級活動(1)の
学習過程の例 
事前の活動：①問題の発見･確認 
本   時：②解決方法等の話合い 

③解決方法の決定（合意形成） 
事後の活動：④決めたことの実践 

⑤振り返り→次の課題解決へ 
 

例 主体的・対話的で深い学び 
・自己の考えを広げ深めることのできる話合い
にするために,｢出し合う｣｢くらべ合う｣｢ま
とめる(決める)｣という話合いの基本の流れ
が考えられる。｢くらべ合う｣では,自分の考
えと何が違ってどこが同じなのかを視点に，
比べることができるようにする。 

・活動の振り返りでは，活動を経ての気付きを
日常生活に生かしていく。例えば，よい点や
改善点を見いだし，新たな課題の発見や目標
設定を行うことができるようにする。 

 

発達の段階に即して重点を絞る 
子供の発達段階を踏まえ，集団の実態

を考慮して指導計画を作成する。 
素地となる資質・能力の把握 
本議題・題材で扱う「知識及び技能」,

「思考力,判断力,表現力等」などの課題
解決に向けた子供の実態を把握する。 

子供の視点から 

 

議題・題材の教材化 
子供の実態を踏まえ,特別活動として

扱う内容を明らかにした上で,話合いを
通してどのような資質・能力を育成する
ことが期待できるかを考える。 
他教科等との関連 
特別活動の学びと各教科の学びが往

還し,教科等の枠を超えて,特別活動で
の実践や生活,学習などが自己の将来や
社会づくりにつながっていくことを踏
まえて議題・題材を構想する。 

教材の視点から 

 
学習過程の明確化 
学級活動(1)(2)(3),児童会(生徒会)

活動,クラブ活動,学校行事それぞれの
特質を踏まえた学習過程を構想する。 
主体的・対話的で深い学び 
▶ 学級や学校における集団活動を通し
て,生活上の諸課題を自分たちで見い
だしたり,解決できるようにしたりす
る場面を設定する。 

▶ 全ての内容で重視している話合い活
動を通して,自己の考え方を協働的に
広げ深めていく場面や,学校行事等,
学校生活では得られない体験から新
たな気付きを得る場面を設定する。 

▶ 実践を課題の設定から振り返りまで
の一連の活動と捉える。そのプロセス
で子供が,教科等の学習で身に付けた
知識や技能を活用し,見方・考え方を
働かせ「人間関係形成」「社会参画」
「自己実現」に関わる議題や題材に取
り組めるよう,意図的・計画的に設定
する。 

学習の過程の視点から 

小５ 学級活動(1) 「５年２組をよりよくするための
係を考えて,決めよう」の例 

特別活動における教材研究のポイント 
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小学校特別活動映像資料 
(文部科学省) 

授業づくりのポイントは 
こちら 

くらべ合う場面での 
ＩＣＴの活用例はこちら 

学びの充実につながる 
ICT の活用場面事例 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第５学年 

【議 題】 ５年２組をよりよくするための係を考えて,決めよう～１学期を振り返り～ 

【評価規準】                            内容：学級活動(1)イ  

よりよい生活を築くための 
知識・技能 

集団や社会の形成者としての 
思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 
よりよくしようとする態度 

みんなで楽しく豊かな学級の
生活をつくるために他者と協
働して係活動に取り組むこと
の意義を理解している。 
創意工夫を生かした活動に必
要な方法を身に付けている。 

楽しく豊かな学級の生活をつく
るために，必要な係について話
し合って合意形成を図り，見通
しをもって活動計画を立て，信
頼し支え合って実践している。 

楽しく豊かな学級の生活をつく
るために，見通しをもったり振
り返ったりしながら，自己のよ
さを発揮し，役割や責任を果た
して係活動に取り組もうとして
いる。 

【主な学習活動と評価計画】       （☆…「記録に残す評価」,♡…「学習改善につなげる評価」） 

時 〇学習活動 ������ �����児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 

知 思 態 

事
前
の
活
動(

朝
の
会
や
放
課
後) 

 

 

〇議題を決定する。（学級全員） 

〇活動計画の作成や進行の仕方を確認

する。（計画委員会,司会） 

〇💻💻ノートツールに議題に対して,自

分の考えを記入する。 

������ 

 

 

 

 

 

☆♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本 

時 

 

話合い 

〇議題,提案理由,決まっていることの

確認をする。(司会) 

〇話し合うこと ①   出し合う 

どんな係にするのか出し合う。 

〇話し合うこと ②   くらべ合う 

����情報共有ツールを使い，係活動の

工夫やアイデアを考える。 

����� 

 

〇話し合うこと ③   決める 

係を決定し，自分の所属を決める。 

������  

 

 

〇話合いを振り返る 

〇先生の話を聞く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆♡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
後
の
活
動 

〇係で考えたことを,協力し合い,実行
する。 

〇💻💻ノートツールに係活動の振り返り
を記入する。 

������ 
 

 ☆♡ 

 

 

 

☆♡ 

 

 

 

議題：５年２組をよりよくするための係を考えて,決めよう。 

２学期に，ほめほめ係を新しく
設置して，友達のよいところを
ほめる係をつくりたいな。 

【ねらい】学級を楽しく豊かにするためにこれまでの係活動を見直した児童が,必要な係を出し合い,よ
りよく合意形成し,組織をつくることで,創意工夫しながら自発的,自治的な活動ができるようにする。 

 
事前の議題提示:学習への関心を高めて
本時に臨むことができるようにします。 
事前の考えの記入:自己の課題として,
問題意識の高まりが期待できます。 

問題への意識を高める 

取組の具体例 
授業改善の視点 

ほめほめ係もやりたいけど,学級
のために,立候補者の少ないニュ
ース係を担当して協力しよう。 

☆計画委員会の活動から,話合いの進め方
を理解し身に付けているかノートツー
ルの記述から評価する。 

 
目的や活動計画にも基づいて,振り返る
ことができる場や機会を設定します。 

自己の成長を振り返る 

☆どんな活動がより学級生活を楽しく豊
かにするか，友達の意見と比べて聞い
たり，経験を踏まえたりして,根拠を明
確にして発言しているか観察して評価
する。 

 
板書やタブレット端末で話合いの流れ
や,思考を可視化,構造化することで,よ
り話し合いをスムーズに進めたり,深め
たりすることができるようにします。 

考えを比べる 

役目をきちんと果たせている
よ。もっとできることがないか
考えてみよう。 

 
話合いが混乱したときやねらいから大
きくそれた場合などは,話合いを止めて
適切な指導助言を行います。 

目的(提案理由)に沿って学級会を進める 

☆決めたことに協働して取り組み,自他
の活動のよさや頑張りに気付き,次の
活動に生かそうとしているか,ノート
ツールの記述から評価する。 

 
異なる意見や少数意見も尊重し，できる
だけ多くの意見のよさを生かす方法を
考え,多数決だけでなく,折り合いを付
けて，集団として意見をまとめていくよ
う助言します。 

解決方法の決定(合意形成)をする 

ほめほめカードをつくって,お互
いに交換するのはどうかな。 

57



15 自立活動（特別支援教育） 

Ⅰ 本県が目指す自立活動の指導 

 

 

Ⅱ 自立活動の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個別の指導計画に基づいた，障がいによる学習上又は生活上の困難を 
改善・克服するための指導 

実態把握（一部を掲載） 
・自分の好きな遊びをするときは，友達に自ら
声をかけ，役割分担やルールを守って一緒に
遊んでいる。 

・自分のしたい遊びと友達のしたい遊びが異な
ると，自分の意見を主張し，折り合いを付け
ることが難しい。 

・音楽会で太鼓を演奏したり，率先して司会進
行役を担ったりするなど，興味のあることや
好きなことに意欲をもって取り組む。 

自立活動の６区分に即して整理 
健
康
の
保
持

心理的な安定 人間関係の形成 環
境
の
把
握 

身
体
の
動
き 

コミュニケーション
成功体験の少

なさから自己肯
定感が低いが，
好きな活動では
気持ちが乗るこ
とが多い。 

自分の思いに
添う活動では友
達との関係を築
けるが，友達と
意見が異なると
折り合いをつけ
られないことが
ある。 

 太鼓演奏や
司会進行など
活動内容や役
割が明確だと，
友達の意見を
聞きながら取
り組むことが
できる。 

   

指導すべき課題の整理 
 
 
 
 
 
 
 
指導目標 
【長期】 友達と話し合う中で，友達の思いや

考えを理解しようとする。 
【短期】 友達の思いや考え，取組のよさに気

付く。 
項 目 心(1)，心(2)，人(2)，コ(5) 

指導内容 
ア イ ウ 

得意な太鼓
演奏に自信を
もって取り組
む中で，特定の
安心できる友
達と話し合い
ながら活動に
取り組む。 

 友達と合意
形成を図る場
で，友達の気持
ちに共感した
り，相手の立場
に立って考え
たりする中で，
折り合いを付
けながら意思
決定する。 

活動を通し
て，自分や友達
のよさを伝え
合ったり，違い
を認め合った
りしながら振
り返る自己評
価を積み重ね
る。 

   

 

学習上又は生活上の困難さを探る 
▶ 障がいの状態，発達や経験の程度，興味・
関心，生活や学習環境などの実態等。 

長所や得意としていることも把握する 
▶ 苦手なこと，困っていることに意識が向
きがちだが，長所やよさ，得意なことに
も注目する。 

自立活動の６区分に即して整理する 
▶ 障がい名のみに頼って特定の指導内
容に偏らないよう，児童生徒の全体
像を捉えて整理する。 

実態把握（情報の収集・整理） 

 

指導すべき課題の整理 
▶ これまでの学習状況や将来の可能性
を見通しながら，その年度の指導目標
（ねらい）の設定に必要な課題に焦点
を当て，中心となる課題を選定する。

▶ 選定した課題については，課題同士の
関連，指導の優先，指導の重点の置き方
等について検証する。 

指導目標（ねらい）と項目を設定 
▶ その年度の長期目標と，それを達成す
る学期ごとの短期目標を定め，段階的
な指導ができるようにする。 

▶ 目標と項目の設定に当たっては，現在
の状態だけでなく，その状態に至った
原因や背景も明らかにする。 

整理した課題を相互に関連付ける 

 
主体的に取り組む指導内容 
▶ 何のために何をするのかが分かり，解
決可能で，意欲がわく内容にする。 

▶ 課題を細分化し，個に応じた最も学び
やすい指導内容を設定する｡ 

▶ 振り返る機会を設け，児童生徒が成長
を実感できるようにする。 

▶ できること，得意なことを更に伸ばす内容
や，少し努力すれば達成できる内容を設
定する。 

▶ 将来の自立や社会参加に向けて，児童
生徒が自らその意味に気付き，目的意
識をもって取り組める内容にする。 

具体的な指導内容を設定 

自閉症・情緒障害特別支援学級における 

Ａさん（小３）自立活動の指導内容の設定例
指導内容を設定するまでのポイント 
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① 友達と話し合う中で，友達の思いや考
えを理解しようとし，折り合いを付けら
れるようにする。     【人，コ】

② 好きなこと・得意なことを生かした学
習活動の中で，成功体験を積み重ね，自
分や友達の取組のよさに気付けるように
する。          【心，人】

学びの充実につながる 
ICTの活用場面事例 

（特別支援教育における活用）
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校自閉症・情緒障害特別支援学級 �����：Ａさん（３学年），�����：Ｂさん（１学年） 

【題材名】 伝え合おう！ぼくたちの得意なこと！！（全９時間）〔時間を特設した自立活動〕 

○自立活動のねらい ※ 個別の指導計画より 

 

 

○ＡさんとＢさんの共通のねらい 

願いを実現し，自分の成長を実感するとともに，互いの取組のよさを認め合う。 

（自立活動の指導形態について） 

��� 指導計画は個別に作成されることから，個別指導の形態が基本である。 

��� 「人間関係の形成」「コミュニケーション」等の共通した指導内容から，ねらいを達成する上で効

果的である場合には，集団を構成して指導することも考えられる（本事例）。 

【主な学習活動と具体的な指導内容】 

時 
〇学習活動 ����������児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

 

１
～
４ 

〇互いの好きなこと・得意なことから活動内容
を決めて取り組み，互いの活動を紹介し合う。

����� 
 
 

�����
 
💻💻 活動や作品を動画や写真で撮影し，振り返りの

記録とする。取組を可視化して認め合う。

 
 
 
 
 
♡ 自信をもって活動に取り組んでいるか。 
♡ 互いの活動する姿から，取組のよさを見
付けて伝え合っているか。 

５
～
７ 

〇「得意なこと発表会」を計画し，内容や役割分
担などについて話し合って決める。 

�����
 
 
����� 
 
💻💻 活動や作品の記録から発表用のプレゼンテー

ションを作成する。 
����� 
 

�����
 
����� 
 
 
💻💻 司会のセリフや言うタイミングが見て分かるように

視覚化し，読み返すことができるように記録しておく。

 
 
 
 
 
 
♡ 自分の考えのよさ，友達の考えのよさを
重ね合わせ，発表会をよりよいものにし
ようとしているか。 

 
 
 
 
 
♡ 友達の気持ちに共感したり，相手の立場
に立って考えたりしているか。 

８
・
９ 

〇発表会を行い，学んだことを振り返る。 
�����

 
 
����� 
 
 
💻💻 付箋ツールを用いて目標や振り返りを記録

したり，友達に感想をもらったりして，自分の
成長や課題を確認する。 

 
 
 
 
 
 
♡ 自分の成長を自覚し，今後の活動・展開
に期待をもっているか。 

♡ 学習したことを，今後の学習場面や実際
の生活の中で生かそうとしているか。 

【長期目標に向けた本題材を通しての個の育ち】 
日常の生活の中でも，友達のよいところに
気付いたり，友達のよい意見に賛同したり
しようとする姿が見られるようになった。 

友達のよいところに目が向くようになり，自
分から友達と関わる中で，友達との関係性も
よくなってきた。 

取組の具体例

授業改善の視点 ♡ 学習改善につなげる
評価場面の例 

太鼓の叩き方が格好いいって褒められて
うれしいな。Ｂさんの工作もすごいね。

 
得意なことを基に活動を設定することに

より，自信をもって活動に取り組む中で，成
功体験を積み重ねられるようにします。 

得意なことを基に主体的に取り組む 

ぼくは作った段ボール工作のことを言い
たいな。工夫したところを言おうかな。

 
発表会の計画や準備をする中で，自分の

思いと友達の思いを重ね合わせながら考
え，よりよい発表会をつくり上げようとす
る意識をもてるようにします。 

自分の課題を意識しながら活動する 

Ｂさんの願いを聞いて，二人で考えなが
らできてよかったな。これからも，友達
と一緒に考えていこうかな。 

Ａさんの太鼓の発表がうまかったよ。ぼ
くの作ったもののいいところをみんなが
言ってくれたからうれしかったよ。

 
学習前，学習中あるいは学習後に，自立活

動を通して，学習上又は生活上の困難をど
のように改善・克服するか（できたか），自
己評価につなげていくようにします。 

自己評価により自分を見つめ直す 

それはいいね。ぼくは撮ってある活動の
写真や動画を使って発表しようかな。 

�����： �����：

そうなんだ。ぼくもやりたいけど，分担を
見ると自分ばっかり多くなっちゃうから，
二人で分担して司会をするのはどう？

ぼくも司会をやりたい。言うことが決ま
っていれば，ぼくにもできるよ。 

ぼくは，司会をやりたいな。Ｂさんは？

クラスの友達やもっとたくさんの人にも
見てもらいたいな。 

 
共通の願いをもったＢさんと，折り合い

をつけられる話し合いの場を設定します。

課題の達成に向けて整えられた環境のもとで活動する

友達と共に活動する中で，友達の取組のよさ

に気付いたり，友達の思いを考えたりする。

自分や友達の取組のよいところを見つけ，

自分から友達とかかわる。 

�����： �����：
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・健康教育は,専門的な知識や生命等に関わる内容もあることから外部講師を活用することも検討しましょう。 
・食に関する指導は,栄養教諭等の専門性を生かしたり,地場産物を活用した学校給食を教材にしたりするなどの工

夫をお願いします。  

 

16 健康教育 

Ⅰ 本県が目指す健康教育 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 教材研究の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生涯を通じて健康，安全，食について活力ある生活を送るための基礎を培う健康教育 

■「学校保健」「学校安全」及び「食に関する指導（学校給食を含む）」を包括したものであり，それ

らが相互に関連し，管理と一体となって進められるものです。そのため学校の教育活動全体を通し

て，学校がチームとして取り組むことでねらいの達成に向かっていきます。 
■子供の発達段階を考慮し,学校の教育活動全体を通して適切に行うことや,健康で安全な生活と豊か

なスポーツライフの実現を目指した教育の充実に努めます。 
■学校における健康教育に関連した教科等での指導は,体育科(保健体育科),家庭科(技術・家庭科)及び

特別活動の時間はもとより,各教科,道徳科,外国語活動及び総合的な学習の時間などで行います。  

学校における健康教育とは 

 教材化のポイントを基にした学習展開例 

「防災安全」編（学校安全における安全教育の一領域） 

① 事前の活動 

・これまで社会科や理科等で学習したことを基 

に,校内で危険だと思われる場所を把握する。 

② 問題の発見・確認  

・どのような危険が予測されるか考える。  

③ 解決方法等の話合い 

・どうすれば危険回避できるか話し合う。 

④ 解決方法の決定（意思決定） 

・普段からできる災害時に役に立つ行動につい

て自分が実践しようとすることを決める。 

⑤ 決めたことの実践 

⑥ 事後の活動と振り返り 

実践→振り返り→次の実践（自己改善のサイクル）へとつなげる 

 

 

▶ 子供たちの実態から題材設定をする。 

・様々な場で個々の気付きや問いを共有する。 

・子供たちにとって必要なことは何かを考えて

授業,活動を構想する。 

・養護教諭や栄養教諭又は外部講師等と連携

し,子供たちの実態を捉え,共有する。 

▶ 子供たちが健康，安全，食における個人や個

人を取り巻く課題を適切に捉え, 適切な意

思決定や行動選択ができるように全体指導

と個別指導の関連を図りながら指導計画を

立てる。 

▶ 適切な意思決定や行動選択したことをもと

に実践,振り返りの場を設定し,子供たちが

自己の成長を実感し，取組への意欲を高めて

いけるように支援する。 

健康教育における教材化のポイント 

健康教育は,特別活動のように「なすこ

とによって学ぶ」という実践的な学び

から,行動変容を促すことが大切です。 

「健康教育で育成すべき資質・能力」も他

教科と同様に, 「知識及び技能」,「思考力,

判断力,表現力等」,「学びに向かう力,人間

性等」の三つの柱で再整理されています。 

詳しくは,中教審答申別紙

（平成 28 年 12 月）「健康・

安全・食に関わる資質・能

力」参照 

 健康教育は,学校の教育活動全体を通して推進

します。カリキュラム・マネジメントを意識し,

関連した教科等の目標や内容,教材や題材,学

習活動などを検討し,教育課程に位置付け,計

画的,継続的に指導できるようします。 

カリキュラム・マネジメントについては,「現

代的な諸課題に関する教科等横断的な教

育内容」を掲載した小学校（中学校）学習指

導要領（平成 29 年告示）解説 総則編「付録

６」を参照ください。 
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Ⅲ 主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善例 

【学 年】 小学校 第６学年 

【題材名】 「大きな地震が起きたとき,どうする（特別活動/防災安全）」（事前事後学習＋１時間）  

【題材全体の評価規準】                       内容 学級活動（２）エ  

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

・地域で発生しうる災害や地域

における過去の災害につい

て理解し,安全な行動をとる

ための判断や身を守る動き

を身に付けている。 

・災害時における自己の課題に

気付き,解決方法について話し

合ったり,自分にあったよりよ

い解決方法を意思決定し,実践

したりしている。 

・自他の生命を尊重し,災害時及

び発生後に,他の人や集団,地
域の安全に役立つように行動

しようとしている。 

「健康教育で育成すべき資質・能力」を踏まえて, 各教科等の単元全体のねらいや評価規準を設定します。 
 

【主な学習活動と評価計画】          （☆♡…「記録に残しつつ，学習改善につなげる評価場面の例」） 

時 
〇学習活動 👧👧 👦👦児童の意識 

（💻💻ICT の活用例） 

評価の観点 評価方法 
知 思 態 

事
前
の
活
動 

○児童が端末を使って,地震発生時に危険と 

思われる校内の場所の写真を撮る。 

 
👦👦 

 
👧👧  

☆♡ 

 

 

 

  

学
級
活
動 

 
 
 
 
💻💻校内を調査した写真から, 地震発

生時における危険を予測する。 

 

👦👦 
 
 
👧👧  
○危険回避の方法を話し合い,自分の 

めあてを決める。 

       
👦👦 

 
 
👧👧  

 

 

 

 

 

 

 
 
 

☆♡ 

☆♡ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆発言や学習カードの記述などから意思

決定の具体を評価する。また，めあてが

決まらない場合は，自己課題を確認し，

めあてを設定できるよう助言する。 

事
後
の
活
動 

○予告なしの避難訓練を行い,振り返る。 

 
👦👦 
 

 
 
👧👧  

 

 

 

☆♡ 

 

 

 

 

☆♡ 

 

 

 

 

 

【題材全体のねらい】自他の命を守り,地域とつながり,たくましく生きることができる。 

【 本 時 の ね ら い 】大きな地震があったときに,自他の命を守るために日常生活でできるこ

とについて考える。 

地域で発生しうる地震などの災害を想

定し,過去の災害や学習等を振り返る場

を設定したり, 校内で危険だと思われ

る場所を端末で写真に撮ったりします。 

 

撮った写真を見合い,危険予測,危険回

避方法について話し合う場を設定し,日

常心掛けたいことについて適切な意思

決定や行動選択できるようにします。 

取組の具体例 
授業改善の視点 

火災が発生したとき、避難経路と
は別の経路を通ることもあるか
ら,友達と確かめておこう。 

別の施設に行ったときも、安全に
避難できるよう,非常口の場所な
どを気にするようにしたい。 

地震発生時に役立つ行動を意識し,日常

生活で取り組もうとする姿を称賛した

り，身を守る行動について適宜アドバイ

スをしたりします。また,定期的に日常

生活での実践を振り返り,新たな課題の

発見につなげられるようにします。 

地震が起きたときに机の下に頭を
入れることを,形だけではなくき
ちんと心がけたい。      

💻💻１人１台端末を使って，互いの考え

を把握できるように，場所や予想さ

れる危険について分類，整理し，全体

で共有します。 

本や照明が落ちてくるかもしれ

ない。 
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17 幼年教育（幼児期から小学校１・２年） 

Ⅰ 本県が目指す幼年教育 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 発達や学びをつなぐ接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)子供理解 

幼児期の育ちをつなぐ学習や生活 

子供は, 幼稚園・保育所等で, 遊びを通して試行錯誤したり, 友達

と協力したりするなど, たくさんのことを経験しています。それらは

小学校入学を機にリセットされるわけではありません。子供が園等での

経験を生かせるように，教師が活動や環境を設定することで,子供は自

信や意欲をもって活動し, 自己発揮できるようになります。 

「幼児期の育ちをつなぐ」とは？ 
幼児期の教育を生

かしながら、発達

や学びを切れ目な

くつないでいくこ

とが大切ですね。 

幼児期の教育を通して，

具体的にはどのような

育ちがあるのですか。 

幼児期に資質・能力が育まれている幼児の具

体的な姿をまとめたものが，「幼児期の終わり

までに育ってほしい姿」です。これを手掛か

りにして子供の姿を見つめてみましょう。 

(2)幼保小の接続 

子供の発達や学びをつなぐ接続を進めるには、次の三つの「つなぐ」がポイントになります。 

 
 

・園児とのつながり 
→先生との関わりを通して、小学校に親

しみをもち，入学への期待を高める 

・園児と児童のつながり 
→園小双方がねらいをもち，互いに実り

のある交流を計画する（交流授業等） 

・保護者とのつながり 
→スタートカリキュラムの意義や期待す

る子供の姿を伝えることで、安心して

入学を迎えられるようにする 

☞１ 人と人をつなぐ  
・子供の発達の特性を知る 
→保育参観，保育者体験，授業参観等を通

して子供の成長を共有し，幼児期から

児童期への発達の流れを理解する 
・互いの取組を知る 
→園内研修，校内研修への相互参加，幼保

小の合同研修等を通して，互いの取組

を知ったり，それぞれの課題意識を共

有したりするとともに，職員同士のつ

ながりを広げる 

☞２ 園と小学校をつなぐ  

・アプローチカリキュラムと
スタートカリキュラムの作
成と実践 

→園全体，学校全体でその目的や内容

についての共通理解を図る 

→園と学校が「育みたい子供の姿」を共

有し，共同でカリキュラムを開発す

る 

→園児・児童の姿を通してカリキュラム

の評価・改善を行う 

☞３ 学びをつなぐ 

 
 

 

★ 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」は到達す

べき目標ではありません。

教師が一人一人の子供を

理解する手掛かりとし，こ

の姿を視点として参観を

通して学び合ったり，スタ

ートカリキュラムに反映

したりして具体的に活用

していくことが大切です。

幼児期の教育と小学校教育を接続するに当たっては、一方が他方に合わせるのではなく、そ

れぞれの発達の段階を踏まえた教育活動を充実させることが重要です。幼児期の終わりまで

に育ってほしい姿を手掛かりに子供の成長を共有するとともに，教職員，保護者，園児と児

童などが，様々なかたちでつながっていくことが大切です。 
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Ⅲ スタートカリキュラムの作成 

(1)スタートカリキュラム編成の手順  

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)スタートカリキュラム編成の具体例 

 

 

 

 

 
             【週単位でのカリキュラム作成】（４月第２週を例に） 

今週のねらい【先生や友達と仲良くなる】 
 ４／〇（月） ４／〇（火） ４／〇（水） 
朝
の
会 

１ 

 
「なかよくなろう」 

・手遊び・お話読んで 
・お話聞いて 
・歌って踊ろう 

 
「なかよくなろう」 

・手遊び・お話読んで 
・お話聞いて 
・歌って踊ろう 

「なかよくなろう」 
・手遊び・お話読んで 
・お話聞いて・歌って踊ろう 

「がっこうだいすき 
  なかよしいっぱい」 

（国・図・生） 

２ 

 
「がっこうだいすき 
  なかよしいっぱい」 

（国・図・生） 
・学校探検に行こう 

 
「がっこうだいすき 
  なかよしいっぱい」 

（国・図・生） 
・学校探検に行こう 

・学校探検に行こう 
・見付けたものや人をお知

らせしよう 

３ 

・学校のはてなやびっくりを

見付けよう 
・学校のはてなやびっくりを

見付けよう  
・「おはなしよんで」（国） 
・「いくつかな」（算） 

 

【基本的な考え方】 

◇一人一人の子供の成長の姿から編成する 

◇子供の発達を踏まえ，時間割や学習活動を

工夫する 

◇生活科を中心に合科的・関連的な指導の充

実を図る 

◇安心して自ら学びを広げる学習環境を整

える 

幼児期の発達や、児童の発達の特性の 

どのようなことに気を付け

て単元や学習活動を配列し

ていったらよいですか。 

例えば，以下の視点で学習を３類型に分類し，重点の置き

方を考えて配列してみましょう。また，長期的な視点で配

列した単元や学習活動を，週案の形で具体化します。 

スタートカリキュラムを 

構成する活動の類型(３類型) 

◇週のねらいの設定 
身近な友達や先生との関

わりから集団作りへと，

徐々にステップアップして

いくねらいを定める 

◇子供の生活リズムに
合わせた時間設定 
朝の会や１時間目にかけ

て，幼児期に親しんできた

遊びや活動を取り入れるな

ど，生き生きと楽しい気持

ちで一日の学校生活を始め

られるよう工夫する 

◇学習活動の配列や時
間配分の工夫 
一日の流れを意識した学

習活動の配列（モジュール

学習，２時間続きなど）を

する 

【長いスパンでのカリキュラム作成】（入学から１学期半ばまでを例に） 

児童が慣れるまで同じ活動を同じ時間で繰り返したり，この時期の子供の学びの特徴を踏まえ

た 15 分程度のモジュールで時間割を構成したりするなど，安心して小学校生活を始め，自ら

の力を発揮しながら育っていけるよう工夫してカリキュラムを作成することが大切ですね。 

→【基本的な考え方】を踏まえ，次のような手順でスタート 

 カリキュラムのデザインを進めていくことが考えられる。 

③スタートカリキュラムの編成 

①・②をもとに，児童の発達の段階と連続性を大

切にしたスタートカリキュラムを編成すること

で，安心して小学校生活をスタートできます。 

①幼児期の子供の発達や学びを理解する 

②期待する児童の姿を全教職員で共有する 
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18 プログラミング教育 

Ⅰ 本県が目指すプログラミング教育 

 

Ⅱ プログラミング教育を進めていくために 

 (1) 小学校プログラミング教育導入と学習指導要領の関係 

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
  
 
 

(2) プログラミングに関する学習活動の分類と考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずはやってみよう，そしてみんなで考えよう，プログラミング教育 

【小学校プログラミング教育のねらい】  

【学習指導要領におけるプログラミング教育の充実】 

「情報活用能力」※を「学習の基盤となる資質・能力」と位置付け，教科横断的に育成する旨を明記する

とともに，小・中・高等学校を通じてプログラミング教育を充実 
※ 「情報活用能力」は，コンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を収集・整理・比較・発信・伝達したりする力で

あり，さらに，基本的な操作やプログラミング的思考，情報モラル，情報セキュリティ，統計等に関する資質・能力等
も含むもの（学習指導要領解説の要約） 

◎ プログラミングに取り組むことを通じて，児童がおのずとプログラミング言語を覚えたり，プログラミング

の技能を習得したりするといったことは考えられるが，それ自体をねらいとしているのではない。 

※ 「プログラミング的思考」は，自分が意図する一連の活動を実現するために，どのような動きの組合せが必要であり，一

つ一つの動きに対応した記号を，どのように組み合わせたらいいのか，記号の組合せをどのように改善していけば，より意

図した活動に近付くのか，といったことを論理的に考えていく力 

①「プログラミング的思考」※を育む 
②・プログラムの働きのよさ，情報社会がコンピュータをはじめとする情報技術によって支えられてい

ることなどに気付く 
・身近な問題の解決に主体的に取り組む態度やコンピュータ等を上手に活用してよりよい社会を築
いていこうとする態度などを育む 

③各教科等の内容を指導する中で実施する場合には，教科等での学びをより確実なものとする 

Ａ 学習指導要領に例示されて

いる単元等で実施するもの 

Ｂ 学習指導要領に例示されては

いないが，学習指導要領に示さ

れる各教科等の内容を指導する

中で実施するもの 

Ｃ 教育課程内で各教科等とは

別に実施するもの 

Ｄ クラブ活動など，特定の児

童を対象として，教育課程内

で実施するもの 

Ｅ 学校を会場とするが，教育

課程外のもの 

Ｆ 学校外でのプログラミング

の学習機会 

例えば，小学校５年 算数「正多角形」は，ここの位置付けになり

ます。まず，学習指導要領で目標や内容を確認しましょう。 
知識及び技能と思考力，判断力，表現力等については次のよう

に示されています。 

プログラミング教育の実施に当たっては，上のⅡ(1)の①，②

をねらいとすること，各教科の内容を指導する中でプログラミ

ング体験を行う場合には，これに加えて③のとおり，各教科の学

びを確実なものにすることが必要です。 
三つのねらいの実現を前提として，児童が 

プログラミングに取り組んだり，コンピュータ 
を活用したりすることの楽しさや面白さ，もの 
ごとを成し遂げたという達成感を味わうことが重要です。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 
(ウ) 円と関連させて正多角形の基本的な性質を知ること。 
イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 
(ア) 図形を構成する要素及び図形間の関係に着目し，構成の仕方

を考察したり，図形の性質を見いだし，その性質を筋道を立て

て考え説明したりすること。 
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Ⅲ 単元展開の例 

小学校 第５学年 算数 「正多角形」 

Ａ 

Ｂ 学習指導要領に例示されていないが，学習指導要領に 

示される各教科等の内容を指導する中で実施するもの 

☞ Ａ及びＢは，学習指導要領に例示されているか，いないかの違いはあるが，どちらも，各教科等での学びをより確実な

ものとするための学習活動としてプログラミングに取り組むもの。 

Ｃ 教育課程内で各教科とは別に実施するもの 

☞ ・プログラミングの楽しさや面白さ，達成感などを味わえる題材などでプログラミングを体験する取組 

・各教科等におけるプログラミングに関する学習活動の実施に先立って，プログラミング言語やプログラミングの技能

の基礎についての学習を実施する取組 

・各教科等の学習と関連させた具体的な課題を設定する取組 

 

 

【授業展開例】 

  

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

■ 小学校プログラミングガイド「やってみよう！！」＜長野県教育委員会学びの改革支援課＞ 
https://www.pref.nagano.lg.jp/kyoiku/kyogaku/kyoshokuin/shiryo/documents/programingguide.pdf  

■ 小学校プログラミング教育の手引（第三版）＜文部科学省＞ 
https://www.mext.go.jp/content/20200218-mxt_jogai02-100003171_002.pdf 

■ 小学校を中心としたプログラミング教育ポータル＜文部科学省・総務省・経済産業省＞  
https://miraino-manabi.mext.go.jp/ 

 

 

小学校プログラミ 
ングガイド 
「やってみよう！！」 

小学校プログラミ 
ング教育の手引き 

小学校を中心
としたプログラ
ミング教育ポー
タル 

図形を描くプ

ログラムから

思考する問題

が出題 

令和４年度 全国学力・学習状況調査 算数 □4 では，図形の意

味や性質を基に図形の構成の仕方を考察するプログラミングの

問題が出題されました。 

いろいろな命令を組み合わせて正多角形をかくプログラムを作ってみよう 

（参考） 
https://scratch.mit.edu/ 

１．正方形をかくプログラムをみんなで考えよう 

５cm直線を引く 

ペンの向きを90°回転 

操作を4回繰り返す 

２．いろいろな多角形をプログラムでかい

てみよう（正三角形や正五角形） 
正方形のかき方を考えな
がら手順を言葉で整理し
ます。 
プログラムを作り動作す
るか試してみます。 

正三角形は回転する角度

を 60°としても図形は

かけません。試行錯誤を

通して、図形の性質に触

れられるようにします。 
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19 キャリア教育 

Ⅰ 本県が目指すキャリア教育 

 
 
キャリア教育とは 

■「一人一人の社会的・職業的自立に向け，必要な基盤となる能力や態度を育てることを通し

て，キャリア発達を促す教育」と位置付けられています。 

■「キャリア」の語源は「 轍
わだち

」です。キャリア教育では，子供たちが今学んでいることの積

み重ねを，将来に向けての轍にしていこうとしています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Ⅱ キャリア教育を進めていくために 

１－①【学校の計画】目標設定は，自校の特徴に即し「基礎的・汎用的能力」を参考に焦点化 

 

 

 

 

 

 

１－②【学校の計画】目標設定は，以下の５点にも留意して 

 

 

 

１－③【学校の計画】①目標を設定し ②中心となる体験活動を据え ③事前・事後学習でつな 

Ｑ なぜ，キャリア教育が必要なのですか︖ 

○「各教科等での学びが，一人一人のキャリア形成やよりよい社会づくりにどのようにつ

ながっているのかを見据えながら，各教科等をなぜ学ぶのか，それを通じてどういった

力が身に付くのかという，教科等を学ぶ本質的な意義を明確にすることが必要になる。」

○「一人一人の可能性を引き出して豊かな人生を実現し，個々のキャリア形成を促し，社

会の活力につなげていくことが，社会からも強く求められている。」 

■ 将来との関連性の⾒えぬまま学んだ「知」は 
受験終了後に剥落する危険性がある。 

文部科学省「科学技術に関する意識調査」(2001) 

■ 子供が漕ぎ出す世の中は 
「変化は加速度を増し，複雑で予測

困難となってきて」いる。 

■ 子供たちの現状は （国内外の学⼒調査の結果から） 
「改善傾向にある」が，「学ぶことと自分の人生や社会とのつながりを実感しながら，生

活や社会の中で出会う課題の解決に主体的に生かしていくという学力には課題がある。」 

□ 具体的に・焦点化して              

□ 測定・検証可能な⾔葉で 

□ 頑張れば達成できるレベルで  
□ 現実に即して 

□ いつまでに達成するのかを明確にして  

焦点化することで，全職員が意識して取り組むための「合い言葉」になる。 

「○○ができるようになる」など，目指すべき姿を具体化した末尾にする。 

 全体目標を受け，学年間のつながりに留意しつつ学年目標を設定する。 
「この地域の学校ならでは」「この子供たちだから」という視点で考える。 

「卒業までに」「学年末の３月までに」など。 

 多様な他者を理解し，相手の意見を聴いて自分の考えを正確に伝えることができるととも

に，自分の役割を果たしつつ他者と協力・協働して社会に参画することができる力 

 自分と社会との相互関係を保ちつつ，今後の自分自身の可能性を含めた肯定的な理解に基

づき主体的に行動すると同時に，自らの思考や感情を律し，進んで学ぼうとする力 

 仕事をする上での様々な課題を発見・分析し，適切な計画を立ててその課題を処理し，解

決することができる力 

 「働くこと」の意義を理解し，自らが果たすべき様々な立場や役割との関連を踏まえて「働く

こと」を位置付け，多様な生き方について，自ら主体的に判断してキャリアを形成していく力 

この四つの能⼒は，それぞれ独⽴したものではなく，相互に関連・依存した関係にある。特に順序があるものでは
なく，また，これらの能⼒を全てのものが同じ程度あるいは均一に身に付けることを求めるものではない。 

人間関係形成・ 
社会形成能⼒ 
⾃⼰理解・⾃⼰ 
管理能⼒ 
 
課題対応能⼒ 

キャリアプラン 
ニング能⼒ 

■ そこでキャリア教育 

「  」内は中央教育審議会答申（平成28年12月21日）より引用 太字は長野県教育委員会による 

今の学びと将来をつなぐキャリア教育 
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２【全体への指導】教育課程全体を通じて（教科等の授業においても）目標の達成を 

 

 

 

 

 

３－①【個別の支援】園・学校段階の発達段階を踏まえた声がけ働きかけを 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－②【個別の支援】教師の日常的な働きかけや子供の自己評価の蓄積を大切に 

□ 子供が夢や希望をもてるような教師の語り，子供の夢や希望を発達段階に応じて後押しする

声がけ，子供の自己決定を促すための「聞く」「受け止める」姿勢に心がける。 

□ 子供が学期末や学年末等に書く自己評価の蓄積や「キャリア・パスポート」などは貴重な学

びの履歴である。記述の蓄積により子供自身が学んだことを振り返りながら新たな学習や生

活への意欲につなげ、教師が対話的に関わることで自己実現の一助としていく。 

４【人とのつながり】先生方が地域とつながり，信州型ＣＳの取組などとも連動しながら 

Ｑ 教科等の授業の中でキャリア教育も⾏うのですか︖ 

■ 教科等の授業でねらうのは，あくまで，その教科等の目標だけです。 

○「キャリア教育の視点」というブラックライトをあてるつもりで教科等の授業を見てみる。 

○ そして単元（題材）の内容や授業展開の中に，キャリア教育としての価値が浮かび上が

ってくる場合に，その価値を見いだし，それを意識して指導する。 

○ それは「余計なもの」ではなく，子供が教科学習の意義を実感できる授業につながる。 

幼稚園・保育園・こども園 小学校 中学校 高等学校 
生涯にわたる人格形成の

基礎を培う時期 

○健康で安全な生活をつ

くりだす 

○他の人と親しみ，支え合

い関わる 

○周囲の様々な環境に好

奇心や探究心をもつ 

○感性と表現する力の形

成 

進路の探索・選択に係る基盤

形成の時期 

○自己及び他者への積極的

関心の形成・発展 

○身のまわりの仕事や環境

への関心・意欲の向上 

○夢や希望，憧れる自己のイ

メージの獲得 

○勤労を重んじ目標に向か

い努力する態度の形成 

現実的探索と暫定的選択

の時期 

○肯定的自己理解と自己

有用感の獲得 

○興味・関心等に基づく勤

労観・職業観の形成 

○進路計画の立案と暫定

的選択 

○生き方や進路に関する

現実的探索 

現実的探索・試行と 

社会的移行準備の時期 

○自己理解の深化と自己

受容                

○選択基準としての勤労

観・職業観の確立 

○将来設計の立案と社会

的移行の準備 

○進路の現実吟味と試行

的参加 

 
 
 
 
 

学校や児童生徒の現状を把握し，達成の検証

が可能な目標を設定する。 

その目標を全職員の「合い言葉」にして貫く。 

本校ならではの目標を設定 

各学年の目標（重点目標）を設定 

中心となる体験活動 

● ● ● ● ● 
● ● ● 

本校ならではの目標の具現 

● ● ● ● ● 

● ● 

教科 

領域 

行事等 

教科 

領域 

行事等 

学年末の 
子供の姿 

学年末の 
子供の姿 

教科等の授業等には，「合い言葉」に関係した

ものがたくさんある。 

それを見いだし，中心となる体験活動の事

前・事後学習として位置付ける。 

例えば中学校では職場体験学習などが想定さ

れるが，その際も，「合い言葉」を達成する

ための指導を構想する。 

卒業時の 
子供の姿 

事前・事後学習はキャリア教育の「下請け」

ではない。 

中心となる体験活動との関連を意識して指導

すると，当該教科等の学習に対する意欲も向

上することが報告されている。 

両者は支え合う関係にある。 

□ 活力ある社会の実現に向け奮闘する魅力的な地域人材と子供が出会える機会をつくる。 

● ● ● 

● ● ● ● 
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１　学びの改革支援課　組織

職　氏　名 副担当

企画幹兼
課長補佐兼

学校企画係長

 樋口　雄一

井出

主　任

井出　洋文
樋口

主　任

秋元　亨太
齋藤

主　事

遠藤　孝明
田崎

主　事

田崎　ゆみ子
遠藤

主任指導主事
齋藤　俊樹

秋元

会計年度任用職員

千原　明子
丸山

会計年度任用職員

丸山　香織
千原

○ICT教育推進センター兼務業務
○予算編成（学校企画係分）
○重要機械類審査委員会，請負人選定委員会
○情報化推進リーダー
○総合教育センター
○物品・財産管理
○文書事務

組　　織

参事兼
学びの改革
支援課長

臼井　　学

企画幹兼
課長補佐兼
学校企画係長

樋口　雄一
教育幹兼
高校教育
指導係長

小口　雄策

教育主幹兼
義務教育
指導係長

細江　洋司 主幹指導主事 腰原　智達

　(1)  学校企画係事務分担

分　　　　　　担　　　　　　事　　　　　　　務

○係総括
○人事，行政組織・行財政改革，会計年度任用職員の任用
○服務
○議会（文教委員会，質問予想を除く），請願・陳情・要望
○教育委員会定例会
○情報公開
○学校科学教育奨励基金，教育指導時報刊行会
○管理係との連携推進

○係長補佐
○予算編成（総括），事業改善シート，事務事業見直し，政策評価，
　会計検査（総括），予算関連照会への回答
○県議会（文教委員会）
○教育行政の概要
○各種照会（経理係）への対応

○中長期計画，広報・広聴
○免許法認定講習（募集，受講決定，証明書発行）
○叙勲・表彰
○教科用図書無償給与
○議会（質問予想）
○危機管理
○各種照会（企画係）への対応

○予算執行計画，予算再配当
○旅費，費用弁償
○課内予算執行，ADAMS（執行管理，決算），調定
○給与，福利厚生
○庶務一般
○各種照会（総務係，その他）への対応

○ICT教育推進センター兼務業務
○教育課程「数学」に関すること

○ICT教育推進センター兼務業務（情報セキュリティ監査）
○係全般の事務補助

○課全般の事務補助
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係 係　　長 指導主事等 主　　　　　　な　　　　　　分　　　　　　担

細江　洋司
係総括，総合教育センターとの連携，校長会対応（校長通信），学校運営に関する事項全般，支援を要する教員
への研修，校長育成指標，市町村教育委員会との連携，各種団体との連携，渉外に関する事項全般，連合教科
研究会事務局

宮沢　和紀
企画全般(管理職研修，教頭研修会，教職員組合，議会対応，教育奨励，渉外，学びの基盤，教科等代表者会，
全県主事会），個別最適な学び

浅沼　雅文
学びの改革パイオニア校構築支援事業，多様な学びの充実，学びの改革フォーラム運営・推進，教育課程（教育
課程研究協議会　全県委員会　学校評価　研究指定校・研究開発校　特例校　青本　指導要録）年間計画，月
歴，文部科学省・教職員支援機構対応，支援を要する教員への研修

田中　誠
信州幼児教育支援センター兼務（運営，幼保小連携），小中連携・中高一貫，図書館教育，作文・絵画作品等審
査，学校訪問支援（生活・総合）

望月　光祐
文化部活動・小学校課外活動・地域部活動，芸術鑑賞事業（派遣事業巡回公演事業等），教科書（デジタル教科
書，副教材），NIE，学校訪問支援（音楽），

宮下　卓也
学校訪問支援総括・推進，自然教育・野外教育（SDGｓ・環境教育，ユネスコスクール，緑の基金，信州環境カレッ
ジ），科学教育（科学教育振興委員会，科学作品展，PASEO，科学の甲子園ジュニア，信州Makersキャンプ，放
射線に関する教育，CST，発明くふう展），キャリア教育・進路指導

柳澤　大介
教員研修（初任者研修，指定研修，教員育成協議会，育成指標，研修履歴），新たな教職員の学び共同開発事
業，主権者教育，租税教育，国旗・国歌，北方領土，総合教育センターとの連携

小林　里美
道徳教育，免許法認定講習，教育指導時報，教科等研究の共催・後援，金融・消費者教育，福祉・ボランティア，
マイスター教員研修，学校訪問支援（家庭）

河野　寛樹
学力向上・授業改善統括（信州型UD，授業がもっとよくなる3観点），全国学力・学習状況調査（重点対策チー
ム，PDCAサイクル構築支援，CBT），連合教科研究会事務局，特別活動（学校行事），統計教育

鈴木　崇晃
信州幼児教育支援センター兼務，幼年教育（訪問支援・研修），探究的な学び，「探究」研修プログラム開発，次
代を担う中核教員養成研修

松坂　真吾
長野県ICT教育推進センター兼務（長野県ICT学び推進協議会運営　管理・広報　市町村教委支援），統合型校
務支援システム（C4ch）対応，CBT事務，デジタル教科書，認知や発達特性に応じた学びの充実，信州Makers
キャンプ

藤森　美紀
外国語教育（信州英語教育ルネサンス，国際理解教育等），英語免許法認定講習，日本語指導員・外国人児童
生徒等研修，教員の自己啓発活動支援事業

五味　和高
長野県ICT教育推進センター兼務（学習指導，研修）DXリーディング校推進，ICT教育（みらいクリエーターズ，信
州Makersフェロー，プログラミング教育）学校経営概要，中山間地域・へき地教育，個人情報保護・著作権，学校
訪問支援（技術）

畠山　　洸 ICT教育推進センター兼務業務，予算編成担当，学校企画係関連業務（決算，監査等）

橋爪　典子 信州幼児教育支援センター兼務業務，幼児教育コーディネーター

小口　雄策 学校運営全般，高校入試改革

腰原　智達
企画，カリキュラム編成支援，普通科改革（スクールミッション・フィードバックシステム），中央研修，ＳＴＥＡＭプ
ラットフォーム推進，，高大連携プロジェクト

塚田　武明
教育課程，ＳＳＨ，科学オリンピアン養成講座，ＳＡＰ，信州サイエンスキャンプ，科学・環境教育支援，フロンティ
アスピリッツ，「総則・総合的な探究の時間」担当

帶川　有美 キャリア教育，キャリア・チャレンジ・プログラム，就職指導，主体性交流会，「美術」担当

小林　孝次
学びの指標，学びの改革カンファレンス，KDDI・県立大共創プロジェクト，「未来の学校」推進，経済産業省「未来
の教室」推進，「理科」担当

三木　舞子
学校経営概要，サマースクール，教科競技振興，高校生学びのフォーラム長野，信州学，消費者教育，開かれた
学校づくり，体験入学，探究Frontiers，「家庭・福祉」担当

卯之原智也 海外での学び推進事業（信州つばさプロジェクト），著作権，道徳教育，「公民・音楽」担当

高野　芙美 ＷＷＬコンソーシアム構築支援事業，学校評価，「特活」担当

佐久　浩信
教科書，修学旅行，JIBUN発旅するラボ，新聞活用教育NIE，金融教育，主権者教育，指定研修，職業研修，「地
歴」担当

山﨑　和也
高大接続改革支援，高校アライアンス支援，基礎学力習得PDCA，芸術文化振興，高文連，図書館教育，長期入
院生徒学習支援，「国語・書道」担当

城取　恭子
高校通信，教育指導時報，外国語指導助手配置，信州英語教育ルネサンス，「海外での学び」推進事業，国際
理解教育，ＥＳＤ，「英語」担当

酒井　寛朗 ＩＣＴ教育推進センター業務兼務，ＩＣＴ機器整備，ＩＣＴスキル研修，ＡＩＣＴＥ事業，「工業」担当

髙橋　幸久
ＩＣＴ教育推進センター業務兼務，ＩＣＴ機器整備，ＩＣＴスキル研修，ＡＩＣＴＥ事業，校務支援システム，「情報」担
当

(2)  課内　指導主事等　事務分担

義
務
教
育
指
導
係

教育主幹兼
義務教育
指導係長

細江　洋司

教育幹兼
高校教育
指導係長

小口　雄策

高
校
教
育
指
導
係
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課長（所長） 主幹指導主事 主任指導主事

主幹指導主事 （担当地区） （※企画） 氏名 担当

塚田　智紀 桐生　彰 久保　貴史※ 久保　貴史 教育課程・学びの改革

（佐久） 田中　聖子 生徒指導

田中　聖子 白井　　敬 学力向上

松本　隆 （生徒指導） 白井　克典 ICT教育

（上小） 井出　幸輔 教員研修

大原　央之 幼年教育　

酒井　秀樹 胡桃澤輝彦 教員研修

　 新海　千博 人権教育

倉澤　  航 学校訪問支援・外国人児童生徒等指導

竜田　史朗 特別支援教育

河手　正彦 唐木　英俊 宮下富士子※ 宮下富士子 教育課程・学びの改革

（諏訪） 倉田　誠司 生徒指導

倉田　誠司 鎌倉　大和 学力向上

髙坂 由美子 （生徒指導） 両角　　穂 学校訪問支援

（上伊那） 田代　佑夏 教員研修

熊谷　　洋 学力向上

小松　雅人 佐藤　大樹 ICT教育

中塚　洋介 教員研修

池田　　綾 人権教育・幼年教育

宮坂　　肇 外国人児童生徒等指導・特別支援教育

石井　克之 桂本　真司 板倉　新一 板倉　新一 生徒指導・人権教育

（下伊那） 内田総一郎 教員研修

本村　栄次 熊谷　　繁 教員研修

三澤　　豊 武内　　裕 御手洗博一※ 御手洗博一 教育課程・学びの改革

（松本，塩筑） 宮坂　洋子 生徒指導

宮坂　洋子 三石　啓介 学力向上

手塚　直樹 （生徒指導） 上原　啓子 幼年教育
（安曇野，北安，木曽） 池田　敦夫 学力向上

北原　真司 学校訪問支援

丸山　広樹 北澤　公浩 教員研修

荻原　　忍 人権教育

上本　　忍 外国人児童生徒等指導・特別支援教育

橋爪　祐一 ICT教育

内川　  啓 教員研修

保坂　和久 青木　忠文 粟津原弘文※ 粟津原弘文 教育課程・学びの改革

（長野上水内） 伊藤　雅之 生徒指導

伊藤　雅之 水野　真澄 学校訪問支援

山口　隆志 （生徒指導） 百田　美希 幼年教育
（長野上水内、更埴） 清水　　和 教員研修

宮崎　　崇 ICT教育

戸谷　明子 千野　貴正 人権教育
（飯水、中野・下高井、上高井） 荻原　大輔 学校訪問支援・外国人児童生徒等指導

小川　浩貴 学力向上・幼年教育

遠田　　敦 特別支援教育・外国人児童生徒等指導

　(3) 兼務指導主事等　分担

心 の 支 援 課 所 属

地区

北　信
教育事務所

東　信
教育事務所

山寺政幸　向井健太郎　楠　武明　荻原大輔　鎌田　真　小山暁香
尾台弘枝　傳村智彦　德永吉彦　宮之本奈津子

特 別 支 援 教 育 課 所 属
中原直樹　藤森　哲　中村充秀　今井友陛　北島　篤　大日向洋介
井坪　信　伊藤健生

保 健 厚 生 課 所 属 小田切優美　藤村ゆかり　梅本絵里　和田優子　小野直也

ス ポ － ツ 課 所 属 酒井修一　関　浩司　和田直也　北村洋章

体 育 セ ン タ ー 所 属 村松史貴　目黒健太　小山啓太　清水啓佑　矢口敦美

２　教育事務所学校教育課 組織
担　当　指　導　主　事

南　信
教育事務所

飯　田
事務所

長　野
上水内

飯水
中野・
下高井

更　埴

上高井

中　信
教育事務所

諏　訪

上伊那

松　本

塩　筑

安曇野

北　安

木　曽

下伊那

佐  久

上　小

志川　真一
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教科等／所属 東信教事
南信教事

※飯田事務所
中信教事 北信教事

宮沢 和紀 浅沼 雅文 久保 貴史 宮下富士子 御手洗博一 粟津原弘文 髙橋  信
田中  誠 ※板倉 新一
田中  誠 山﨑 和也 白井 敬 鎌倉 大和 三石 啓介 水野 真澄 武田 昌之 入山  愛

（腰原 智達） （久保 貴史） 上條 大樹
柳澤 大介 卯之原智也 白井 克典 田代 佑夏 内川  啓 百田 美希 中嶋 亮太

佐久 浩信 （御手洗博一） 高山  純
河野 寛樹 斎藤 俊樹 井出 幸輔 両角 穂 北原 真司 清水 和 髙橋  信 向井 真弓

（浅沼 雅文） 縣  正樹 尾川 雅彦
北村 保勝 井口 哲平

宮下 卓也 小林 孝次 大原 央之 熊谷 洋 池田 敦夫 宮崎 崇 久保田美千代 大石 英一
（鈴木 崇晃） （塚田 武明） 岡宮 隆吉 中谷 幸裕
（宮沢 和紀） 矢口  裕

生 活 鈴木 崇晃 塚田 武明 （小川 浩貴） （上原 啓子） 上原 啓子 小川 浩貴 久保田美千代 岡宮 隆吉
総合的な学習の時間 田中  誠

音 楽 望月 光祐 卯之原智也 （望月 光祐） （石田 雄太） （石田 雄太） （望月 光祐） 石田 雄太
図画工作・美術 望月 光祐 帶川 有美 （城本 重慶） （北澤 公浩） 北澤 公浩 （城本 重慶） 城本 重慶

書 道 山﨑 和也 武田 昌之
酒井 修一 関 浩司 胡桃澤輝彦 中塚 洋介 （中塚 洋介） （胡桃沢 輝彦） 村松 史貴 清水 啓佑
和田 直也 北村 洋章 目⿊ 健太 矢口 敦美
望月 光祐 小山 啓太

家 庭 小林 里美 三木 舞子 （小林 里美） （藤原佐知子） （藤原佐知子） （小林 里美） 藤原佐知子 春日 俊宏
技術・家庭 五味 和高 （松坂 真吾） （五味 和高） （北原 大介） （北原 大介） （五味 和高） 北原 大介

外国語 藤森 美紀 城取 恭子 倉澤  航 佐藤 大樹 橋爪 祐一 荻原 大輔 野口 育美 濱田 敦子
（宮下富士子） （粟津原弘文）

小林 里美 德永 吉彦 新海 千博 池田 綾 荻原  忍 千野 貴正 野口 育美
尾台 弘枝 宮之本奈津子 ※板倉 新一
傳村 智彦
河野 寛樹 髙野 芙美 久保 貴史 宮下富士子 御手洗博一 粟津原弘文 髙橋  信

※板倉 新一
鈴木 崇晃 田中  誠 大原 央之 池田 綾 上原 啓子 小川 浩貴 久保田美千代 石田 雄太

中嶋 亮太
藤森  哲 大日向洋介 ⻯田 史朗 宮坂 肇 上本  忍 遠田 敦 倉田  稔 山本由貴美
中村 充秀 井坪  信
今井 友陛 伊藤 健生
北島  篤
小田切優美 梅本 絵里 胡桃澤輝彦 中塚 洋介 上本  忍 百田 美希
小野 直也 和田 優子
藤村ゆかり
向井健太郎 鎌田  真 田中 聖子 倉田 誠司 宮坂 洋子 伊藤 雅之 福田菜津子 上條 勇人
楠 武明 小山 暁香 ※板倉 新一

荻原 大輔
塩島 淳志 岡沢 啓司
山口 秀樹 市瀬 利之

特別支援教育

健康安全教育

生徒指導

専門教育

算数・数学

理 科

体育・保健体育

道 徳
人権教育

幼年教育

特別活動

３ 指導主事の教科等分担                                            
総合教育センター等学びの改革支援課等

国 語

社 会

主 任
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部

◎研修派遣
所属部署  氏 名

生徒指導・特別支援教育 久保 文信， 新井いずみ， 中島 和紀 
情報・産業教育部 小池  晃， 林  直樹

５ 生涯学習推進センター 組織

所 ⻑ 原 健治
氏 名 主な分担

池口  拓  主任指導主事,研修講座プログラム企画
望月ゆかり  指導者養成研修講座企画運営他

情
報
・

産
業
教
育
部

神津 武文

塩島 淳志 情報教育,農業
岡沢 啓司 情報教育,工業,家庭,福祉
山口 秀樹 情報教育,工業
市瀬 利之 情報教育,商業
井刈 瑞恵 情報・産業教育支援,教育情報

生
徒
指
導
・

特
別
支
援

教
育
部 大鷹 宏彰

福田菜津子 生徒指導,教育相談 （生徒指導）
上條 勇人 生徒指導,教育相談 （生徒指導）
倉田  稔 特別支援教育,教育相談 （特別支援）
山本由貴美 特別支援教育,教育相談 （特別支援）

教
職
教
育
部

早川 清志

向井 真弓 主任指導主事,高校管理職研修等
高山  純 高校初任研等
入山  愛 高校経年研等
尾川 雅彦 高校経年研等
春日 俊宏 義務経年研等,義務管理職研修等 （教員研修）
井口 哲平 義務初任研等,義務管理職研修等 （教員研修）

教
科
教
育
部

藤原佐知子 家庭 （学校訪問支援）
野口 育美 道徳,外国語活動,外国語(英語) （外国人児童生徒等指導・学力向上）
濱田 敦子 外国語(英語)

石田 雄太 音楽 （幼年教育）
城本 重慶 図工・美術 （学校訪問支援）

理科(化学)

北原 大介 技術 （ICT教育）

宮下 哲
（兼任）

髙橋  信 主任指導主事,算数,特活 （教育課程・学びの改革）
武田 昌之 国語,書写  （学力向上）
中嶋 亮太 社会 （幼年教育）
縣  正樹 数学

久保田美千代 生活,総合,理科(生物),幼年教育 （幼年教育）
岡宮 隆吉 理科(地学) （ICT教育）
大石 英一
中谷 幸裕 理科(物理)

企
画

　
調
査
部

宮下 哲
上條 大樹 企画調整,調査研究,教員研修 （教員研修・学校訪問支援）
北村 保勝 研修講座管理,講座申込受付

４ 総合教育センター 組織
所 ⻑ 浅井 秀俊 次⻑兼総務部⻑ 大久保 広明

部 ⻑ 氏 名 主な分担 事業別

矢口  裕 広報,教育機関調整
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令和５年度 学校支援の基本方針
学びの改革支援課

初任者研修・指定研修

・先生方のキャリアステージに応じ、
初任研やキャリアアップ研修など、教
職キャリア全体を俯瞰し、学び続け、
⼒量の向上の機会を提供します。

重 点 ２
カリキュラム・マネジメントの

充実による教育活動

「共創する教育課程」 「つながる学校」

重 点 ３
家庭や地域社会との

連携・協働

「探究する授業」

重 点 １
資質・能力の育成に向けた「主体的・

対話的で深い学び」の視点からの授業改善

信州型ユニバーサルデザインの考え方

1人１台端末等のICT環境

・指導主事、専門主事が、「主体的・
対話的で深い学び」の視点からの授
業改善を支援します。

令和５年度 教育課程・学習指導改善の目標

子供たちが主体的に学び、仲間と共に解を導き出す学びへの転換を目指して
各学校を支援します。

一人の子どもも取り残されない「多様性を包み込む」学びの推進

学校づくりに関わる
訪問（ゾーン訪問）

「学びの改革パイオニア校」
構築支援事業

授業改善を支援する
訪問（単元訪問）

・ゾーン担当指導主事を中心に、学校
の要望に寄り添い、校内研修等を支援
します。

・学びの改革パイオニア校の取組を県
内の先生方へ情報提供していきます。
また、全ての先生方対象に「学びの改
革ミニフォーラム」等の学びの場を提
供します。

⻑野県教員育成指標

学
び
の
改
革
へ
の
支
援
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